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利島村告示第２号 

 

令和６年第２回（６月）利島村議会定例会を下記のとおり招集する。 

  令和６年６月４日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

                 記 

 

１ 日  時 令和６年６月１１日（火） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 
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                〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員 

 

応招議員 ５名 

   １番   前  田     清  君     ３番   笹  岡  壽  一  君 

   ４番   石  野     治  君     ５番   井  口     保  君 

   ６番   寺  田     優  君 

 

不応招議員 なし 
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令和６年第２回利島村議会定例会 

 

議事日程第１号                        ６月１１日午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 議案第２４号 利島村監査委員の選任について 

日程第 ２ 行政報告 

日程第 ３ 一般質問 

       ５番  井 口   保 君 

       １番  前 田   清 君 

       ３番  笹 岡 壽 一 君 
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出席議員 ５名 

   １番   前  田     清  君     ３番   笹  岡  壽  一  君 

   ４番   石  野     治  君     ５番   井  口     保  君 

   ６番   寺  田     優  君 

 

欠席議員 なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

  村  長 村  山  将  人  君 副 村 長 菅  瀬  優  生  君 

  教 育 長 弟 子 丸  知  樹  君 

総務課長 
・ 住 民 
課  長 
（兼務） 

榎  本  雅  仁  君 

  環境建設 
課  長 

上  野     崇  君 
会計管理 
課  長 

出  口  貴  司  君 

  産業観光 
  課  長 

荻  野     了  君 
総 務 課 
主  幹 

隅     智  孝  君 

  住 民 課 
  主  幹 

長  井  剛  史  君 
環境建設 
課 主 幹 

前  田     裕  君 

 

職務のため出席した事務局職員 

  事務局長 五  味  恵  介 書  記 本  間  瑞  季 
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    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（寺田 優君） 皆さん、おはようございます。定刻となりましたので、ただいまより令和６

年第２回利島村議会定例会を開会いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（寺田 優君） 初めに、議事録署名人を指名いたします。 

  今定例会は、井口議員と石野議員にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（寺田 優君） 続いて、会期についてお伺いいたします。 

  会期については、６月11日、12日までの２日間としたいと思いますが、ご異議ございますか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 異議がないようですので、会期については、６月11日、12日の２日間といた

します。 

  日程については、執行部が示されている日程に沿っていくということでご異議ございますか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、早速日程に沿ってまいりたいと思います。 

 

    ◎日程第１ 議案第２４号 利島村監査委員の選任について 

 

〇議長（寺田 優君） 日程１の議案第24号 利島村監査委員の選任についてを議題といたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第24号 利島村監査委員の選任について。 

  氏名、梅田孝司。生年月日、昭和30年３月11日。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年６月11日提出。提出者、東京都利島村長、村山将人。 
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  提案理由、委員の任期が令和６年６月10日で満了するので、上記の者を選任しようとするため、

地方自治法第196条第１項の規定により議会の同意を求めるものである。 

〇議長（寺田 優君） 以上で説明を終わります。 

  人事案件ですので、早速採決を行いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、議案第24号 利島村監査委員の選任についてを採決いたします。 

  ちょっとお待ちください。議員の皆さんは、投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成４、全員賛成ですので、人事案件、原案のとおり可決承認するものといたしま

す。 

 

    ◎日程第２ 行政報告 

 

〇議長（寺田 優君） 続いて、日程２、行政報告を行います。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） おはようございます。今議会もよろしくお願いをいたします。 

  行政報告ですけれども、この報告は令和６年第１回定例議会開会日の３週間前の翌日から、令和

６年第２回定例会議開会日、本日の３週間前までの行政の主な動きを概括的にまとめて、利島村議

会にご報告をするものであります。括弧書きにありますとおり、広報等により周知済みの事案を除

くというふうな整理としている次第でございます。 

  私からは１点だけでございまして、利島小中学校の開校式の実施というところでございます。議

員の先生方にもご出席いただいた方多いかなというふうに思ってございまして、誠にありがとうご

ざいます。 

  今年度から、利島村立利島小学校、利島中学校が義務教育学校に移行するに当たりまして、４月

８日に利島小中学校の開校式を実施いたしました。これまでの歩みを大切にしながら新しい一歩を

踏み出しまして、未来の利島のキープレーヤーを育てる学校づくりというものを住民の皆様ととも

に進めてまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いします。 
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  報告者、総務課長。総務課のほうからは１点でございます。島嶼会館の宿泊料金の改定について

でございます。 

  物価高騰等に伴い、令和６年９月１日以降からの利用分から、島嶼会館の宿泊料金が変更となる

ことが東京島嶼町村一部事務組合から発表されて、村にも連絡が来ました。 

  なお、島しょ住民の新料金は、現行と比べて１人当たり1,300円の値上げとなっております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 引き続き住民課のほうのご報告お願いします。 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 引き続き、住民課のほうのご報告申し上げます。 

  報告者、住民課長。第２回健康フェスティバルの開催についてでございます。５月11日に地域交

流会館において、社協主催による第２回健康フェスティバルが開催され、49名の参加がありました。

当日は、診療所所長の野尻先生による講演や、平成医療福祉グループから１年間派遣されていた萩

原理学療法士の健康体操などに加え、昨年度に引き続き体力測定を行ってございます。 

  また、今年６月から利島村、御蔵島、青ヶ島の３島に派遣される専門職も含めた職員の方々が運

営スタッフとして参加していただくなど、平成医療福祉グループの多大なるご協力の下、本事業を

開催することができました。今後も住民の健康に寄与する効果的な事業である本事業の実施につい

て、村は社協と連携して開催していきたいと考えてございます。 

  ２点目でございます。帯状疱疹ワクチンの接種についてでございます。帯状疱疹ワクチンの接種

については、申込み受付を５月15日まで行い、12名の申込み、今年度ございました。今年度も引き

続き、村のほうでは自己負担なしの接種を実施してまいるところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） よろしくお願いいたします。行政報告、報告者、産業観光課長。 

  １つ目が椿害虫薬剤散布について。４月26日に、エダシャク類生息密度調査を実施しました。生

息密度は、一部の地点を除きおおむね低い数値でしたが、その生息が島内に広く確認できたため、

５月４日から約80ヘクタールの範囲で薬剤散布を実施しています。これにつきましては、先週の土

曜日に薬剤散布は完了しております。 

  ２つ目、ラフテレーン・クレーンの利用状況についてです。２月から４月までの間のラフテレー

ン・クレーンの貸出し実績は８日となります。また、伊豆七島海運の貨物船への荷役作業での使用

実績は、２月は４日、３月は10日、４月は９日の計23日となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 行政報告を終わります。 

  何か質問ありますか。 
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  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） １点だけ住民の関係で、帯状疱疹の件で、15日に終わったということなので

すけれども、これ引き続きというのは、今年度いつ頃予定されているのか、あれ２回やるのですか、

１回でいいのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、帯状疱疹ワクチンなのですけれども、昨年度から50歳以上の対象者の方に無料で接種を実

施していまして、接種回数は１名当たり２回接種しないといけないといったところでございまして、

今年度の今期の申込みについて、昨年度接種して、これ１回接種すると10年から20年は効果がある

といったところで毎年接種するものではございませんので、そういったところで昨年度実施してい

ない方と、主に今年50歳以上になられた方と、そういった方を対象に実施しておりまして、12人の

申込みがあったといったところでございまして、今年度２回実施する予定というか、実施いたしま

すというところです。 

  以上です。 

  ごめんなさい、いつ頃でしたっけ。帯状疱疹は、６月と８月に２回、２か月空けないといけない

ので、実施するといったところでございます。 

〇３番（笹岡壽一君） 終わります。 

〇議長（寺田 優君） それでは、行政報告を終了いたします。 

 

    ◎日程第３ 一般質問 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程３、一般質問を行います。 

  本一般質問は、井口議員より行いたいと思います。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） それでは、第２回定例議会の一般質問をさせてもらいます。 

  ちょっとその前に、この間議員協議会を開きまして、それで議員の方から、要するに行政側、議

会側とも、何か聞き取りづらいという声が住民のほうから上がっていますよという声がありました

ので、そこいら辺お互いに気をつけて、ちゃんと質問なり答弁なりをしていただければと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、私の一般質問に入ります。まず、村営住宅の修理について。村営住宅に住んでいる住
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民の方から、修理等の依頼を村に申し込みましたが、いまだに修理がなされていないとの声があり

ます。今年度の修理等の予定はありますか。 

  ２番目、焼却場の今後の建設について。３月議会でも質問しましたが、新焼却場建設については

何年頃を予定されていますか。 

  以上２点ですが、１問ずつお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） よろしくお願いします。井口議員のご質問にお答えします。 

  現在、住宅の修繕を行う事業者の業務量が過多となっており、十分に対応できない状況にありま

す。そのような状況にあるため、ライフラインに関連する緊急度が高いものから順次修繕を行って

まいります。ご不便をおかけしまして申し訳ございませんが、ご理解とご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩をちょっといたします。 

          （休憩 午前 ９時４８分） 

                                           

          （再開 午前 ９時５１分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  井口議員の質問より再開いたします。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） それでは、答弁に対して私のほうから再質問させていただきます。 

  この住宅修理については、私に言ってきた人に聞くと、何年も前からもうそのように言ってきて

おりますと。だけれども、いまだになされていないと。そのように住民の方からは、私のほうに言

ってきているのですが、確かに今これは、私大分前から質問させていただいていることなのですが、

なぜここまで引き延ばされているのか。要するに、早いうちに修理すれば多分安くできたのだろう

と思っておりますが、この間私見に行きました。そうしたところが、もうがちゃがちゃ、要するに

戸袋が駄目みたいで、ああ、これではねということで、私も住民の方には説明して帰ってきたので

すが、今課長のほうからの答弁ですと、なかなかそういったものを修理するには、ちょっと業者も

いないし、要するに早くやるべきところからやっていかなければならないという答弁がありました

が、やっぱり住民の方にすれば、村営住宅に住んでいるのだけれども、なるべく早く直してもらい

たいというような強い声があります。 

  そういった点で、もう一度お聞きしますが、どのぐらい、あと何年かかれば直していただけるの
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か、そこら辺をお聞きします。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

  現在、修繕業者などを踏まえて選択肢を増やしていくため、対応可能な事業者を探しているとこ

ろです。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） ということは、業者さんが見つからないということの今答弁がありましたが、

できる限り早く直してやっていただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  引き続き、次の２番目の質問をお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

  現在、再調整に向けて情報収集を行っており、実現可能な調達の内容、方法が検討でき次第、調

達に着手したいと考えています。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） ということは、最初行政側から出されてきた図面や何かがあるのですが、そ

ういったものを見て、要するにそのままだと大分お金がかかっていきそうだというようなことは聞

いております。私も今現在の物価高騰、また人手不足、そういったものはよくニュースでも見てい

ますが、やっぱり焼却場については、壊れたらもう困ってしまうのです、正直な話。そうすると、

結局利島村の全住民のごみがどうされていくのか、私そこが心配なのです。それで、なおかつ今現

在職員さんがかき出して処理しているのだという声も聞いております。それだけ大変な労力を職員

さんにさせているのですが、やっぱりそういったところからいっても、早く修理すべきだろうとは

思っています。ただ、問題があるのは、椿工場を新築しなければならないという問題も抱えており

ます。このことも含めて、大変だなと私自身も思っております。だけれども、ごみの処理について

は何とかしていかないと、壊れたとき、壊れました、もうお手上げですということにはなっていか

ないのだろうと思っています。どのように処理されていくのかなということを私自身心配している

のですが、行政側のほうではいろいろな対応、対策を取っているとは思いますが、住民さんからす

れば、何やっているんだと、いまだに新築できないのかという声も聞いております。このことにつ

いて、行政側としても真剣に受け止めていただいて、やっぱりなるべく早く新築しなければならな

いだろうと私自身考えておりますが、そこら辺については、たしか今そういったあれでいろいろ見
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直し等、調達等、着手しているようなことを答弁されましたが、万が一今現在ある焼却場、これが

壊れたときの対応策というのは、どのように考えているのかお聞きします。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 井口議員のご質問に答えさせていただきます。 

  現状の現施設、清掃センターでございますけれども、こちらのほうの応急的な修繕を続けさせて

いただいて、新施設整備完了までの延命化を図っていきたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 延命化をして何とかやりくりをしていくのだというご答弁がありましたが、

私がお聞きしたのは、万が一壊れたときにはどうするのだということなのです。確かに業者さんの

ほうから、もうこれ以上ここ修理できませんよと言われたときに困るのは村です。まして住民その

ものです。ですから、私はなるべく早くやっていただければなと思っているのですが、今課長のほ

うもいろいろと苦慮されているみたいですが、なるたけ早くそういったところを対応を考えていか

ないと困るのではないかと。まして今早く、簡単に言えばやりくりを何とかしてごまかしているの

だよということだろうと思うのです。そういった点で、これ最初の村のほうで見積もった金額から、

３倍近いお金がもうかかるのではないかと私自身は考えているのですが、村もその辺で、どのよう

に対処していいのか悩んでいるとは思いますけれども、村民の方々から言わせれば、早く新焼却場

を造っていただいて、それで安心してごみの処理ができるような形にしてもらいたいというのは、

住民の方々のご希望でございます。まして、村の職員だって今現在その灰をかき出す、手作業でや

っているのです。やっぱりそれは職員さんも大変なご苦労をなされていると思いますが、なるたけ

早くそこら辺をお考えいただいて、一日も早く新焼却場ができることを私は望んでいます。 

  これは、もう卵が先か鶏が先の形になっていってしまうのだろうと思うのです。どうしても金額

的にも大分かかるようなことなので、できたら早くやっていただければなと思っています。これは

住民からの強い要望もありますので、そこら辺はどうぞよろしくご検討のほどをお願いいたします。 

  以上で私の質問を終わります。 

〇議長（寺田 優君） 終わってよろしいですか。 

〇５番（井口 保君） もう特にしようがないよね。結構です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、井口議員の一般質問を終了いたします。 

  引き続き、前田副議長の一般質問を行います。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） それでは、一般質問させていただきます。４点ほどございまして、１点ずつ
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…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） それでは、質問入ります。 

  １つ目が行政の継続性についてでございます。施策、政策の実施は、長が替わると無効になるの

か。新地山線のガードレール、油工場等、清掃センターもそうですけれども、焼却場もそうですけ

れども、重要な案件だからこそ議会に諮り可決されたはずなのに、いまだに進展がないのはどうい

う理由なのか説明願いたい、これが１点です。 

  ２点目、災害に備えた通学路の整備、石垣の整備、または高所に設置されているブロック塀の撤

去促進は、個人の所有物だからそのまま放置でよいのか。災害が発生したらどう対応するのか。所

有者個人に責任を押しつけて、知らんぷりを決め込むわけにはいかないと思いますが、いかがでし

ょうか、説明ください。 

  ３つ目、住宅建設の進捗状況について説明ください。 

  ４つ目、利島の資源について。利島には、他の島にない誇れる資源が多くあります。これは私見

ですけれども、それは観光資源であり、産業資源です。観光資源、景色など視覚的な景観ではなく、

利島に自生する山菜等です。そのアピールを支援できないか。ほぼ一年中山菜が取れる地域は他に

ないのではと思います。観光客対応は、既存の宿泊施設が考えればよいことではないかと思います。 

  次に、産業資源。椿産業が島の主産業であると宣伝し、観光客を誘致するといった単純な話では

なく、今後10年先、20年先を見据えた椿産業の再生を含む事業展開への支援です。椿林の更新は古

くて長く続いている事業ですが、立ち枯れ、倒木、雑木対応が主で、懸案の椿林の更新には至って

いません。何十年か前、炭窯を造り、炭焼き指導員を迎え入れたまではよしとしますが、その後の

展開が全く見えません。入り口はつくったので、あとはご自由にでは、産業は育成できません。ま

た、島民の協力なしには事が進まないのも道理ですが、将来構想を提示し、島を挙げた展開を進め

ぬ限り、椿林の荒廃は進みこそすれ、発展することはないと思われます。椿実の収穫、出荷による

収入だけでは生活できません。新たな収入源の創造を支援することこそ行政の役割と思いますが、

いかがでしょうか。椿産業の発展が新住民の流入につながり、島の発展につながる早道ではと思い

ます。 

  ５、カミキリムシ対策について。島内に数か所捕獲用のわなを仕掛けて調査を継続しているよう

ですが、結論はいつ頃を予定しているのでしょうか。これはちょっと私誤解していまして、最近ネ

ットを使って虫を集めるというふうに変わっているみたいですけれども、私これを書いた時点では、

まさに虫かごで捕らえるというような状況だったので、それを書いています。 

  農道あかぐより線の道沿いの被害は相当進んでいると思われます。椿農家にとって影響は深刻で

すが、一部農家のことなので、深刻さが伝わっていないのかと勘ぐりたくなる現状です。カミキリ

ムシが大発生し、甚大な被害にでもならない限り、行政としては本腰が入らないということでしょ
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うか。被害影響が小さいうちに手を打つのが対策の基本と思いますが、違いますか。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、１問ずつ答弁を行ってください。 

  前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  行政の継続性についてという部分ですが、新地山線以後のガードレールについては、付近で開通

を予定しております都道西山Ⅱ期と同時期に合わせて更新する予定です。 

〇議長（寺田 優君） よろしいですか。 

  １つずつやる。 

          〔「いや、これ１つの質問でいい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 入っているの。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  新椿油製油センターにつきましては、今定例会で土地のボーリング調査を計上した補正予算案を

上程しております。 

  なお、今回のボーリング調査の結果次第で、当該の土地での着工を目指したいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） まず、ガードレールなのですけれども、あれが議会で話し合われて可決され

たのは三、四年前ですか、の話だと思います。もう３年以上経過していて、都道西山線Ⅱ期工事、

これに合わせて造っていくというのは、何かあまりにも議会の可決事案が無視されてきたというか、

そういうふうに取れるのですけれども、そういうことはないのですか。もうもともとこのⅡ期工事

の話があったので、それに合わせて造っていこうということだったのか、その辺だけをちょっとお

聞きしたいと思います。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  まずは、議会にお諮りというか、予算を計上させていただいたときの経緯等々をご説明させてい

ただきますと、当時木製のガードレールを使って整備を行おうといったところでございました、村
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道の整備に係る補助金というものが、交付メニューはございませんで、基本的にガードレール等々

は単費負担と、村の負担をいったところ、いかに財政負担なく、少なくというか、村の一般財源を

少なく実施しようかといった中で、多摩産材を使った木製ガードレールを設置した場合に、２分の

１補助が東京都から補助いただけるというようなところで、ガードレールの設置について多摩産材

を使う木製ガードレールというようなところで当初計画を進めていっていたのですけれども、実際

多摩産材の木製ガードレールを設置しようとした段階において、そこは大変私どもの調査不足とい

ったところもあったのですけれども、きちんとした設計、そういったものを実施していかないと補

助金の交付対象にもならないとか、また多摩産材を使うために木材の量をどの程度とか、そういっ

たところの補助金の申請に当たっての課題が見つかったといったところもございまして、木製ガー

ドレールの設置について、一時ちょっと断念せざるを得なかったといったところがございました。

ただ、その当時から路面、路盤というのですか、路面の改修も実施していかなければいけないとい

うようなところも、接続地点のところががたがたというのもございましたので、そこも含めて再度

再設計をしなければいけないというようなところもございましたけれども、先ほど来申していると

おり都道の西山Ⅱ期工事がちょうど実施されるというところが本決まりになったというところも含

めて、そこのガードレールと路面改修については、そこに合わせて実施するというようなところで

計画を切り替えたといったところが経緯となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 別に意地悪言うつもりはさらさらないのですけれども、そもそも議会に提案

すると、上程するという段階で、例えば長さが１キロあるか２キロあるか知りませんけれども、そ

れって大ざっぱに計算するのではないのですか。それがあって、例えば1,000万かかる、5,000万か

かる、１億かかるという予算規模が出てきて初めて、ではこれぐらいの規模でガードレールを付け

替えるという話になるのではないかなと思うのですけれども、その辺は一切やらないで、単なる思

いつきで、ではあそこのガードレールも赤さびてぼろぼろになっていると、だから替えようやとい

う感覚で出したのか、その辺をもうちょっと教えてください。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  何も根拠がなく議会に予算を上程したのかといったところですけれども、そこについては業者か

らの見積りはいただいておりました。ただ、業者の見積りの中で、どういったものを使うとかそう

いったものに、多摩産材のガードレールを使って、この長さをというところで見積り出させていた

だいたのですけれども、補助金の申請に当たっては、その見積りというか、業者からの直接の見積
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り、実施業者というのですか、施工業者の見積りでは補助金の対象にならないと。あくまでも設計

をきちんとして、木材でいう立米を何立米使いますとか、そういったきちんとしたものの設計図面

がないと補助金の対象になりませんといったところで、ちょっと断念したといったところでござい

ます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） それが、我々が常々聞かされている技術屋さんがいないから、例えば積算で

きないと、見積りできないのだよということに起因するのか、その辺はどうなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  副議長のご心配している技術職がいないと、村も執行部も再三申していますけれども、そこに起

因しているかどうかといったところは、起因していると言えば起因しているところとなっているか

と思います。そんなに難しい設計ではないとは思う、ガードレールの設計ですので、既存のものを

使って設計するので、難しいことではないとは思うのですけれども、いかんせん私どもには技術職

で設計できる者がいないといったところで、どうしても業者に委託しないといけないというような

ところで、そこはもう端的に申し上げると、その段階で簡易的なガードレールの設置を検討してい

たものですから、実施工事業者に直接見積りをいただいていたといったところで、そこの段階まで

はもうできて上がっていたと。ただ、そのものの補助金を申請するに当たって、２分の１補助が取

れなくなってしまうので、事業として断念したといったところでございまして、きちんと事前に確

認して設計を行ってというのが、後の話でいくと、設計をきちんとやるものに対する費用と、設計

しないでそれこそ補助をもらわないで実施してしまったほうが結果的によかったのかどうなのかと

いうのをちょっと検証はしてございませんけれども、そういったところも含めて、いろいろ私ども

も反省すべき点があったといったところでございますので、そこは今後のいろんな工事等々で改善

していければと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 事情は大体理解をしたのですけれども、話の内容は理解したつもりでいます

ので、１番目の質問はこれで終わりたいと思いますけれども、私ちょっと質問書には書いていない

のですけれども、今の流れでいって、以前に技術屋さんを採用したらという話をしたと思うのです、

覚えていないかもしれませんけれども。何も現役のばりばりの技術屋さんを採用しようと当時も言

ったわけではなくて、リタイアした、私みたいなもう70代も過ぎたような人を採用して、そうする
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と多分年金生活に入っているはずなので、そうすると給料なんかそんなに要らないと思うのです。

安く採用できるのではないかと思うのですけれども、ただ、そうすると住宅問題がどうのとかとい

う、そっちも絡んでくるので難しいとは思いますけれども、ぜひそっちの方向で一度考えていただ

きたいと思います、技術屋さんの件に関しては。 

  では、次の質問をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） よろしくお願いいたします。災害に備えた通学路の整備についてという

ところでご質問いただいています。 

  通学路の安全を確保することについては、子供たちが安全安心に学校に通えるようになるために

極めて重要だというふうに考えております。前田議員ご指摘の撤去の促進についてですけれども、

当該箇所、様々なケースがあろうかと思いますけれども、例えば私有地である場合であったりとか、

撤去に多額の費用がかかる場合など、現実的に撤去が困難なケースも存在をしているというふうに

承知をしてございます。したがって、必ずしも撤去だけという対策ではなくて、撤去以外の取組を

推進することも必要になってくるかというふうに考えてございます。例えば撤去以外の主な対策の

例として、国から安全教育の徹底であったり、ボランティアによる見守り活動であったり、最終的

には、もしそこしか通れないということであれば通学路を変更するであったり、様々な対策の例が

示されているところでございます。今後、関係部局とも連携をしながら、どのような対策が可能か

というところを検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） これ教育長とはちょっと関係ないというか、外れるのですけれども、都道沿

いの石垣って、これは個人、場所は個人宅になるのでしょうけれども、あの石垣って、あれは道路

整備か何かと一緒にやっていくのではなかったでしたっけ。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 前田副議長のご質問にお答えいたします。 

  該当箇所、東京都に確認していただきました。当該該当場所は、都道ではないという回答をいた

だきました。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 分かりました。 

  では、次お願いします。 
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〇議長（寺田 優君） 県住宅建設でよろしいですか。 

〇１番（前田 清君） うん。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  移住定住促進住宅については、６月、今月に今年度分の東京都の補助金の交付決定を受け、擁壁

工事に着工していきます。その後、令和７年度供用開始に向けて、本体工事に着手する予定でござ

います。 

  一方で、東京宝島サステナブル・アイランド創造事業の中で建設予定の住宅については、現在擁

壁の設置の申請を行っているところでございまして、年内に擁壁工事に着手し、令和７年度から本

体工事の着工を目指し調整中でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 今からその擁壁の、これもう業者が決まっているのですよね。今から擁壁工

事に入って、年度内に着工まで行きますか。着工業者はもう決まっているのでしょう。多分、さっ

き井口議員が言っていましたけれども、資材費から人件費から、去年までと比べたら２割から３割

上がっているのではないかとは思いますけれども、そうすると予算超過だとか何だかんだいろんな

問題がまた浮上していくとは思いますけれども、その辺の対応策というのはもう練られていますか。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 前田副議長のご質問にお答えいたします。 

  現在、契約に向けて処理を進めているところですけれども、契約期間としましてはおよそ３か月

程度を見込んでおります。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 契約期間が３か月で、契約を進めているというのは、まだ例えば住宅建設の

業者が現状では決まっていないということ。そっちは決まっているのだけれども、今言った３か月

というのは、例えば擁壁工事、これどこにも必要だよね、利島の場合は。その業者も、これから話

合いで決めていくのだというのを含んでいるの。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 前田副議長のご質問にお答えいたします。 
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  擁壁工事については業者が決まっていて、そちらが３か月ということです。 

          〔「工事完了が３か月」と言う人あり〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） そうです。工期が３か月。 

          〔「工期が３か月」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 住宅を造るほうの業者というのは、これから探すということ。年度内間に合

うかい。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） いや、だから進捗状況を説明くださいという質問だったので、当然もうその

辺は決まっていて、ただ、ぎりぎりになるかもしれないよというような返答が来るのかなって期待

はしていたのですけれども、どうもそういう話ではなくて、これから決めるのだということになる

と、年度内と、その予算がどうなるのかというのが心配になりますけれども、その辺は大丈夫、や

りますということになるのかどうか、そこだけお答えください。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ご心配、ご懸念、ありがとうございます。我々も当然これまでのほかの事業

でも、計画どおりに進んできていないといったこともありまして、慎重に事を進めております。当

然補助の年限、この年度、ここまでにという約束もある中で、実現可能な事業者を選定している最

中でございます。また、設計、積算等で上がってきているもの等もありますので、見積りで上がっ

てきた数字に関してもできる限り精査をして、適正な金額を今見通して事業を進めている最中でご

ざいまして、事業者を決定している、決まっているといったわけではございません。ただ、なるべ

く早期に事業完了できるように努力している最中でございます。 

  以上です。 

〇１番（前田 清君） では、次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） では、ちょっとここで５分間休憩を取ります。 

          （休憩 午前１０時３２分） 

                                           

          （再開 午前１０時４０分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 
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  利島の資源についてですけれども、椿産業につきましては苗木の生産体制を確保するため、令和

２年度に村でストロングハウスを整備し、農協が苗木の生産に取り組んでいるところであり、今年

度からは苗木の植栽も行っていく予定となっております。持続可能な方法を模索し、ＩＴ技術など

を活用して、今までの取組方法と併せて重層的に取り組んでいくことが必要と考えております。草

刈りの自動化の実証などにも取り組んでいるところです。 

  観光につきましては、環境省の国立公園を活用した自然ツアー造成に協力するなど、その振興に

取り組んでおり、今後もこのような取組を後押ししていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 答弁骨子にちょっと沿う形で質問したいと思うのですけれども、椿産業の苗

木の植栽、これ３月の予算の中でたしか200万ぐらい計上していましたっけ、それのことですよね。

それで、あれは種から作るのと、挿し木のたしか２通りで作っていくという話だったと思うのです

けれども、その辺は確認なのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  村の補助として今実施しているというのは、挿し木で生産するというのがメインになっていまし

て、それより以前に研究会さんのほうで作っていた接ぎ木の管理も含めてやってもらっていると。

実生苗に関しては、一応村のほうで島内の２か所ぐらいですか、その年に以前植えている実生苗も

ありますので、その苗に関しての管理も農協のほうで行ってもらっているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 私も椿産業に携わっているので言うのですけれども、去年、おととしあたり

から夏の台風というのですか、そればかりではなくて冬場の風、特にあれは北東、利島ではならい

と言っていますけれども、ならい風、あるいは西風は最近あんまり強い風は吹いていないというふ

うに思うのですけれども、ならい風によって山の木が倒されるという事例が去年、秋から冬にかけ

て何件かあったのです。それも、幹の直径が二、三十センチを超えるような椿の木が倒されるとい

う状況を目にしてきたので、前にも話題になりましたけれども、農協さんが作っている苗木、挿し

木というのですか、挿し木の場合には、あれは弱いと昔から利島では言われているということみた

いなのですけれども、そういう状況を知りながら、何でそっちにこだわって挿し木でやるのかなと

いう思いが私強いのですけれども、その辺は農協さんはどういう見解でいるのか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  これは、以前の議会でも私のほうから答弁をしたと思うのですけれども、椿の老木化というか、

大分進んでいるというのもあって、苗木の生産をする中で、以前から研究会さんのほうで行ってい

た接ぎ木を行っていくというのがなかなか難しいというのもある中で、長崎県の五島列島のほうで

は主に挿し木で行っていると。ある程度の効果も出ているというようなこともあって、村と農協の

ほうで視察に行ったことがあります。その中で、挿し木の方法みたいなのも教わってきて、今実際

それを試しているというところです。皆さんおっしゃるみたいに、倒れやすいとかいう話は聞いた

ことはあるのですけれども、そこも含めてある程度の挿し木の量を生産していくことに今注力して

いるというところです。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 椿の生産方法が、利島と長崎の五島を比べたときに、利島はもうともかく伸

ばすと、五島のほうは段間とかといって、途中で切ってしまいます。要は樹高を低く抑えて実を取

りやすくする。手でもぎやすくするというのが主です。だから、椿の木に対する思想そのものが、

長崎と利島では全然違うというふうに私は思っているのですけれども、その辺は実がつくまでに

20年、30年かかる椿ですから、これからおいおい評価していくというふうになるのでしょうけれど

も、その辺も考えて、本当にそれで大丈夫なのという確認だけは取っておいていただきたいと思い

ます。 

  椿に関しては以上で終わりまして、次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業環境課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  カミキリムシの対策につき…… 

〇１番（前田 清君） ごめん、もう一つあった、産業のほう。 

          〔「さっき答弁しました」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 答弁した。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） この前、支庁の連中とウェブ会議やりました。その中で、本当は私この辺の

ことも聞きたかったのですけれども、観光資源のアピール、私が言っているのは山菜とかってここ

に書かせてもらったのですけれども、例えば山菜でいいのですけれども、利島にはこういう資源が
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あるよというアピールは、行政のほうとしてその辺の支援というのは全く考えていないのですか。

それは、もう民宿のほうで勝手にやってくださいよという話なのか、その辺だけお伺いしたいと思

います。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 山菜のアピールというようなお話だったと思うのですけれども、今

主に利島村のほうで出荷している山菜というのはモミジガサ、利島の言い方だとシドケというもの

を出していると思います。おっしゃるとおり、確かに行政として何かシドケのＰＲしているのかと

いうと、運賃の補助などは行っていますけれども、表立ってのそういったＰＲみたいのは実態とし

ては行っていないというところです。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 今課長が言うようにシドケに限って言えば、これはもう産業化されつつある

ので、私そういうことを聞きたくて取り上げたわけではなくて、例えば春になれば、アシタバも産

業化って言えばそうかもしれませんけれども、ほかの山菜ってありますよね、利島に幾らでも。い

つか六、七年ぐらい前かな、利島出身の人が連れてきたのですけれども、自分の友達関係にある人

たちを五、六人連れてきて、要は山に入ってミツバからアシタバから何でも取ってみると、ツワブ

キ、その類いまで取っていきましたけれども。要は、そういったものがあるのだよと、利島にはい

ろんな山菜があると。アシタバしかり、今のシドケしかり、何でもあるのだよと。だから一度遊び

においでよみたいな感じで、俗に言う山菜取りに来てみたらという感じ、最近よく東北とか北海道

で熊の被害とかというのがありますけれども、利島にはそういったものはないので、ただ坂なので、

転げ落ちるという危険はあるかもしれませんけれども、せいぜいそんなもので、その辺のアピール

をしてもらえないのかなという思いでお聞きしたのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  おっしゃるとおりモミジガサ、シドケ以外の山菜と言われるようなもの、アシタバも含めてそう

だと思うのですけれども、実際にそういうアピールをするという場合に、実際それが取れる場所と

いうのはおのおの地権者の方がいらっしゃるものでありますので、それを大々的にやるというのは、

ちょっとなかなか難しいのかなというような認識でおります。 

  以上です。 

〇１番（前田 清君） では、次の。 

〇議長（寺田 優君） カミキリムシでいいですか。 
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  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） ちょっと質問戻るかもしれないのですけれども、私ここに一般質問書の中で

書かせてもらった椿炭の話をあえてさせてもらったのですけれども、あの釜を造ったのは、行政指

導で造っていると思うのです。人も呼んで、いろいろ炭焼く人に指導もしてもらったと思うのです

けれども、それはそれでそれなりの島民にとっては役に立ったと思うのですけれども、その後の展

開というのが全くないのです。島の中に、更新事業というのがあるのですけれども、その更新事業

で切った木、いっときそれを炭に焼くという話があって、運んだ記憶もあるのですけれども、更新

事業で切った椿の木を炭焼き用に運んだ記憶もあるのですけれども、それ止まりと。今も更新事業

は続いているのでしょうけれども、それを、ではどうするのというその後が全くないと。どこかで

販売するとか、そういう話も聞いたことないし、炭は焼かせて、もうあとは個人の責任だよと、焼

くのだったらどうぞあの窯を使って焼いてください、あとは知りませんよと。それも自由経済の中

ではしようがないことなのかもしれませんけれども、本当にそんなので産業として育っていくのか。

何回もこの場でも言わせてもらっていますけれども、この議場の場でも言わせてもらっていると思

うのですけれども、椿実の生産、それだけでは食っていけないのです、椿農家というのは。何かほ

かに事業なり産業なりという形でやっていかないと、なかなか飯を食えないと。ついては、人も帰

ってこないと。Ｉターンは別個にして、Ｕターンも期待できないと。利島に行ったって食えないの

だから、行けるわけないではないというのが実態ではないかなと思うのですけれども、その辺を、

住宅建設もそうなのでしょうけれども、行政として本当に椿産業としてどうやって育てていくのか、

あるいはあと10年、20年たったらやめてしまうと、もう全員利島から撤退する、撤退という言い方

はないのでしょうけれども、出ていくのだからいいのだよ、もう椿なんか、今現状があればそれで

いいということなのか。その辺を、これ村長に聞いたほうがいいのかな。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） この椿産業に関しましては、様々な場面で問われ、私の考えということでそ

の都度説明させてきております。３月の議会ですか、でも述べたとおりで、今急激に何か効果的な

方策があるというわけではないというのが正直なところです。申し訳ないというところでございま

すが、ただこれは、私が帰ってきて十数年になりますが、十数年前に予想されていたとおりの結果

であって、それは甘んじて受け入れなければいけないかなと思っております。 

  現在は、ではどういうことをやっていけばいいのかということで、今までのものを今までのとお

り続けていくことは難しいというふうに判断している中で、ただこのままでは衰退してしまうと、

おっしゃるとおりなってしまうので、何か新しいことをやっていかなければいけないというふうな

考えの下、デジタルとかそういったものを取り入れながら、新たな転換をしていく必要があるとい
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ったところでありますが、明確にこれをやったからこうなると、こういう効果が出るといったとこ

ろまで試算が至っていないといったところが正直なところです。 

  また、個人的にも、これも再三述べさせていただいておりますが、我が家のほうでも椿産業に携

わっておりますが、椿産業、まさに私の母親がそろそろ引退といったステージになって代を引継ぎ、

自分たちがどの程度山を、どの面積を管理できるかというのは、まさに自身で実証をしている最中

でありまして、その結果といいますか、体感的なもの、定性的、定量的なものをある程度吟味して、

効果的な施策につなげていきたいなというふうに考えておりまして、繰り返しになりますが、現在

のところどうしていくことが一番いいといった考えは持ち合わせておりません。また、逆に前田議

員のほうでもし持ち合わせているようでありましたら、ご教示いただけたらなと思っております。 

  以上です。 

〇１番（前田 清君） では次。 

〇議長（寺田 優君） ちょっと休憩しましょう。 

          （休憩 午前１１時００分） 

                                           

          （再開 午前１１時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

〇１番（前田 清君） すみません、先ほどちょっと言葉足らずで、ウェブ会議の出席者のことを連

中という言い方を私してしまったのですけれども、皆さんの誤りです。訂正します。 

  では次。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  カミキリムシの対策についてですけれども、ヨコヤマヒメカミキリにつきましては、令和４年度

から大島支庁、島しょ農林水産総合センター大島事務所と協力し、調査を開始しております。 

  定量的なデータがほとんどないため、生態などに不明な点が多いことから生態調査を継続的に実

施しているところです。そのため、どのような対策を講じる必要があるのか、明確な方法を論じる

基礎的知見材料がないというのが現状です。現在は、データを蓄積していくために継続的に定点観

測に取り組んでいくことが重要であると考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） たしかこの調査に入ったのが３年ぐらい前でしたっけ。たしか３年ぐらい前

から調査入っているのでは、２年ぐらい前かな、から調査ということだったのですけれども、どこ
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に依頼したって聞いたときに、東京都だか大島支庁だかにお願いして、昆虫学の先生を紹介されて

ということだったと思ったのですけれども、その昆虫学の先生というのが、私いまいち納得できな

くて、私その人と同窓なものですから、逆にきついことも言わせていただきたいと思うのですけれ

ども、昆虫学の先生って言われている人で博士、確かに実態としては知らないのでしょうけれども、

だからこそ調べるということだったのでしょうけれども、それが虫かごかよと。虫かごを利島の島

内に何か所か置いて、虫の生態とかそういったものを調べると。ちょっとおかしいのではないのっ

て単純に思ったのです。東京都なり支庁なりから紹介された先生ということだったというふうに私

は捉えていたのですけれども、本当にそんなので、まして無駄とは言いませんけれども、２年間経

過して、いまだにその実態がつかめていないと。最近だと思うのですが、ネットを広げて虫を集め

るということをやり出したのが最近ではないかなって思うのですけれども、丸２年も経過する中、

あるいは３年経過する中で、いまだにその実態がつかめない、そんなのありかって思うのですけれ

ども。いや、我々は素人だから、先生に言われたとおりやっているのだって言われればそれまでな

のですけれども、山の現状を見てみると、結構もう枝が折れて、結構折れるというか、毎月毎月枝

が切り落とされて、見方を変えれば、それが剪定になっていいではないかという見方もあるかもし

れませんけれども、実際農家にとってみればとんでもないという話ではないかなと思います。 

  確かに全島調査したいという気持ちも分からないでもないですけれども、特にその被害が集中し

ているというような地域だけからでも、何かしらの対策は取れないのかと。それこそトライアンド

エラーでもいいと思うのです。やってみて、この方法が駄目だったら次の手を考えていくというよ

うな形でやっていけないのかどうか。その辺は、逆に先生は何と言っているのか、その指導してく

れる教授は何と言っているのか。その辺も併せてお答えいただきたいのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  それだけ基礎的知見というのを集積するというのが、すごく重要だというような認識です。今年

度３年目ということで、協力していただいている先生からも、ある程度３年で方向性というところ、

報告としては収められるようにしたいというような話は聞いていますので、ある程度の方針という

ところは年度末なのか、来年度の頭なのかちょっと分かりませんけれども、そこら辺で報告は受け

る予定となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 私は結構気になるもので、個人的にある大学の先生に話をしたことあるので

す。したことがあるというか、今も話しするのですけれども、その先生いわく、確かに椿のカミキ
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リについては、我々もその知見はないという言い方したのだけれども、いろんな木にカミキリムシ

ってついています。それぞれの対策なり、そういうものは取っていると。ただ、椿に関しては、椿

は日本全国津々浦々まで生えているわけではないでしょうから、そういう依頼もなかったと思うの

ですけれども、大体同じではないですかという言い方、その先生はしていました。だからこそ、今

回こういうことをまた聞かせてもらったのですけれども、待てばその正解が本当に出てくるのか、

何も100％正解を求めているわけではないのです。だからぜひ、島野っていいましたっけ、先生。違

ったっけ。ぜひ先生にも、とにかく急いでいるのだと、100％でなくてもいいからって農家の人が言

っているよということもぜひ伝えてもらって、何とかその対策を打っていただきたいと思います。 

  以上です。終わります。 

〇議長（寺田 優君） それでは、前田副議長の質問を終了いたします。 

  続いて、笹岡議員の一般質問を行います。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、質問に入ります。 

  私の通告してあります質問の前に、通告書を出した後に住民さんから問合せがあったことで、１

件だけ前もってお伺いしておきます。先ほど前田議員から通学路の問題がありましたけれども、こ

れはずっと以前から、学校にある駐車場が非常に後ろが危なくて、どうなっているのだと。もし下

へ落っこちると、あそこ結構やぶだから分かりにくいけれども、高いのです。私なんかも当時何回

か見ましたけれども、それについて、現村長だったろうと思うのですけれども、就任早々だったよ

うな気がしますけれども、私そういうことを質問したらば、当時の教育長だったか村長だったか記

憶定かでありませんが、学校線何とか号でイだかロだかハだか分かりませんけれども、その改修事

業が近々中にある予定なのだと、それに合わせて改修するというような計画といいますか、考えが

述べられていたのですけれども、その後どうなっているのか。今全く立ち消えになっているのか、

今年度予算でもないようですし、計画からもう消えてしまっているのかどうか。そこを、これは教

育長というよりも産業建設課なのか、とにかく道路と併せて、施工時に合わせて改修するというこ

とになっていたので、駐車場と併せて道路を改修するということではなかったのですよね。その辺

をまず１点お伺いしておきます。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） ご質問にお答えをいたします。 

  過去の経緯も含めて、どういうふうな経緯だったかというところについては、改めて整理をした

上でお話をできればと思います。行政は継続性ですので、おっしゃるように過去との整合性で現在

どうなっているかというところは必要ですけれども、まさにこの場所において今正確に答えるとい
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うのは難しいところでもありますので、事前にある程度通告をいただければ、こちらでもそれ相応

の準備ができますので、本日の答弁はその辺りというところで一旦ご勘弁をいただければと思いま

す。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） こればかりやっているわけにいかないので、とにかく今のところ手つかずと

いうのが実態だろうと、忘れているわけではないのだなというのがせめての救いかもしれません。

そういうことで、事故が起きてからでは遅いわけで、さっきの通学路と同じように、しかるべき対

応を望んでおきたいと思います。 

  それでは質問に入ります。私の本題に入ります。質問に先立つということで、私たち現議員が村

政を議論し、議案を議決する定例議会も、余すところ今議会と９月議会の２回となりました。私は、

任期の終わりまで島外医療受診の際の旅費支援制度の充実をはじめ、医療、福祉、教育、産業等、

住民の生活に関する要望や意見が、村長をはじめ行政職員の皆さんに受け入れられて実現するよう、

住民の皆さんと力を合わせて努力してまいります。質問に入ります。 

  議会に提出する文書の公開。行政報告、一般質問通告書、答弁骨子の全文及び議案書の要旨を議

員に送付と同時に、一般公開することを求める要望があります。対処を求めます。 

  島外診療の際の旅費についてであります。村が低所得の高齢者に手厚くしたといっても、もとは

といえば全村民を対象に一律１万5,000円助成していたのを7,000円、注釈で宿泊領収書があれば１

万円ですけれども、に減額して、住民税均等割非課税の高齢者に宿泊領収書ありは１万5,000円、な

しは１万円を助成することにすぎません。 

  私は、全住民を対象に交通事情による２日間までの延泊を含めて、交通費、ジェット船、愛らん

どシャトルと宿泊料金は、島嶼会館を基準に１回につき実費の５万円までの70％を回数制限なく助

成することを求めます。これによる島嶼会館に２泊した場合の助成額は、島嶼会館が９月から値上

げした後の概算で、往復船舶利用では２万円、片道愛らんどシャトル（大島間）利用では２万2,000円

になります。この制度で全村民を一律に助成した場合の年間の負担額は、６年度の予算額を根拠に

推計して350万円程度と考えます。早期の実施を求めます。 

  私たち日本共産党の島しょ議員団は、都議会議員団と力を合わせて島しょ住民の命と健康を守る

ために、引き続き東京都に支援助成を要請していきます。 

  奨学金返済額の２分の１の免除。私は、日本は高等教育に係る授業料、入学金などが高過ぎる上

に、有償の奨学金による返済など教育費の負担が重く、先進国の中でも教育後進国と言われている

ことを申し上げた上で、村の奨学金返済額の半額を早期に免除するよう求めてきました。年に僅か

80万円ほどの負担で事足ります。村長の英断を求めます。 

  次に、介護職員に対する居住手当。東京都は今年度、介護事業所に働く介護職員やケアマネジャ
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ーに、居住支援手当を１人当たり勤続年数が５年目までの場合は月額２万円を、６年目以降の場合

は月額１万円を支給します。本村では適用されていますか。 

  それから、次は村営住宅の改修と空き家バンクの登録とリフォームです。損傷箇所のある村営住

宅の早期改修を求めます。民家の空き家の改修は、登録を受理した時点でリフォームして、いつで

も入居できる状態にしておくことを提案します。 

  次に、東京宝島事業についてであります。本村の取組アイデアでは、島外の飲食店舗やアンテナ

ショップを活用した利島産の食材、産品等の魅力を発信するとしています。実態は、その痕跡もあ

りません。事業を取りやめた理由を伺います。今からでも取り組むことは可能ですか。 

  次は、サテライトオフィス施設に対する住民の幾つかの意見と管理運営についてであります。村

が年間の利用者数を2,400人見込んでいるという話には、利用料がただということで、村は利用者が

年に100人来ようが1,000人であろうが関係ないと思っているのではないかと、冷ややかな声があり

ます。中には、今でも農協の施設を含めると３か所の集会所がある。その上、さらに数億円もかけ

てまでこの小さな島に集会所を建設する必要があるのか、競合するとは思わないのかとか、優先順

位が椿油工業やごみ焼却場の建設が先だろうがといった本音をついた批判があります。 

  村が、管理運営はこれから検討すると言っている話には、まずは建てることが先で、できてから

考えるというのでは、無責任も甚だしいとの批判があります。それぞれおのおのもっともな意見と

受け止めています。管理運営は、直営であれ業務委託であれ、誰一人利用者がいない日々が幾日続

こうとも、職員の常駐は要します。そこで、以下について文書提出をもって具体策を説明願います。 

  １、年間の開業日数は何日ですか、休祭日は休業ですか。 

  ２、一日の開業時間は何時から何時までですか。 

  ３、職員は施設建屋ごとに配置しますか。 

  ４、総職員数は何人構成で、諸経費の総額はどのくらいを見込んでいますか。 

  ５、利用者に対する応接や業務サービスは何を計画していますか。 

  次は、既存野外施設の将来的な管理運営です。管理で象徴的なのが、大改修計画している南が山

園地です。遊歩道（集水路）、これは集水路というのか遊歩道というのか分かりませんが、上部の上

のほうです。キッチンハウス、野外テーブル、池などは放置されっ放しです。植栽した果樹は見る

影もありません。トイレは、水利の確保に抜本的な改修を要します。南が山園地以外の公園や展望

台などの野外施設も、管理がおぼつかない状況にあります。管理運営には補助金もなく、人の問題

もあり容易ではありません。そこで、これらの施設の管理運営計画について伺います。 

  次に、新製油工場の、椿山が抜けていますけれども、追加してください。の建設。椿油製油工場

の早期建設は、生産者、農協の悲願となっています。再来年、2026年の秋には、新工場の供用開始

を図る取組を求めます。それには、急ぎ用地を確保して、設計図はあるといいますから、本年度内

に建屋の基礎まで完成しておく必要があると考えます。村長の意気込みを伺います。 
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  次に、椿林の放置林対策です。本村の１次産業の要は、何といっても椿油産業であり、この産業

を軽視したのでは農産業は壊滅すると考えます。住民の中には、椿油産業が壊滅したら、生産者に

限らず人口が激減して、農協の衰退はもとより、村役場の縮小も避けられない。そうした事態にな

れば、この島の行く末に大きな打撃となると警鐘を鳴らす声があります。今や多くの椿林が一面雑

木と雑草に覆われた原野になっていて、かつての椿の島の面影は消え失せている光景を目の当たり

にします。この原野を椿林に復元するには、机上の論はとうに過ぎ去っていることを認識されて、

早急に復元事業に取り組まれることを求めます。村長の心構えを伺います。 

  椿油産業支援事業。村長が言う、今生産者に支援事業をすると、将来の産業振興に支障を来す可

能性があるとする生産者自立論には、生産者の誰に聞いても批判の声ばかりです。農協が取り組ん

でいるＪＡＳ規格の、椿油の買取り価格に村が椿実１キログラム当たり350円の支援助成することを

求めます。この施策を講じることによって、勤めておられる、俗に言うサラリーマンですか、勤労

されている若い人たちの生産意欲を誘引することに功を奏すると考えています。これが実現すれば、

椿油産業は魅力ある産業として期待できる将来展望につながると考えます。この施策を重視してい

ただいて、実施されることを求めます。 

  次に、農業機器助成の拡充です。村は、生産者に対してアンケート調査を行い、その結果を踏ま

えて補助対象の機器を加えるとしています。ということは、従来実施されていた農協からの新規対

象機器の推薦書は不要ということになりはしませんか。 

  次は、議会、行政、農協との３者会議の開催についてであります。村は、生産者会議で対応して

きていると開催を拒んでいます。将来の椿油産業振興の要となる後継者対策として、議論の成果を

３者が共有するために、Ⅰターン、Ｕターン者で就農希望の代表者を含めた３者会議の開催は必須

と考えます。農協からも開催を要望していると聞いています。 

  次はごみ問題で、現ごみ焼却施設の作業実態です。以前、焼却灰を処理する機械装置が作動せず、

手作業で灰出し処理していると聞いたことがあります。作業員の健康を害する環境は放置できませ

ん。新焼却場の建設計画が不透明な状況にあって、1,300万円の改修費の中には、作業員の安全と衛

生を確保するための計画はありますか。 

  最後に、生ごみ処理です。発酵促進剤を、これ言葉を変えました。以前は違った名称で表してい

ましたけれども、促進剤を活用した調査と実証実験に必要な物資を無償共有して、実証調査を無償

で依頼することを求めます。効果あれば実施を望みます。 

  以上で質問を終わります。答弁内容によっては再質問いたします。 

〇議長（寺田 優君） それでは、１問ずつお願いいたします。 

  初めに、議会に提出する文書公開についてです。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議会というか、提出する文書の公開についてでございます。答弁骨子でお配りしていますけれど

も、議案書及びその附属資料については、議員への送付と同時に村のホームページで公開している

といったところになっています。 

  また、ごめんなさい、今年についてちょっと違うのですけれども、行政報告については村のホー

ムページで公開してございませんけれども、これについては公開するようにしていきたいというふ

うに考えています。答弁骨子については、ちょっと議長とお諮りの上、議場内のモニターで表示す

る方向で調整していきたいと考えてございます。 

  また、一般質問の通告書ですけれども、こちらについても議長を含め、議会と相談してホームペ

ージで公開してよろしければ、公開するようにしていきたいというふうに考えております。 

  議案書は、先ほど申したとおりホームページで公開しておりますし、また今回議員の皆様に配付

している一般質問と答弁骨子について、それぞれ別々のＰＤＦでちょっとお渡ししているのですけ

れども、こちらについては一般質問の通告書と答弁骨子は１つのＰＤＦにして、見やすいような形

で配信というか、配付させていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと再質問に当たって、口幅ったいかもしれませんけれども、私の率直

な感想といいますか、認識を申し上げて伺いたいと思うのですが、元来議会事務局は、言うまでも

なく議会議長の指揮下に入っているわけです。ただ、本村の場合、本村に限らずなのですけれども、

多くの島嶼部の大きな島でも、まだというのもあるかもしれませんけれども、島嶼部は議会事務局

は単独で出来上がって構成されていないと、設置されていないと。みんな兼職でと、行政との関係

はあります。とりわけ、何を私言いたいかといいますと、議会事務局が、議会の問題については議

長の指揮下に入っているにもかかわらず、何となく行政の指揮の下に動いていると、そういう印象

が否めないと思うのです。実態は、行政からの指示で事務局は動かされていると。兼職ということ

もあるでしょうけれども、実態は。これも私たち協議会やって、議長にいろいろ事務局へあの、そ

のということで申し上げてきていますけれども、過去にも。どうもらちが明かないと。行政の都合

でもって議会が、事務局は動かされていると。行政の指揮の下に。これは、ぜひもしそういう嫌い

があるならば、これはちゃんとはっきりと定めてというか、対応してほしいと。 

  それで、一例、二例申し上げておきます、参考までに。というのは、今総務課長るる答弁いただ

きましたけれども、答弁書というのは行政が出すわけですよ、事務局が出すわけではない。事務局

が答弁するわけではない、行政が答弁するわけです。それを、それでは配付するかしないか、誰が

どう判断するのだと。私は議員の一般質問と同じように、これは事務局の判断でいいのだろうと、
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議長の要請に基づいて。それが駄目なら拒むと、行政対応しないと、答弁書を交付しないというこ

とになろうかと思いますけれども、とにかく議会に通知されるような文書、これは原則公開すべき

なのだと思っています。そこから伺います。どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議会事務局と行政の在り方については、当然議会事務局は議長の指揮の下、実施していくという

ふうに私も考えておりますので、そこは議長も含めて、そこについてはご異論ないと認識しており

ますので、議長からの指示に従って事務局のほうは当然動くものだというふうに認識してございま

す。ただ、議員がおっしゃったように兼務をしているといったところで、どうしても私の指揮下で

あるときも当然あるという中で、本人たちは苦しい立場というか、難しい立場になるというのは、

それは私も含めて考えていかなければいけないのかなというところもありますので、そこについて

は１点目の質問ですか、どう考えているのだといったところについては全然異議がないというか、

議長からご指示いただければ、議会事務局はそれ相応の対応をするといったところで間違いないか

なというふうに考えております。 

  あと、公開するしないの部分についても、議長からご指示いただいて、ここは公開するのだしな

いのだというところは、ご判断いただければなと思いますけれども、私述べたとおり、基本的には

公開するというか、先ほど申したとおり行政報告と議案書ですか、あと一般質問の通告、こちらに

ついては公開して、議員の皆さんのご同意が得られればというか、一般質問の通告に関しては、何

ら支障ないのかなというふうに、そこは私が答弁するよりも、議会事務局長が本来答弁するべきと

ころでしょうけれども、一応ちょっと私のほうで答弁させていただきますけれども、そこは問題な

いのかなといったところでございまして、あと答弁骨子については、あくまでもこれは議会議員の

皆様に対して、こういうような質問に対して、一般質問で通告を受けたものに対して答弁をすると

いうことでございますというところで、内部資料的なところもございますので、そこをホームペー

ジ上で一般に広く公開するというのは、他の自治体も実施していないというところもございまして、

そこについてはちょっと公表するのではなく、議場のモニターで映させていただくと。それ以外に

ついては、議事録が出来上がった段階で、議事録を見ていただきたいと。議事録の公表はしていま

すので、そちらで見ていただきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと調べてみますと、確かに答弁書というのは島の自治体では出されて

いないです、答弁書自体が。骨子が。ところが、本村では出しているのです。ある住民の方が、私
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のところへ届けていただいたのですけれども、これ本村です。利島村。2022年、要するに令和４年

の第４回定例会までは、答弁骨子は全部載せているのです。よそは、答弁骨子そのものがないので

す、ほとんどの自治体聞いてみましたけれども。これは進んでいるわけです。後退しているわけで

はない、本村が。立ち後れているわけではなくて、むしろ進んでいると思うのだ。よそのことが絡

みますから余計なことはあんまりしゃべらないようにしますけれども、よそはそれで慣れているか

らいいかもしれません。本村もかつてはそうでした。答弁骨子はなかった。しかし、これが出るよ

うになって、議会もそれなりにスムーズに進むようになったのだろうと思うのです。これを公開し

ない手はないのだと。 

  それで、なぜかといいますと、住民は、我々議員の手に答弁が回ってきたことで、それを見て、

いや、この答弁はおかしいとか、いいのではないですかとか、こうしてもらいたいとか、ああして

もらいたいとか意見が述べられるのです。要望もできる。ところが、知らなかったら何も物が言え

ない。私は、答弁骨子は進んでいる制度だと思います。よそでは、さっき言ったようにあまり出さ

れていないけれども。 

  それから、一般質問についても、ほとんどの自治体は全部出しています。配っています、各議員

に。ところが、本村は今回あたりから出なくなってしまった。どの議員がどういう質問しているの

だか全然分からない。答弁骨子は分かります、表題だけ書いて。例えば一番前列にいらっしゃる前

田議員がトータルどんな質問したのか、事前には全然分からない。これを見て初めて分かった。そ

ういう点で、進んでいるところはぜひ進めてほしいのです。行政があっても住民ではないというこ

とだよ、行政があっても議会ではないのだと。住民があっても議会だし、住民があっても行政のは

ずなので、住民にものを知らしめないで行政を動かそうというのは、どだい無理な話だ。住民の信

頼なんか取れっこないのだよ、こんなことやっていたら。だから、そういう意味で、ぜひ従来やっ

ていたのだから、この間まで。これは全面復活してほしいと思います。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  従来、答弁骨子をホームページ上で公開していたといったところでございますが、そこにつきま

しては当時の判断として、そういうものだというふうに私どもも認識していたといったところでご

ざいますが、やはり他自治体も含めて、答弁骨子、答弁、当日のこの議場でお話しすることを事前

に広く公開するといったところが、逆に議会軽視に当たるのではないかといったところで、答弁骨

子というのは、当然この場でお話、今私がしているのが答弁であって、それを事前に話ししておく

というのは、議員に通告すると同時に住民にというのは、何のために議会を開くのかというような

意味合いにも捉えられかねないというところも判断して、答弁骨子というのは公開しないというか、

一般には広く公開しないけれども、議員の皆様には質問、疑義とか、そういったものを円滑に進め
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るためにお渡ししているといったところで、議会運営の中でいろいろな在り方が各自治体において

なされているのは私どもも十分承知していますので、そこにつきましてはぜひ議長を含めて議員の

皆様とお話合いをさせていただきながら、どういった形、昨年度ですか、議員の視察も私も行かせ

ていただき、一昨年ですか、行かせていただきましたけれども、各議会の在り方と、そういったと

ころについては、まさに議会事務局も含めて議員の皆様と執行部とお話をさせていただければなと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） こればかりやっているわけにもいきませんけれども、基本はやっぱり住民あ

ってこその村政だし、住民が知らずして、どうしたら行政の考えを知らせたらいいのかなと。広報

だけではないですよ、村が発行する。答弁が最高の行政の姿勢の表れなのです、答弁が。その答弁

が、事前に文書として議員に配付されると。これだけでも私は評価しているのです。単に議事の運

営がスムーズに行くか行かないかではないのだ、その答弁を見て、議員はいろいろ考える。再質問

も考えるし、これでいいのかなとか。それをむしろ住民のほうに与えるべきなのだと、権限という

か、チャンスを。住民は知らないから、知らないのは当たりですよ、知らせないのだから。行政が

何を考えているか知るわけない。それで、ちなみに私ごとを言わせてもらいましたけれども、私は

質問するに当たっては、ほぼ１か月前、全住民に五、六十件ぐらい配布してします。そうすると、

１世帯当たり２人いるとすると100人の人が、見るか見ないかは別です。私の質問書を見ることがで

きるのです。それだから、それを見て、あの、その、こうだ、ああだ、こういうことはどうなのだ

という意見や要望来ます。私は、それをよしとしているの。こうあるべきだと、議員は。ほかの議

員はともかくです。これだけスタッフが足りない、手が足りない、手が足りないと言ったって、こ

れだけのスタッフがそろっていてですよ、四六時中。行政の考えを知らせない手はないのだろうと

思うのだ。不都合があるかもしれないなんて言っている場合ではないと思う、責任が持てないとか

持てるとか。どうせ議会ではしゃべるわけです。だから、頑として受け入れられないのであれば、

それは行政のスタンスですから、私は行政の立場からしたらいい機会だと思うのだよ、これ。議員

から質問があった、これについて議会に出す答弁書が議員に来る、それで我々はこういう答弁骨子

を議員の皆さんに通知したよと、連絡したよと、そうして住民の意見聞いたらいいのではないです

か。おかしいならおかしいと、あれいいのではないですかと。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  １点ちょっと先ほど漏れていた件でございますが、一般質問の通告の部分については、そこはも
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う本当に議員の皆様にお諮りしないと、公開できるかできないかといったところございますので、

そこは事務局のほうで、議長を含め議員の皆様に公開していいものなのかどうなのか。あと、今回

公開していませんけれども、この後ちょっと確認していただきたいなというふうに考えております。 

  あと、再三ご質問いただきました答弁骨子の公開についてでございますが、やはり答弁骨子につ

きましては、まずはというか、議会に対し、議会に取り組むための役場執行部の考え方を述べてい

るところでございまして、この議会において、それぞれこれまでも実施して、討論というか、質問

を受けながらこちらも考えて変更して言っていたり、そういったところも当然ございますので、答

弁骨子でお示ししたところと違うというか、議員の皆様との討論ですか、一般質問の中で当然変え

るところもございます。そういった中で、やはりまずは議会というか、議員とのお話の部分のとこ

ろの骨子に当たるところでございますので、広く公開するというのは、ちょっとそぐわないものな

のかなというふうに考えてございます。 

  ここから先がちょっと逸脱してくるかどうかあれなのですけれども、議員の中で、答弁骨子が出

てきたものを住民の方に、こういうのが来たけれども、これについてどうなのだろうとかというの

は、議員活動の範囲内なのかなというところも私は思っておりますし、そこは議員の皆様の中で決

めていただくというか、どうしていくのかというのは考えていただければいいのかなというふうに

は、私個人としてというか、個人では駄目ですね、そこはちょっと訂正させていただきます。先ほ

どの答弁骨子の取扱いについては、従前どおり村としてはホームページには公開しないといったと

ころで対応していきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） もっと行政さん、自信持って村政取り組んだらどうですか、堂々と。こそこ

そ考えない、失敗があったらどうするか、間違ったらにらまれるとか、そんなえらい失敗はしない

のでしょう、皆さんこれだけのスタッフがそろっているのだから。たった１人ではやっているのな

ら、それは人間間違うこともあるけれども、これだけ集団で幹部会をやっているわけでしょう、答

弁書を１つ作るについても。村長が１人で、単独で作文を作っているわけではないのでしょう。担

当課長が１人で作文作っているわけではないのでしょう。オール利島みたいなものでしょう、皆さ

んが、そういう意味では。それが何か自信なげに、住民の前に訴えられないと。答弁が、書いたは

いいけれども、自信がないと、不安だと。何とも私は情けない気がする。もっと堂々とやったらど

うですか、自信持って村政を。まあ、いいですよ、もうやらないと言っているのだから。せめて、

先ほど途中で話がありましたけれども、議員に送付されて、議員の活動として公開する分には構わ

ないですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  私がちょっと口が滑ったというか、余計なことを言ったところもあるかもしれませんけれども、

議員活動の中で何を公開して何を公開しないのかというところは議員の個々の判断に委ねるところ

と、村は絶対公開しないでくださいといったところではないと認識してございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。それでは、決して妥協するものではないですけれども、将来

は公開するという展望を持ちつつ、今の総務課長の答弁で、議員責任において公開すると、これま

では議員も駄目みたいな話だったので。まあいいです。分かりました。 

  次に、いわゆるタブレットの問題です。タブレットと紙の問題、それで、客観的に見て我が村政

ではなくて議会では、まだどうも支障がある。ちなみに、行政さん、あるいは事務局でもいいです

けれども、よそ様はどうなっているか調べてみました。よその島は。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 本日もよろしくお願いします。 

  私は、ちょっと聞くところによると、神津島のほうでやっていると聞いております。あと、前、

議長さんにもお伺いしましたけれども、新島でもやっているかのように聞いております。少なくと

も神津はやっていると認識しております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、島の名前は言いませんけれども、ある島で２年ぐらい前に、たった１

件、大体臨時議会というのは１件だから、５件も10件も案件があるわけではないので。ある場合も

あるでしょうけれども、臨時議会で１回やったことがあるそうです。ところが、誰もこんなもので

議会やっていけないということで、それっきりなし。ほとんどの島、大きい島から小さい島、中く

らいの島、一通り聞いてみました。全部紙です。オール紙。大体タブレットなんか配っていない。

持っていない。買っていない。それで、議会というのは、どういう表現使ったら、あんまり変な言

葉使うと、さっきみたいにパワハラみたいな言葉を使ってもいけないのだけれども、こういう電子

機器に、皆さんと同じように365日24時間、これを前にして仕事をしているのと違って、事務局がい

るわけではなく、各個人に秘書がいたり事務局があったりするわけではないわけで、ほとんどの島

の議員、こんなものをやったら議会やれないと、全然議会が取り合わないと。確かに行政から、い

かがでしょうみたいな話はあったところも一、二あったようです。結論的に、私はまだ本村２回と
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も、それで議会の具合の悪いというのは、皆さんはずっとそれを前にしているわけです、24時間365日、

何十年って。ところが、議会というのは４年ごとに替わるわけだ。俺30年やりたいって言ったって、

そうはいかないのだ、定年制がないから。そうすると、また新しいのが入って、さあこのパソコン

に、こういう問題が出てくると。出てくるというのは、これは私の想像ではないです。何が問題に

なったかというと、新しい議員ができたら、また教えなければいけないわけだ。その新しい議員が

習得するまで議会が進められない。その議員おっちゃっておくわけにはいかないのだ。だから、そ

ういうことから総体的に見て、どこの島とは言いませんが、大きな島から中小、本村を除いてやっ

ているところはない。副村長が述べた神津島は聞いていません、正直言って。電話したのだけれど

も、通じなかった。 

  だから、そういう意味で、私はこの際、冒頭私述べましたけれども、我々任期あと半年で２回し

かない、今回入れて。この後も新しい議員が考えればいいということでしょうけれども、下手した

ら議員に立候補できないですよ、それが使えないために。利島の議会は、パソコンが使えなければ、

タブレットが使えなければ議員になれないと、こんなことが出てくる。現に私、そういう話を聞き

ました。こういう村をつくっては駄目です。大きな島だってまだ紙です。ここよりはスタッフ多い

でしょう。財政もここよりあるでしょう。だから、私はこの際、置き土産というわけでもないけれ

ども、紙に戻す必要があるのかなと。この１年間経験してきたけれども、まだ習熟していない。ど

うですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと一般質問の中に入っていないところなので、私どもも、一般質問に入っていないところ、

タブレットというのは。 

          〔「それ再質問だから」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） だから、そこについてはちょっと検討のあれがないですけれども、

ごめんなさい、予算を認めていただいて配付していて、このシステムを使っていただいているとい

ったところでございます。当然議員が替わられたときには、研修等は実施はしていかなければいけ

ないというふうに考えてございますし、また今回の議会を見ても、やはり３か月に１度しか使わな

いといった中では、どうしても難しいところもございますので、議会前にミニ研修会ではないです

けれども、そういったところも含めて、議員に分かりやすくできるように、これはちょっとごめん

なさい、私総務課長としての答弁というか、議会事務局長ともちょっと相談しながら、使っていた

だけるように努力をしていきたいというふうに考えてございます。 

  また、紙については、当初予算と決算書については、引き続き紙で議員にお渡しするといったと

ころを考えてございます。 
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  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 当初予算に限らず、まだまだなぜ追いつかないかというと、タブレットはこ

こで見るだけではないのです。例えば、いつだかも問題になりましたけれども、保存したかなと思

って更新やってみたら、全部消えてしまったと。こういうトラブルも、議員もそれなりに質問書を

考えたり、質問を考えたり、記録、チェックしたりして、メモを挟んだりそうこうするのだろうけ

れども、そのメモのシステムもあるのは分かっていますけれども、使いこなせない。 

  それで、私前回の予算審議を思い出すのです。議事録を見ていただければ分かると思うのですけ

れども、ほとんど審議されていないのです。できなかったのだ、ついていけなかった、予算に。質

問もほとんどされない、予算に対して。前回だったか前々回だったか、12月だったか分かりません。

だから、そういうことで今回も結構難しいというか、僅かな予算で、５ページか10ページぐらいの

予算ならば何とかなるかもしれないが、なかなか難しい。それからもう一つは、記録、保存が難し

い。保存したはいいのだけれども、それを引っ張り出すには検索して元に戻す。３年前の決算書を

見ようって、今そういう点では利点であるかもしれません。それが煩雑だ。容量の関係もあるし。

だから、そういう点で、皆さんが使っているノート、これはまだ使いやすい、私もこっちはいいの

です。これだ、不便なのは。皆さんも使ったらいいではないですか、こっちを。我々だけがこれで、

皆さんは画面が大きくていろんな操作のできるパソコン、パーソナルコンピューターだ。そういう

意味で、私は当面紙にする。こればかりやっていてもしようがないのだけれども、紙にしてもらい

たいと。中途半端な要望すると、そこだけとりつかれても困るけれども、できれば、よその島と同

じように全部、条例から何から。だけれども、あえて難しく言ったら、せめて、最低でも予算だけ、

予算決算、決算の修正というか、補正というのはあるまいから、補正を含めた予算、これだけでも

紙にすると。さっき課長言ったように、当初予算だけというのではなくて。これ答弁できなければ、

要するに従来どおりタブレットでやりますということにならざるを得ないのだけれども、行政も考

える、我々ももう一回議会で検討してもらいたいと思うのです、議長、協議会で。いいのかと、こ

れで。私は率直に言って、何か審議おぼつかない感じがしている。 

〇議長（寺田 優君） では、答弁は休憩の後ということで。 

  ただいまより休憩いたします。 

          （休憩 正  午） 

                                           

          （再開 午後 １時０２分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  笹岡議員の再質問の続きを行います。 
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  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） すみません、午後もよろしくお願いいたします。 

  笹岡議員からの最後ご質問は、決算書、当初予算書に限らず予算について、補正予算についても

紙を配付してくれないかというようなご要望…… 

          〔「だけでもね」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） だけでもというご要望だったと思うのですけれども、そこにつき

ましては議長ともご相談させていただきながら、どうするかについては私執行部側というか、議会

事務局ともちょっと調整しながら、どういう形がいいのかというのは検討させていただきたいと考

えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） この案件はこれで終わりますけれども、最後にちょっと議長に要請といいま

すか、お願いしておきたいと思うのですけれども、今の総務課長の話も含め、もろもろ議会で、こ

の後閉会後でいいのですけれども、協議をしたいなと思う案件なのですけれども、機会持っていた

だけますか。協議会。 

〇議長（寺田 優君） 後で、終わったら考え…… 

〇３番（笹岡壽一君） 終わったら。閉会したら。 

〇議長（寺田 優君） はい、考えましょう。 

〇３番（笹岡壽一君） それで、次からお願いをいたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  島外診療の際の旅費の助成についてでございます。こちら、議員からの再三の一般質問で上がっ

ていますけれども、現在５月からの診療分につきましては、島外の受診につきましては東海汽船の

運賃の値上げに合わせて、その分の補助額を増額させていただいてございます。 

  また、行政報告でもお話ししたとおり、９月からの島嶼会館の宿泊料の値上げに伴い、この部分

についても補助の増額を行う予定でございます。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 引き続き、私は要望していきます。本村、村への同時に、東京都に要望して
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いきます。 

  次お願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えを申し上げます。 

  奨学金の返済額の２分の１を免除することについてでございますけれども、これまでの議会等々

においても、家庭の経済的な負担というのは、小離島ゆえの利島村の積年の課題であるというふう

に認識をしておりますと、加えて総合的に考慮したときに、受益者の負担軽減の観点からも、ほか

自治体と比べて先んじた制度を整えていると認識しているというふうに、これまでの議会で答弁を

させていただいているところでございます。 

  この方針について、前回、前々回同様ではございますけれども、これまでの議会から方針として

は変更なく、奨学金返済額の一定額の一律免除については、そもそもこの制度がＵターンの促進と

いうのを目的の一つにした制度でございますので、その制度の趣旨に照らして慎重に検討していく

必要があるというふうなところから、現時点では考えていないというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 本件については、教育長の答弁ではるる述べられてきていますけれども、私

の質問の趣旨はご理解いただいているように認識しています。引き続き、この質問を続けていきた

いと思います。 

  次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  介護職員に対する居住手当についてでございますが、利島村社会福祉協議会には、補助金の申請

を行っていただく旨を要請しているところでございます。ただし、現状の村職員の給与等に関する

条例等の例規に準じて、住居手当を最大２万6,000円支給しております。今後、当然東京都の補助金

の要綱等見ますと、給料をきちんと規定を設けなければいけないとか、そういったところもござい

ますので、こちらについては社協内で検討していただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 本件は、たまたま社協の会長が村長であり、事務局長が所管課長と、住民課

長ということでご質問したのですけれども、東京都の交付先は福祉事業団体ですので、行政という
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ことよりもそちらのほうの問題なので、ただいまの答弁で結構です。社協のほうで検討されるとい

うことでしょう。 

  次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 笹岡議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  現在、住宅の修繕を行う事業者の業務量が過多となって、十分に対応できない状況にあります。

そのような状況にあるため、ライフラインに関係する緊急度の高いものから順次修繕を行ってまい

ります。ご不便をおかけし、申し訳ございませんが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

  空き家の改修については、現在村営住宅の建設を進めており、完成後の住宅の需給を踏まえて本

制度の運用について検討したいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これ質問が２つに分かれていますので、まとめて再質問しますけれども、こ

の住宅というか、住宅の修繕のほうは、これ事業者の都合によるのだと。事業者の手があれば、ど

んどんやりますよという、専ら事業者の都合なのだと、事業者がいないのだということなのか。利

用者さえいれば、どんどんお困りの方から順次やっていくということなのか。 

  それからもう一点、空き家については、これは意味がよく分からないのですけれども、答弁の。

今後制度の運用を検討という、この意味はどういうことなのか。制度の運用を検討というのは、何

を検討するのですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） まず１番目のほうでございますけれども、修繕対応いただける事業

者さんがいて、手がつけられるという状態であれば、そこを修繕進めていきたいと。予算の限りで

ございますけれども、進めていきたいと考えております。 

  空き家バンク自体の制度のことでございます２番目でございますけれども、に関しましては、住

宅ができる、定住促進と２か所、そちらのほうの住宅ができてまいりますと、若干余裕ができてく

るのかなと考えておりますので、そのときに空き家バンク制度自体、ちょっと考えていきたいなと

思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、付録はついたのですけれども、予算という、修繕。予算が主で

はないのですか。先ほどのは事業者の都合で、利用者さえいればやるような答弁なのですけれども、

そうではないのだと。仮にいても予算の範囲内と、これは全然違うのです。意味合いが違います。

そういう点での指摘と、それから後段の民家のリフォームですけれども、空き家の。これについて

も、ということはやらないということですか、制度の運用というのは。今の新築住宅を、今とにか

く忙しいのだと、そっちで。この間はそういう答弁ですよ、簡単に言えば。そちらのほうに忙しく

て手が回らないと、だから後回しになってもしようがないというような意味合いの答弁です。そう

すると今の話は、運用というのは今制度があるのだが、この改廃を含めて検討するのだと。今はと

ても現実的には対応しないということですか、早い話が。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 質問として２つでしたっけ、最初のほうでございますけれども、事

業者さんが幸いにして見つかったとなったときに、その修繕部分の予算がないとその執行は当然で

きませんので、その意味合いでちょっと述べさせていただいたところでございます。修繕する部分

の予算が当然そのときにないと、あちこちいろいろ直させていただいて予算使い切ってしまったと

いったときは、当然予算を超えてしまいまして、そこはそのときに補正が組めるかどうかというの

は、また議会で可決いただく内容でもございますので、そちらのほうについては先ほどの予算の範

囲内というところを使わせていただいたところでございます。 

  もう一点の後段のところの空き家バンクの制度でございますけれども、住宅が整備できたところ

で、恐らくそこで住宅自体の余裕が出てくるかと思っております。そのときに、その事態に際しま

して住宅自体の余裕ができたところで、空き家バンクの制度自体の改廃を含めて、また検討させて

いただきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 修繕では、修繕が優先するのかどうかということなのです。皆さん何かやり

たいのだけれども、お金がなくなったら補正で増額するでしょう。ここはどうなのだということで

す、予算の範囲内というけれども。なくなれば、皆さんやりたいことについては補正持ってくるの

です。後でも、議案にも載っているかもしれませんけれども。予算の範囲内ではないのです。そう

いう考え方は聞いているのです。修繕、お困りの人がいたら、皆さんの住宅もそうです。個人で修

繕するわけではないでしょう。皆さんの住宅というのは、少なくとも職員住宅にいる人。この人だ

って困ります。だから、そういう意味で聞いているのです。 
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  それから、もう一件の後段の部分については、つまりそれでは住宅ができるまで、それは新しい

住宅ができれば古い住宅、民家が使うかどうかなんか分かりません、今民家にみんな入っています

わな、結構。みんなそこから出ていって、新しい住宅に入るかもしれません。そうしたら、それま

で待っているということですわな、いつまでにできるか知らないけれども。皆さんは、今でも人欲

しいのでしょう。だけれども、住宅は全然手配しない、新しい住宅を建てるまで指をくわえて待っ

ていなければならない。そうして人手がないと言っていれば世話ない。それはそうです、人間だか

ら、すぐ家がなければ鳥のように自分で巣をつくらないから。その辺がちょっとあれだけれども、

いつも言う言葉ですけれども、こればかりやっているわけにいかないので、一応ご検討ください。 

  次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  東京宝島事業についてですけれども、この事業は令和元年度から始まった東京都の事業です。同

事業において、各島のブランド化に向けた取組として島会議というものが設置されて、村はオブザ

ーバーとして参加しておりました。その会議では、アドバイザーと意見交換を行った上、利島のＰ

Ｒ策について検討していました。その結果を踏まえ、利島の産品を増やすことを念頭に、明日葉椿

油ソースや椿のビールの開発につながっております。 

  現在東京宝島事業は、東京都の公募に応じた事業者が直接この事業に参画する事業形態となって

おります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これもなのですけれども、質問書をよく読んでお答えいただきたいのです。 

  要は、経過を聞いていないのです。この事業はどうなっているのですかと聞いているのです、今

途中から少し答弁されていますけれども。アンテナショップはどうなりましたか、やったのかやら

ないのか。産品の紹介はやったのかやらないのか、そのために幾らかかろうとしたのか、かけよう

としたのか。そういうことを聞いているのです。経過はいいのです。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先ほど答弁したとおりなのですけれども、島会議という会議の中でアンテナショップをつくった

らどうかとか、そういった意見が出た中で、最終的にはまず利島の産品を増やすべきだということ

になって、明日葉椿油ソースや、またそういったものの開発に移行していったというところです。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、どういうことだか分からないけれども、当初はそう言ったけ

れども、ここに書いてあること、これはやめたということなのですね。ここには、飲食店、店舗や

アンテナショップの活用をして利島産の産品を宣伝するのだと言ったけれども、商品開発にいって

しまったのですね。アンテナショップも店舗も、探しも何にもしなかったと、そういうことですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 先ほども答弁しましたけれども、当初はそういう話も出ていて、実

際にアンテナショップを運営しているところにも、視察にはその島会議の方たちは行っております

けれども、そもそもアンテナショップをやるに当たって、そこを運営するに当たってはやっぱり産

品が必要ということなので、まず利島の場合だとそういった産品が少ないねという話になって、産

品を開発していこうということで、その翌年度以降から、そういった取組が始まったというところ

です。 

〇３番（笹岡壽一君） 分からないけれども、いいです。次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） サテライトオフィス施設の管理運営について、隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず最初の年間開業日数についてでございます。今年度、詳細運用の検討を行っていく予定でご

ざいまして、現時点では週１日及び年末年始を休館とし、年間の開業日数は約300日を見込んでいる

ところでございます。 

  続いて、１日の開業時間に関してでございますが、これから今年度、詳細な運用を考えていくと

ころでございまして、現時点で具体的な時間はお示しすることはできません。 

  ３番目の職員の配置に関してでございます。こちらも、今年度詳細な運用を考えていくところで

ございます。現時点で、具体的な職員の人数、配置数をお示しすることはできません。 

  ４番目、職員数及び諸経費の総額についてでございます。今年度、具体的な運用等々を検討して

いくところでございまして、現時点で具体的な職員の配置数及び経費をお示しすることができませ

ん。 

  ５番目、利用者に対する応接や業務サービスでございます。来館者に対する施設利用の問合せ等

などに対応する予定でおります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） お示しできませんという関係のものについて伺いますけれども、なぜお示し

できないのですか。できているけれども、公にできないということですか。まだ検討していないと

いうことですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現在まさに検討している最中でございますので、お示しできないという段階でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは少し時間をいただきたいのですけれども、ほかの関係があるので、今

回極めて短絡的に二、三伺って締めますけれども、重大なことは、今お聞きのとおり、まずもう工

事が始まってしまって、補正も出ているようで、先ほど言ったように。そういう状況まで来ていて、

何ら運用について経費は、俗に言う運用経費ですよ、運営というか、片仮名で言えばランニングと

いうか。そういうことが何ら検討されていないと、いまだに。それで、何やるかも分からないのだ

と。それも検討で、職員も何人必要なのか、どこにどう張りつけるのか、張りつけるという言葉よ

くないのかな、配置するのか。これらも考えて、５人必要なのか10人必要なのか。運用経費につい

ては、電気代、ガス代なんか要るか知らないけれども、人件費を含めて1,000万かかるか3,000万か

かるか何にも分かりませんと。全てできてからだと。できてから、あれも考えます、これも考えま

す。これがまさに、私質問書に書いたとおり、住民から見るとこれほど無責任なことはないのだと。

まずつくってしまおうではないかと。どうするかこうするかは後で考えようと、器を買ってから。

何のために器を買うかではないのです。取りあえず器買って、何を入れようかだよ。そういうこと

で、これを論議する時間というのは結構私必要だと見て書いたのですけれども、そうもやっていら

れないので、今の答弁で、象徴的に出ていると思うのです、サテライトスタジオですか、オフィス

ですか、何者なのだと、これは。まさに住民が言う、これぐらい無責任なことはないよというよう

な印象だけ受けているということだけ申し上げておきます。 

  これ聞いたってしようがないのだよね、検討していないというのだから。日にちも、300日と言っ

ているけれども、これだった訳も分からない、何人が勤めるか分かりもしないと。だから、ちょっ

とこれは、あえて言えば留保ということにいたします。 

  次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 既存野外施設の将来的管理運営について、荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 
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  既存野外施設の将来的管理運営についてなのですけれども、南が山園地やなかよし公園は、現在

サステナブル・アイランド創造事業の中で、その利活用について住民参加型のワークショップなど

を通じて検討しているところです。これらの検討結果を踏まえて、今後の管理の在り方や範囲など、

適宜見直していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これから、今まで管理というのはやっていなかったので、実際質問書にも書

きました。あれもやっていない、これもやっていないと。年に１回か３回だか知らないけれども、

草刈りはやっていたと。ところが、池も泥んこ、キッチンハウスももはやネズミの巣、あるいは崩

壊しそうだというようなことを書いて、その言葉は書かなかったにしても、それを横目で見ていた

のです、実態は。その他の施設も書きました。村中の草刈りのときにたまにやったかと思えば、今

は浜のこれからシーズンになりますけれども、ヘリポートの下の展望なんかも枯れ葉でもって見え

やしない。二、三年前に１回刈ったのかな。そういうことを含めて、これで管理計画つくれますか。

つくることは、金さえ出せばできるのだよ、いっときは。後の始末ができない。これから検討しま

すって、どう検討しますか。初めてやるわけではないのだよ、今までやっているの、あっちにも公

園、こっちにも見晴台、展望台、全部が手も足も負えない状況でいるのに、今度はやりますよと来

たよ、検討しますって。立派なものを大金をかけて造ったはいいけれども、どうなりますか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  たくさん施設がある中で、管理がなされていない、管理計画がないではないかというようなご質

問は重々承知してございます。これ私ちょっと研修受けて、いろいろあれしたのですけれども、こ

れまでの日本の行政というのは、造ってきてビルドばかりずっと組み立ててきたと、壊すことをし

なかったというような、まさにごもっともなご意見かなというようなところもございます。 

  今後村としても、造るだけではなく、当然利活用できていないもの、そういったものについても、

ここはもう住民の方ともざっくばらんにお話をしていきながら、議員も含めて検討を重ねていかな

ければいけないとは思っておりますけれども、全ての施設を造った当時のままずっと維持すること

というのは、これは困難なことと十分認識しておりますし、その最たるものが、議員からのご指摘

のとおりキッチンハウスであり、池だと思っております。池も、どういう形でどぶさらいをして、

きれいに水をためるのが果たしていいのか、それとももう池自体をなくすことも検討していかなけ

ればいけないのかといったところも含めて、今まで造ってきたから当然管理していきなさいという

ところも、住民からのご指摘もあるかもしれませんけれども、それだけではなくて、やはり管理で
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き切れないところとか、そういったところについても逐次見直ししていかなければいけないのかな

というふうに考えてございます。そこは管理職でも共通した認識でいますので、そこは個々の管理

計画というのですか、計画というか、所管で毎年毎年予算計上していく中で、当然村長以下、執行

部でも適宜検討を重ねて、これを運用していて費用がかかるのであるならば、今までどおりきちん

とした管理をしていくのか、それとももうそこは施設として直ちに取壊しとかって、取壊し費用と

か、そういうところも予算かかってきますので、それを使わないものとして休止の扱いをするとか、

そういったところも検討してまいりたいと考えております。 

〇３番（笹岡壽一君） では、次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 新製油センターの建設について、荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  新椿油製油センターの建設についてですけれども、今定例会で土地のボーリング調査費を計上し

た補正予算案を上程しております。 

  なお、今回のボーリング調査の結果次第で、当該の土地での着工を目指したいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） まとめてお伺いしますけれども、まず地質という調査というこのボーリング

の場所、これはどこですかということ。それから、用地買収費がないのですけれども、これはどう

いうことですかということ。それから、着工にという話も先ほど前田議員の質問であったように聞

きましたけれども、完成年次はいつを計画しているのだという点を述べていただけますか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  場所につきましては、現精油センターの道向かいというのですか、斜め前の村所有の土地の予定

です。海側の土地。 

          〔「昔のごみ処理したところ」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） そこでボーリング調査を行って、その結果次第で着工に目指してい

くというところです。 

  以上です。 

          〔「完成年度」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 完成年度は、現時点でまだ分かりません。東京都の補助金だとか、
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そういったところの要望とかもかけていくものが出てきますので、そこは調整した上で、ある程度

見通しが出たところでお示しできるかなというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） あらかたの、東京都は恐らく待っているという立場だと思うのです。本村の

事務の進み具合によると思うのだ、ひとえに。こちらが遅れれば必然的にも遅れるし、そういう観

点でお伺いしておきますけれども、完成年次というのは、いつ頃を予定して事業を進めようとして

いるのですか。例えば10年後だとか、５年後だとか、３年後だとか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  明確な、何年に竣工というのは、まだ決まっておりません。適宜事業を進めていく中で、ある程

度の見通しができたところでお示しできるというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今の時点で決まっていないと言われても、ああ、そうですかというわけにな

かなかいかないよね。少なくともボーリング調査を始める。したら、やったはいいけれども、その

後いつになるか分からないでは、住民等の立場からすれば、この答弁がそのまま村の中に広がって

いったら、いつなるか全然分かりませんと。ボーリングだけはやったと、予算組んであるから。こ

れは、ちょっと無責任と言っては言葉悪いかもしれませんけれど、もう少し日程を設定すべきだと

思います。何年度を目指すと、完成を。そのために我々は動いていくのだと。住宅そうでしょう、

造成をやんべやと、木は切りましょうと、いつ建てるか分からないなと。これでは、期間は片っ方

は火がついているの、いつでもいいというわけにいかない。しつこく聞くつもりもありませんけれ

ども、もう一回答えていただいて、この今の問題については切りますけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先ほどからの答弁と同じになってしまうのですけれども、現時点ではまだボーリング調査も終わ

っていないということですので、ボーリング調査を終えた後に、今後の詳細を詰めていきたいとい

うふうに考えていますので、その時期が来たところでお示しできるかなというふうに考えておりま

すので、もう少しお待ちいただければというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） それはそれで分かりました。 

  ところで、私は腑に落ちないことがあるので、見たのですけれども、石野議員の質問に村長が答

弁している事案です。質問書が配られていないので、石野議員がどういう質問したのか分かりませ

ん。表題で見るしかない、答弁書にある。その限りでは、椿油工場に関係して、村長がそのような

発言はしていませんと、こういう答弁。何だか訳が分からない、何を言っているだろうと。これは

どういうこと、何を言っているのですか。そのような発言はしていないって。椿油工場を造るとは

言っていないと言ったのか。 

          〔「これは石野議員のときに答弁するものなのです。笹岡議員が今先 

に話してしまうのは、ちょっといけないんじゃないですかね。こ 

れ石野議員の質問」「まだ答弁していないやつ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何だって。 

          〔「取っちゃいますよ」「石野議員の質問はしていないので、これ何 

ですかって聞かれちゃうと」「なくなっちゃいますよ、そこのと 

ころ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） では、石野議員の承諾を…… 

          〔「順番決めてやっているじゃないですか。だって、取っちゃいます 

よ」「取っちゃうというか、駄目でしょう、質問出しているんだ 

から」「石野議員への答弁でしょうと」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何か言っている意味が分かるようで分からないのだけれども、要するにどう

いうことなの。 

          〔「だから、それは順番にお答えします、それは」「この次が石野議 

員だから」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、俺途中でこれ切っておいて、その後一般質問やるということ。 

          〔「いや、それは違いますよね」「もう笹岡議員の質問はここでおし 

まいですよね、これやり切ったら。だから、この質問は石野議員 

の質問なので」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それはどういう意味なの。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そこは誰に対して。 

          〔「誰に対してって、石野議員……」「いや、一般的にそうじゃない 

か」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） では、石野議員がいいって言えばいいのだ。 

          〔何事か言う人あり〕 
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〇議長（寺田 優君） では、ちょっと休憩します。 

          （休憩 午後 １時４０分） 

                                           

          （再開 午後 ２時０６分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  笹岡議員。 

  続きをやってください。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） どう言ったらいいのか、本件のこの案件について、この案件というのは椿油

工場に関することですけれども、については私のほうでも質問はあるのですけれども、取りあえず

一旦ここで中断させてもらいます。 

  次に進めていただいて、一通り質問を終えた段階で改めて取り上げていきたいと思っています。

よろしくお願いいたします。ですから、そういう意味で次お願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 一般質問の最後に質問やるということ。 

〇３番（笹岡壽一君） そうです。椿油の放置林対策。 

〇議長（寺田 優君） それでは、椿林の放置林対策について、荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  椿林の放置林対策についてですけれども、椿林の維持には、Ｉターン者が増えている現状から、

兼業や副業で関わる人を増やすことが必要と考えております。このような人々が休日などの隙間時

間に従事できるよう、作業の効率化に資する取組を展開していきたいと考えております。 

  そのため、農業機械購入に対する補助支援や、モノラックの維持管理を継続的に実施するととも

に、現在草刈りの自動化の実証を進めているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、これはまた名前を出すと具合が悪いのかどうか知らないけれども、

以前前田議員からもありましたけれども、自動の草刈り機の実証調査というのですか、実験という

のでしょうか、これの終了年次というのは、予定はどのくらいになっていますか。まとめてお伺い

します。それが１件。 

  それから、村が何年かにわたってこれからも含めて出資していくのでしょうけれども、開発費と

して。その結果、開発された機械、これが便利だよと。これは村がつくったのだと、言わせれば。

業者に委託して。そうすると、委託というか、開発費というのは村だと、あるいは折半かどうか知
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りませんけれども、その場合の完成した機械のいわゆる特許権といいますか、販売権といいますか、

これはどこに所属するのですか。その点と、それから完成された機械の購入価格は、どのぐらいを

想定して実証実験やっているのか。値段は幾らとも関係なくやっていると、50万であろうが60万で

あろうが、かかったものは、それだけの単価がかかればそれだけの60万の機械ですよと、そういう

ことになるのか、ある程度40万なら40万、30万なら30万程度の機械を造ってくれということで委嘱

して、その分の開拓費を、あるいは開発費を出しているのか。ただでやってくれということは言っ

ていないのでしょうから、それをお伺いします。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今ご質問を受けた質問は３つあったと思います。まず、草刈りの自動化の実証期間がいつまでか

という話が一番最初だったと思うのですけれども、これにつきましては昨年度から取り組んでいま

して、昨年度の時点では、違うタイプのものを３機種実証したと。その中で、どれが利島の椿山に

向いているかというところで、とある機種が向いているだろうということに関しては、３月の生産

者会議で生産者の皆様の前でも報告させていただいたというところです。ですので、今年度につき

ましては、７月の中旬ぐらいから来年の１月ぐらいまで、年間というか、半年間ぐらいですけれど

も、半年間での実運用の実証を行う予定になっております。 

  実際にそれだけの半年間という長期間、ある程度の期間の中で、どれぐらいの効率化が図れるか

とかというのを見ていきたいというふうに考えております。ですので、既存の市販の機械というの

ですか、それは開発した機械を使うものではないので、開発費用とかはかからないです。一般的に

は、市販で大体今40万円ぐらいで販売されているものになっています。別途草を刈る範囲に関して

はワイヤーを張るというものになっていますので、それがまた別途かかるというような形です。な

ので、その汎用性が見込めたりとかというのがあれば、現在やっている補助の支援の中に組み込め

るかどうかも含めて検討していくというところです。 

  以上です。 

          〔「補助金はどうですか」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） すみません。補助金につきましては、その運用がその中で可能かど

うかも含めて検討していくというところです。 

〇３番（笹岡壽一君） では、次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 椿油産業支援事業、荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  椿油産業支援の事業についてですけれども、椿油のブランド化につきましては、東京宝島事業の
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活用によるリブランディングや明日葉椿油ソースや椿のビールの開発などを通じて、利島の椿のブ

ランド力を高める取組について農協と連携しております。また、商品のＰＲを目的としたイベント

への出展に対しても支援を行っております。加えて、利島の椿への関心を高める取組としましては、

学生ボランティアの受入れやワーキングホリデーの実施など、椿産業の全体的なファンづくりも進

めているところでございます。 

  こうした取組により、利島の椿のブランディングの向上を図り、椿産業全体の振興につなげてい

くことを考えており、以前から答弁してはおりますけれども、買取り価格への支援というのは考え

ておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、私は前から言っていることなのですけれども、いかに機械が、否定

するわけではないのです。優秀な機械ができる、あるいは工場ができる。でも、商品開発もする。

ところが、生産地がなくなったのでは、崩壊したのでは、原料が収穫できなければどうにもならな

いのです。先ほど村長も、これも言ってはいけないのかな、他の方の答弁で何か答えていまして、

内容は言わないことにしますけれども、いずれにしても生産地が崩壊しつつあると。それで、優秀

な機械もできましたと。しかし、稼働できるかどうかがまだ分かりませんと。それは、もう私は限

界に来ていると思うのだ。自動草刈り機が夜な夜な真っ暗な深夜でも刈ってくれるかどうか、それ

はあったにしても、もう雑木化していると、既に。草なんかも、もう草の域を超えていると、同じ

草なのだけれども。休憩中にどなたかも言っていましたけれども、一言にアシタバと言ったって、

易しいアシタバではない、腕ほどはないにしても、結構さお竹ぐらいの太さの茎になっている。簡

単には刈れない。そういう状況を私は見極めて、質問書で書いたのが、机上の上で論議するのは終

えていると思う。手をつけるべきだと、つけなければならぬと、こう言っているわけです。この計

画は全く実施されていない。幾ら商品開発する、自動的な機械ができた、商品もいい商品ができた

といったって、材料がなければ駄目です。その点を述べて、お答えいただければと思います。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現状の今の利島村を考えると、やはり私も含めて移住者が増えているというところで、過去、利

島村の出身の方たちがいた時代というのは、４世代とかで大きな大家族として暮らしていたという

中で、家族の仕事として椿をやってきたというような歴史があることは私も認識しております。現

状そういった大家族というのがどんどん少なくなってきて、地元の方も核家族化しているというと

ころで、逆に外から来ている人というのは、椿に触れる機会が少ない方というのは潜在的にかなり

多いというふうに考えておりますので、そういった方の間口をどうやって増やしていくか、Ｕター
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ンで、例えばセカンドライフとして、定年された後に利島に戻られて椿をやるという方もなかなか

いらっしゃらないというような現状もありますので、やはり現状今利島に住んでいる方、移住して

きた方の椿に関われるような仕組みみたいなのは必要だというふうに考えておりますので、そうい

ったところで取り組んでいきたいというふうに考えております。 

〇３番（笹岡壽一君） では、次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 農業機械助成の拡充について、荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  農業機械の助成の拡充についてですけれども、農業機械のニーズにつきましては、生産者の皆様

に対してアンケート調査を行っております。その結果を踏まえて、補助対象の機器や予算のボリュ

ーム感みたいなのを検討しているというところです。 

  今後も、年度ごとにニーズ調査を行っていき、農業機械の助成を効果的に運用していきたいとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

〇３番（笹岡壽一君） 次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 議会、行政、農協との３者会議の開催についてでございます。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ３者会議の開催につきましては、村は農協が開催する年２回の生産者会議に出席させていただき、

補助事業などの事業説明や意見交換を行っております。村、農協、製油センター従事者とも定例会

を開催し、現場での状況について情報交換を行っております。 

  また、議員のご意見を受けて、若手の生産者や椿産業に興味のある方を対象とした小規模な意見

交換の場を農協とも相談しながら設けたいというふうに考えております。引き続き、このような場

を活用して、椿産業に関わる方の意見交換を行っていきたいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 農協を通じて、あるいは若い人たちの意見も要望も聞いたりする機会を設け

るということの答弁を救いとして期待をしますけれども、ここで私が述べているということは、要

望しているのは、もう何回もやっていて、農協からもそういう要望を受けているのですけれども、

生産者会議で行政が参加して、述べたり説明したり、意見を聞いたりということにとどまらず、皆

さんが共有することが大事だと、３者が一堂に会して、そういう意味で述べてきているのです。そ

れが同じような答弁が繰り返されてきているのですけれども、再確認いたしますけれども、やっぱ



 - 52 -

りそういう関係者の会合を持つべきだろうという感じを、要望を農協も持っているようですし、持

っていないのは行政だけなのです。議会も聞いていませんから、議会も分かりませんけれども、明

らかに拒絶しているのは行政だけなのです。いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 若い方の意見を交えるというところにつきましては、12月の定例会

においても、議員から大勢が集まる生産者会議では、若い人がなかなか意見が言えないというよう

なお話がありまして、そのような人々の意見を聞く場が必要ではないかというような発言がありま

したので、そういう地元の方で、年齢も上の方と若手の方が一緒になるような会合だと、なかなか

若い人が意見が言えないというようなことが懸念されているということですので、若い方だったり

とか、椿に関わりたいというような関心があるという方を対象にした、少人数でのそういった場み

たいなのを検討したいというふうに考えております。 

〇３番（笹岡壽一君） では、次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 現清掃センター施設の作業実態について、上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 笹岡議員のご質問に答えさせていただきます。 

  改修費に関しましてですけれども、施設の稼働に必要な部分の故障に対する経費を計上させてい

ただいております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも、質問書を読んで答弁してほしいのです。傷んだところを修理するっ

て当たり前だよ、聞かなくたって。とりわけどこが傷んでいるかって私は言っていないのだけれど

も、使用できないところ、電球が切れれば電球を取り替えるのは当たり前なのだ。だから、そうい

う意味で聞いているのですけれども、ちゃんと質問を絞ってあるのです。灰出しと何か先ほどの質

問があったような気がしますけれども、その質問書を読んでいただいて、そこを答えてもらいたい

のです。1,300万円の中に、そういう危険作業といいますか、環境衛生が非常に悪く作業していると

昔は聞いたと。今はどうなっていますけれども、そこはもうコンベアで自動的に流れているのかど

うか、それでもし流れていないのなら、そこの修繕費は1,300万の中に入っていますかということを

聞いているのです。傷んだところを直しますって当たり前だ、これ。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 灰出しに必要な設備でございますけれども、どれも大型の機器にな

っております。そのため、その改修には施設から取り出す必要がございます。長期の稼働停止を伴
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う工期を要する可能性がございます。また、それらの設備の改修自体が施設の多くの部分に影響を

与えるため、結果的に施設全体の更新と同程度の工事が必要になる可能性がございます。したがっ

て、灰出し設備に関しましての修繕は現在考えておりません。 

          〔「作業員の作業環境だよ、聞いているのは」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 作業員の安全でございますけれども、その作業に携わる職員に関し

てですけれども、ダイオキシン類作業従事者の特別教育を受講しております。また、作業時には防

じん防毒マスクや防護服などの着用を行っており、作業に携わる職員の安全及び衛生を確保してお

ります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 防護服を着せていれば、それでは灰出しにコンベアなんか要らないではない

ですか。そういう考え方ではないと思うのです。他の議員と言うとまたまずいのか知らないけれど

も、だからこんな高額な費用、1,300万に抑え込んでしまったはいいけれども、今聞けば、そういう

作業をされている人が、防護服かぶれ、かぶとをかぶれ、マスクをしろと、安全靴を履けというよ

うなことで、この炎天下を含めてです。これが危険ではあるし、耐えられない、健康的にもと思う

のだ。そういう意味から取り上げているのです。だったらば、2,300万ではなくて、どうしても作業

員の危険、人間ですから、作業員というのは機械ではないのだから、処理するわけにいかないのだ。

だから、そういう意味では、きちんと対応してやるべきではないのかと。そうすると、他の議員が

言ったように、これから何年そんなことをやっていくのだと、何億円かけて、何千万かけて、修理、

修理で。煙突が詰まったから、煙突だけ掃除しておけばいいというものではないのです。そういう

意味で聞いているのです。いろいろあるのでしょうけれども、時間の関係で、対応していただきた

いとだけ述べて終わりますけれども、どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 灰出しの施設に関しましてですけれども、繰り返しになってしまい

ますけれども、その修繕には施設から取り出す必要が生じてきます。長期の稼働停止を伴う工期を

要する可能性もございます。また、それらの設備の改修自体が施設の多くの部分に影響を与えるた

め、結果的に施設全体の更新と同程度の工事が必要になる可能性があるため、現在その修繕を考え

ておりません。作業員に関しましては、防じん防毒マスクや防護服の着用を行っており、作業に携

わる職員の安全と衛生を確保していきます。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 要は壊れっ放しなのだけれども、いつまで防護服ですか、このまま手作業で。

新しい工場、焼却場ができるまで。誰がやるか知りません。最後は、私はやる人いなくなるのでは

ないかと思う、下手したら。いつまでにやりますか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 防じん防毒マスク、防護服でございますけれども、灰出し作業を行

う限りに関しましては、その着用自体はやっぱり必要なものでございます。仮にベルトコンベヤー

があろうと何があろうと、そこに関しましては着用すべき防護服でございますので、そこの着用は

引き続き新しい施設になっても、着用は続けてもらうというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 防護服は、ヘルメットと同じように必要なのでしょうけれども、作業員にヘ

ルメットが今は付き物ですわな。だから、それと同じように必需品で、安全靴も必要なのでしょう。

だから、そういう意味でというのではなくて、今のこの厳しい状況、コンベヤーでなくて、どこま

で潜っていってかき出すのか分かりませんけれども、私は懸念するのは、どこまでこのまま放置し

て、いつできるか分からない新工場、焼却場、ここまで防じん服を着せておくと、それでいいのだ

と、やってもらうということのようですから。 

  さて、そこでです。となると、この新焼却場、これはいつ頃建てる予定ですか。そこが頼りにな

ってくる。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 現在、再調整に向けて情報収集を行っており、実現可能な調達の内

容、方法が検討でき次第、調達に着手したいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 違うのではないですか、やることはもう決まっているのです。私前回質問し

ました。これでやりますと。今から情報収集ですか。手を替え品を替えは駄目です。この間まで、

くどくど私質問したのです。そうしたら、これを基本、12月の12億だ、あれをベースにやると。決

まっているのだよ、もうやることは。決まっていないのは、いつやるかだ。値段は知りません。こ

の間のままだと12億だ。それが、どこをどうしたら５億になるか８億になるか知りません。答弁が、
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その都度その都度変わると、どこを見ながら質問していいやら分からなくなります。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 焼却場の事業費に関しては、議会の中で執行部のほう、行政のほうから明確

に金額的、数字的にはお示しはしておりません。ただ、事前の調整の段階の不確定の数値を情報提

供としてさせていただいただけでありまして、それがそのまま議会の中で取り上げられているだけ

というふうな認識でおります。それらの経過も踏まえまして、また去年、昨年度の事業、途中で入

札がうまくいかなかったということもありまして、全額落とさせていただいたというところで、そ

の都度説明させていただいておりますが、未確定な情報では、まだお示ししない、できないという

方針でおります。 

  よって、繰り返しになりますが、現在様々な可能性、様々な情報を収集している。情報といいま

すと、工法もしくは今の単価、または事業者、ほかの事業との兼ね合い、いろんな要素がありまし

て、そういったものを踏まえて、具体的にお示しできるというタイミングで、議会その他でお話を

していきたいなというふうに考えております。 

  また、これも繰り返しになりますが、作業員の安全確保に関しましては、当然我々安全衛生管理

の責任もありますので、そういった努力はしていかなければいけないという中で、これも所管課長

の説明でありましたとおり、かといって施設が更新されたからといって、そのオペレーションが変

わるわけではないと。同じような作業をしていくというふうに考えております。 

  今までの、今までというか、現在の焼却施設でも、灰が自動的に出てくるベルトコンベヤーのも

のがあったというふうな説明でありますが、それをもってしても同じような作業は発生するといっ

たところであります。そのベルトコンベヤーのものを、多額の費用をかけて修繕したところで変わ

らないことですし、修繕する、施設を更新するという段階にありまして、現在のところ、先ほど来

説明しているとおりの作業の流れになっているといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

〇３番（笹岡壽一君） 次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 生ごみ処理について、上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 笹岡議員のご質問に答えさせていただきます。 

  以前本村において、生ごみを堆肥化する器具を無償配布した際、堆肥化の作業や機器のメンテナ

ンスに手間がかかることから普及が進みませんでした。これらのことから、堆肥化のための器具の

配布については考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 前段の答弁は、これは事実ですから否定のしようがない。だから認めます。 

  後段のほうなのですけれども、住民のほうで既に実施している、やっているのです、個人的に。

漏れ聞いています。それから、さらにそういうことなら私もやりたいなという人がいるということ

も聞いています。 

  そこでの話なのです。前は、主に行政が何か策はないかと、村が回収するものを減らす方法が、

住民に協力を求めて。それで模索して、確かにいろんなことをやりました。その残骸が今でもあち

こちにあります。だけれども、そこは終えて、前にも質問しましたけれども、述べましたけれども、

今度は住民の側から申し出てきているのです。これは魅力的です。そこに僅かな費用なのだ。それ

を村が、これを機に応援してあげると、横目で見ていないで。そんなに何十万、何百万という金で

はないでしょう、せいぜい二、三万もあったら十分みたいな。金額のことは分かりませんから言い

ませんけれども。そういうところは、住民がそういうふうに述べているところについては、村は寄

り添っていいのではないのかなと、応えて。とてもとても予算的に無理だと、そんなことを言われ

たってというならいざ知らず、私はそう思うのです。やってよしんば、なるほどこれはやってみて、

１年やってみたけれども、あんまり効果なかったというなら、そのときにやめたって大した問題で

はないです、はっきり言って遅くはない。今住民のほうでそういう要望が出ているときに、横目で

見るだけならいいのだけれども、何で蹴飛ばしているのだと、それが私には分からない。大都会の

仕事を、政治をやっているわけではないもの、僅か300人ばかりの170世帯ぐらいの世帯を預かって

いるのでしょう、皆さんは。そういうことで伺っています。答弁が同じようなら再質問しませんけ

れども、ご検討いただけませんか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 繰り返しになりますけれども、機器の無償配布は考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、一通りの質問を終えましたので、先ほどお約束させていただいた

椿油製油工場に関連する質問としてお伺いしたいと思います。 

  実は私もそうなのですが、議員もそうだろうと思いますけれども、かつてうちの副議長と議長が

村長と面談しているという話を聞いたことがあるのです。村長、記憶ありますか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 面談と言われると、ちょっとどういったものか分かりませんけれども、議長、

副議長とは常にコミュニケーションを取るように心がけております。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 漠然とした面談ではないのですよ、私言ったように椿油工場に関連してとい

うことです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） それも、私は面談のつもりはなく、意見交換、情報提供等はした、コミュニ

ケーションの一環として、そういった事実はあります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それはいつ頃のことですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） すみません。複数回そういったことを繰り返しておりまして、明確に何月何

日というのは、すみません、今突然の質問なので、覚えていないかなというところですが、恐らく

４月か５月かあたりだったかなというふうに記憶しております。記憶の範囲ですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは、いろいろ村長、面談、会談も話合いをするのは分かりますけれども、

特に議長、あるいは副議長、あるいは双方同席で、それは多々あると思うのですけれども、そのと

きの話合いというのは村長が呼びかけたのですか、それとも誰かが呼びかけたのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） すみません。質問の趣旨が全く理解できないのですけれども、聞かれたこと

に対してお答えしますが、私が呼びかけるときもありますし、議長もしくは副議長のほうから呼び

かけられるときもありまして、どれがどのときかというのは、記憶の範囲でちょっと定かではあり

ません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ４月の半ば頃、村長と議長から声をかけられて、どこかで会談したというこ

とは思い出せませんか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） ですから、それを否定しておりませんし、先ほど来そういう会、何度かあっ

たというところでありまして、できれば質問の趣旨を簡潔にいただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 質問の趣旨は、そこでどういう話をされたのですか、話合いは。それが趣旨

です。それを聞きたいのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 大変申し訳ございませんが、あくまで非公式な場での打合せ、意見交換、コ

ミュニケーションでありまして、様々なことが話し合われたと思いますので、この場、ユーチュー

ブ等で放送されている場で全てをつまびらかにお示しすることは控えさせていただきたいと思いま

す。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） つまびらかにと言っても、話し合われている内容、これはもう分かっている

のです。分かっているのです。なぜ分かっているか。ならば聞くなって言いたいでしょう。なぜ分

かっているか、その上で聞いています。それを確認する意味で、村長から聞きたいのだ。 

          〔「何を聞きたいか、先に……」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうです。 

          〔「だから、何を聞きたいかが分からないです。日にちですか」と言 

う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） いや、どういう話をしたかです。 

          〔「だから、言えませんって」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 言えませんって言われても困るのですけれども、それでは私のほうで、私は

直接そこにいた人ではない。だけれども、なぜそういう質問するかということを含めて、あえてこ

こで、私から公表したいと思います。村長が拒絶するなら拒絶するで、それはやむを得ないことで

す。それはやむを得ないと思います。 

  今なぜ私がこういう質問してきているかといいますと、実は４月の中頃の面談の中で、議長と副

議長が村長を呼んで、ある話合いをしたと。ある話合い、どういう話合い。村長が言えませんと言

うから、私のほうではあえて公表と言いますとおかしいですけれども、聞いた話です。何も秘密で

も何でもない。本当は村長に語っていただきたいのだけれども、よろしいですか。 

〇議長（寺田 優君） ちょっと休憩しましょう。 
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          （休憩 午後 ２時４６分） 

                                           

          （再開 午後 ４時２６分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  笹岡議員の一般質問の途中でありました。ちょっと時間が過ぎてしまいましたので、いま一度笹

岡議員から質問をお願いいたします。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） どこまでどういう質問でありましたっけ、日にちまで伺ったのでしたっけ。 

          〔「いやいや、もっとです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） どこまででしたっけ。 

          〔「何て言ったかとか、言えるかとか、そういう……」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 日にちまでは分かりまして、４月の半ば頃ということで、そこで話し合われ

た。そこでの話合いの内容は説明できますか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） この場でお示しすることは、先ほどの答弁の繰り返しになりますが、控えさ

せていただきます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） あえて私のほうから休憩を求めたいと思うのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午後 ４時２８分） 

                                           

          （再開 午後 ５時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） 開会いたしますが、５時になりましたので、本日はこれにて休会して、明日

９時半よりまた開会したいと思いますので、お集まりください。 

  お疲れさまでございました。 

                                   （午後 ５時００分） 
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令和６年第２回利島村議会定例会 

 

議事日程第２号                        ６月１２日午前９時３０分開議 

 

日程第 ３ 一般質問 

       ３番  笹 岡 壽 一 君 

       ４番  石 野   治 君 

日程第 ４ 議案第２５号 専決処分の承認を求めることについて 

日程第 ５ 議案第２６号 利島村村税条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議案第２７号 利島村議会議員及び利島村長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議案第２８号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第１号） 

日程第 ８ 議案第３０号 令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業（空き家を活用した島内

外の人材交流拠点整備事業）母屋改修工事請負契約について 

日程第 ９ 議案第２９号 利島村利島港地先利島港港湾区域内公有水面埋立について 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（寺田 優君） おはようございます。定刻となりましたので、ただいまより令和６年第２回

利島村議会定例会の２日目を開会いたします。 

 

    ◎日程第３ 一般質問 

 

〇議長（寺田 優君） 昨日の一般質問が途中で終わっております。その続きから入っていきたいと

思います。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） では、質問を再開いたします。おはようございます。 

  昨日最後に質問して、村長から答弁できないという趣旨の答弁があったわけですけれども、実は

昨日終わって、私のところに相当の人から批判やら要請やら電話がありました。今朝もありました。

どういうことかといいますと、何を質問しているのだか分からぬと、何を聞きたいのです、何が問

題なのですかというのが大まかでした。分かるようにやってくれということで、大体長時間にわた

って休憩中に何を話していたのだと、全然分からないと、あれは。それは当然なことなのです。ど

こから話をしていいか、私も戸惑いがあります、若干。ありますけれども、私が参加した休憩中に

どういう話があったのかということは逐一申し上げるわけにもいかないと思うのですが、とにかく

１時間半か２時間近く議長と副議長と話をしていたわけで、それを全部テープを巻き戻すわけには

いきませんけれども、主立った話は後で申し上げます、後に。 

  まず、村長が答弁していないという、答弁できない趣旨の話をしたということから始めます。し

からば、もういいかげんで何が問題なのだと、何の話を質問しているのだというところから、村長

が答弁しない、本当なら当事者である村長が答弁してくれれば一番いいと思っていたのですけれど

も、それがないので、仕方がないと言ったほうがいいと思うけれども、あえて私のほうから申し上

げていきます。もしかしたら、職員の皆さんすら知らないことかもしれません。そういう懸念は持

っています。議員は、全て共有しています。経過について簡単に言いますと、これから話をする内

容については、議員は島嶼会館で一堂に会して話を聞いていますし、そういう意味では共有してい

ます。議長は出席していませんけれども、議長は当日、当日というのは村長と面談したときに一緒

に行動しているわけで、それは熟知していると思うのです。それを前提にして申し上げます。 

  まず、そこでの話合いは、４月の中旬といいますから、日にちははっきりしていませんけれども、
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中旬といいますから４月の15日前後だろうと、こう想定していいのだろうと思います。議長と副議

長が、村長に面談を申し入れたと。それで、話合いをしたと。その話合いの内容です。まず、椿油

製油工場に関してです。その中で、村長、椿油製油工場に関してこのままではまずいと思うと、予

算をつけてくれと、調査費だか何だか、用地買収だか分かりませんけれども。そういう話をまずさ

れたそうです。それがメインだったそうです。ほかに雑談的なものもあったかもしれませんけれど

も。ところが、それに対して村長はどういう答弁をしたのかと、話をしたのかというと、そもそも

製油工場の建設問題というのは私の政策ではないと。それで、あの工場はまだ使えると、10年やそ

こらは。それで、修繕すれば使えるということを話したそうです。それで、当事者は、議員のほう

は、予算をつけてくれなければ不信任を出すと言ったのか、不信任を出さざるを得ないと言ったの

か、その辺は分かりませんが、とにかく不信任を出すという意味合いのことを申し上げたいと。そ

うしたらば、村長が、はい、分かりました、受けて立ちますと、こう言ったという。これがそのと

きの話の要点です。 

  これを、さて先ほど申し上げましたように、休憩中にどういう話になっていたかというと、あれ

はプライベートな話だと。したがって、議会で話をするような話ではないと思うと、そういう話が

ありました。私は、それに対して、いや、プライベートということでは通用しないだろうと、そう

は思わないと。時の議長、副議長が行って、しかも村政の施策の問題を要請して、そこに村長が来

て話し合ったのが、プライベートということにはならないでしょうと、誰が見ても。しかし、いや、

プライベートだということでした。分かりました。それで、議場で話すようなことではないという

こともありました。私は、それについて議場で話さないでどこで話すのだと。これ闇から闇へ行っ

てしまうよと、議場で話さなかったら。そういうことをるる申し上げまして、私に説得するのでは

なくて、村長に話をしてくれと、村長が話をするのが一番いいのだと申し上げました。 

  それで、第１回目の休憩のときは村長と私が擦れ違いました、議会室の控室のところで。私は退

席してくる、村長は入室すると。そうしたらば、開口一番議長から、いや、村長は聞いたらば、私

は公務だと、こう言ったと。それは当たり前だと、村長は立派な、その点では立派なものですよと、

当たり前のことだと。それで、議長は、いや、その点では笹岡議員と村長は一つ考えだと言ってい

たと言っていました。一緒でも当然でしょうと。これが昨日の主たる、長々と休憩した時間の内容

の大まかな主たる話です。その他いろいろありました。ありましたけれども、それは取りあえず割

愛しておきます。 

  これが、皆さんに私から責任持ってお答えできる、お答えというか、質問できる内容なのです。

もしかしたら、くどいようですけれども、職員すら知らなかったかもしれません。知っているのは

村長と議長、副議長だけなのです。幹部会で報告があったか知りません。分かりません。副村長が

知っていたのかどうか分かりません。それも分かりません。ですから、私は一番は、私の口からし

ゃべるよりも、当事者たる村長が発言するのが一番ふさわしいと。誤解も招かないし、推測もない
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し。私の今質問の中では、一部あるいは推測はあるのかもしれませんし、聞き違いがあるのかもし

れません。その辺は自信がありません、正直。私の認識の下に、ただいま住民の皆さんから、先ほ

ど冒頭述べましたように、批判もあれば要請もあれば。それに応えなければいかぬ。したがって、

あえて私のほうから三者が何を話し合って、何がどうなったのだということです。 

  それで、私はそれを聞いたときに、この問題があるからこそ村長は、10年でも修理しながら使え

ると。だからこそ、長くこれいつまでに建てますということの踏ん切りがつかないのかな、こうい

う詮索もしました。要するに先任の村長の政策なので、私の政策ではないと言った。これが一つ大

問題なのです。住民の皆さんは納期を初め、生産者の皆さんは、あしたにも工場を造れという要望

がある中で、のらりくらりかわしてきた、生産者会議でも。この根底にはこれがあったのだと。私

の政策ではないと。10年ぐらいは使えるのだと、修理すれば。これでできるわけがないと、進むわ

けがないのだと。誰も知らないと、そういうことは。ただ、造れ、造れとは言ったようなものだ。

これを私は、議会で発言するようなものでないというのは筋が違う。議会で発言しなかったらどこ

で発言するのだと。誰と。おおむね以上なのです。 

  それで、この話で私とすれば、住民の皆さんが全てでなくても、ある程度そういうことだったの

かと。この後は、住民の皆さんがそれをどう判断するかです。私は、あえてこうだああだという判

断は申し上げません。私のところへも何人と来ました。ゆうべから今朝まで。そういう点で、まだ

言葉足らずがあれば、あるいは私の今質問というか、話の中で食い違いなり誤解なりがあるとする

ならば、これは率先して改めますし、取り消させていただきますけれども、私が認識している範囲

内での話というのはおおむねそういうことです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 昨日からの話合い、部分的に私も承知しておりますが、全てを把握している

というわけではございません。 

  その中で、確かに議長、副議長と会議の場を設けたというところは間違いなく、またそれに関し

ての扱いで一部訂正させていただきますが、私自身も当然将人、清、優で会ったわけではなく、村

長、議長、副議長としてお会いしたという中でいくと、プライベートではないというふうな認識で

おります。ただ、公務であるという認識でもございません。これは政務、いわゆる政治家同士の調

整なり、自分の現時点での意見のぶつけ合いという場でありまして、すなわちこの場で公表するも

のでもないですし、当然職員のほうがそれを承知しているわけではないと。あくまで自分の考えの

ベースになる材料の一つといったことで発言を、意見交換をさせていただきました。当然製油セン

ターの更新の話だけではなくて、多岐にわたる話をその場ではさせてもらいました。詳細に関しま

しては、昨日同様、この場での発言は控えさせていただきます。 

  ただ、製油センターについての考え方に関しましては、それはそれなりに私自身も生産者会議等
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でお話をしてきておりまして、その内容をお話ししたまでであります。そのときに、さらにそれを

深掘りした話をしましたが、その内容に関しては、繰り返しになりますが、控えさせていただきま

す。おおむね製油センターに関しては、造らないと言った覚えはありません。ただ、前政権の政策

をそのまま引き継ぐものでありまして、それを現時点で前の政策だからやらないというようなこと

は考えていないと。ただ、私の村長の選挙のときの公約で掲げたわけではなく、どちらかというと

住宅もしくは焼却施設等を優先させていただきたいと。そういった中で、造るのはやめると、中止

だと言ったわけではございませんが、優先順位は低いというふうに申し上げたと。これは生産者会

議の場でも申し上げさせていただきましたが、そういう考えを持っていると言ったまででございま

す。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） その辺が、今の村長の真意というのでしょうか、弁解というのでしょうか、

分かりませんけれども。当日どういう話だったのかというのを、聞き違いが、関係者は議長、副議

長が同席していたというのですけれども、そごがあったかもしれません。食い違いが、もしかすれ

ば。 

          〔「ないです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） いや、いや、相手方が。私が聞いたのは、さっき言いましたように、私の政

策ではない、先代の前村長の政策であり、私の政策ではないと。よって、あの工場については、製

油工場については、今いみじくも言っていましたけれども、優先順位ではないと言ったけれども、

そのことがどのように受け止められたのかと、相手方にしてみれば。私は、少なくともそれを聞い

たときに、10年やそこら使えるよと、修理しながら。ということは、生産者会議でも最優先順位で

やってくれというように、そういう答弁はしていませんから、だから実際には10年ぐらい修理でや

るつもりなのかなという認識も持ちました。 

  いずれにしても、今村長を聞いて、私も発言をさせてもらいましたけれども、私自己弁護するつ

もりはさらさらありませんけれども、これを聞いていた、聞いている住民の皆さんが、それをどう

判断するのかと。あとは皆さんの判断に委ねるしかないし、委ねたいと思うのです。これ以上何か

必要ならば発言もするし、したいと思っていますし、村長の答弁も、話も聞きたいと思っています

けれども。 

  私は間違った誤解の下に、先ほど述べた話をしているとは思わないのです。若干時がありますか

ら、少し経過を述べさせてもらいますけれども…… 

〇議長（寺田 優君） 時間はそんなにない。 

〇３番（笹岡壽一君） 何。 
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〇議長（寺田 優君） 時間はそれほどないので。 

〇３番（笹岡壽一君） はい。 

          〔「何分と言えばいい」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何分。約10分。 

          〔「そこら辺表示したほうがいい」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここに映らないから。これ、映したほうがいいと思う。 

          〔「だから、昨日からそこがちょっとおかしいから、それしてやるん 

            だよ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここは９分。 

  経過は、少しお話しします。何も島嶼会館でいきなり私自身がぽんと初めて聞いたことではあり

ません。５月の７日の午後１時半頃、副議長来訪いただきまして、それでそこの話で先ほどのよう

な同じような話を聞いていたわけです。それで、その結果、最終的には不信任を出さざるを得ない

ということになりまして、だけれども、私は個人的には、その前の集会や集まりがありました。あ

るところで数名の人たちが集まりました。議員でない人もいました。そこでは、不信任という話が

出ました。だけれども、私自身は不信任は反対だと、それ自体は。といったところ、６月の議会を

待って不信任を出すのだと、予算つけなければ。しかも、村長がその予算をつけるとは言わなかっ

たと、それについて。だから、これは不信任を出さざるを得ないのかなと、出すよと。それについ

ては、私はそれはいきなり議場でもってぽんと不信任ということではなくて、それを私自身は不信

任には反対だけれども、それ自体には。一般論として反対だけれども、しかし事が事だけに賛成せ

ざるを得ないとは思うと、いざとなれば。だけれども、それについては議員の皆さんに協議会でも

開いてもらって、事前に説明したほうがいいと述べまして、そうだということで、それはそうだよ

なということになりました。そこまでいきなり、お互いにぽんぽんとはしょって話をするから、録

音テープみたいにずっとつなげるわけにいかない問題がありますけれども、しかし事の真相をこれ

だけ世論に広がってくるとなると、誤解を招くことが一番危険だと思うのです、お互いに。住民の

中で。はっきりさせる必要があると、これは。何を言っているのだか分からないと。休憩時間ばか

りして何をやっていたのだと。これが民の声です。だから、そういう点であえて今日は冒頭口火を

切らせてもらいました。本来では、私とすれば村長に語ってほしかったと。 

  この件について、私とすれば何かあればあれですけれども、以上ですけれども。 

〇議長（寺田 優君） ほかにありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないそうです。 

  ほかに質問。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） これでね、この件は終わります。これで十分だと思う。 

  残したのがサテライトオフィスの件で、これは予算にも出てくるし、契約書も出てくるわけです

けれども、その前に一般質問的に述べて聞きたいのですけれども、あらかじめお伺いしておきたい

のは、2,940万円増加補正。これは予算で聞く課題かもしれませんけれども、まだこれは１軒の母屋

といいますから、１軒だけです。そこの改修費ですね、改造費といいますか。それで、今後何棟建

つのですか。それで、このご時世です。このご時世、ご承知のとおり。この中で住宅もそうなので

すけれども、これは村長の責任というわけでもないでしょうけれども、あそこの施設にこのくらい

で見積もって予算を計上したのだが、あれをまた増額、これも足りない、あれも足りない。一体青

天井になるのかどうか。それを全部やっていくのか。いいかげんにもうこれが予算だと。その範囲

内で収めようとする考えはないのか。言われれば理想どおり、どんどん幾ら金をつぎ込んでもやる

のか。それが１点。 

  それともう一点が、その後の運営管理経費、これは全く算定も想定もしていない、検討も。これ

からです。これは本当にいかがかと思います。物は造って、今からだと。どうしようかと。これは、

住民さん、本当に正直言って批判もいいところ、怒っています。二、三の住民ですけれども、冗談

ではないよと。自分の金でそういうことができますかと言うくらいの人もいる。だから、そういう

点で予算のときにやってもいいのですけれども、時間が少しあるので、青天井的にやっていくのか

と。もういいかげんにこの予算でよくても悪くても抑えてしまうのかと。具体的に何が必要で、ど

ういう改修をするがために2,940万円をやったのか。元の値段は幾らなのか、元の予算は。それを引

いた額は幾らだったのか。簡単には四千五、六百万ですか。そういう予算計上をしたのだけれども、

当初では。しかし、やってみたら3,000万近い金が足りないよと。だから、増額補正したと。簡単に

言えばそういうことですか。それを伺っておきたいと思うのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えいたします。一部補正での回答になるかな

と思いますので、そこは控えさせていただきます。 

  まず、何棟建てるかというところは、再三議会でも申し上げておりますが、現在残っている母屋

に関してはリフォーム、新規で２棟建てる予定でございます。予算、総事業費ですか、に関してで

ございますが、今年度と新規に２階建ての施設を建てる施設の設計を行いまして、その費用がまだ

分からない、見込めていないところもございますので、総事業費に関しては現在お示しできません

が、できる限り財源確保に努めていき、本事業を進めていきたいと考えております。 

  また、運営に関してですが、一般質問でもお答えさせていただいていますけれども、今年度運営

に関して詳細検討を行っていく予定でございまして、できてから運営を検討するのではなくて、今

年度母屋のリフォームを行いつつ、そのできたものに対しての運営の詳細検討を行っていく状況で
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ございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 詳しくは予算でやるしかないですけれども、ざっくばらんに言って、３棟、

確かに３棟なのです。建屋が３棟になる。これごとに質問をしましたけれども、１棟、１棟に最低

１名は配置するのか。言うと１日に３人ずつ、それも１人の人が毎日勤めるわけにもいかない。開

業日数というのは300日だというから、基本的には60日ぐらいしか休みがないわけです、年末年始を

入れて。それだけの職員体制を取るといったら相当の人員が必要なのだろうと。やり方も分かりま

せん、まだ。会計年度でやるのだ、私質問書で書きましたけれども、業務委託にするのか分かりま

せんけれども、相当の金、運営費、これについては補助金はつかないのでしょうと。つくというな

ら別です。この辺は、金があればこそできる仕事だと。金がないから交流会館については閉めっ放

しです。誰もあそこ、番をしていない。使う人があったら電話よこせと。そういう比べる人もいま

すし、そういう意味でどうなのか。詳しくは補正予算のときにお伺いしますけれども。今質問した

範囲内でお答えいただけますか。 

          〔「分かんないです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 質問の内容が分からないらしい。 

〇３番（笹岡壽一君） 時間だからしようがないな、もう時間がない。数秒しかない。 

〇議長（寺田 優君） 質問内容は何か。 

〇３番（笹岡壽一君） 時間がないもの。 

〇議長（寺田 優君） よしたということ。では、補正のときにやってください。 

  それでは、笹岡議員の一般質問を終了いたします。 

  これより石野議員の一般質問を行います。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） おはようございます。一般質問をさせていただきます。 

  まず、１番目、はしけと海の歴史広場の屋根の修理について。一問一答ずつでお願いします。 

          〔「先に全部読んでから」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 一問一答でお願いしたいの。 

          〔「一問一答は後から答弁のとき一問一答でやってもらえばいいんだ 

            よ。先に全部質問を言うんだよ」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） いいや、質問１から１問質問したら、そこで答えてもらいたい。 

          〔「ああ、そういうこと」と言う人あり〕 
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〇４番（石野 治君） そういうこと。分かりましたか。では、お願いします。 

〇議長（寺田 優君） いや、全部。今までどおりでやっていきましょう。１回読んでもらって。そ

れで一問一答で。 

〇４番（石野 治君） はしけと海の歴史広場の屋根の修理について。以前修理を要望し、検討中と

ありました。はしけを保存している屋根の修理についての方針についてお答えください。 

  ２、議場内モニターへの執行部提出書類等の表示要望について。議場やユーチューブで傍聴して

くださっている村民の方々から、村長の所信表明や答弁骨子が表示されず、分かりにくいとのお答

えをいただきました。現在表示しなくなったのはなぜですか。理由を示していただいた上で、以前

同様の進行に沿ったモニターの表示を求めます。 

  ３、トレーラーハウス実証実験について。①、３月に終了した実験の実証結果の公表、説明を求

めます。 

  ②、検証の結果、新築予定の住宅への設備導入の検討結果について説明を求めます。 

  ３、水循環システムを本村で導入することになった場合、どのような運用を考えているのか、長

期的展望をお聞かせください。 

  ４、焼却場建設について。今年度中に補正を組み、事業開始を目指すとの説明がこれまでになさ

れてきましたが、今年度補正予算を組む場合、何月までに何が終わっていなければならないのか、

理解していなければ、ただただ先延ばしになるだけです。事業開始をゴールとして逆算した場合、

一般的にいつまでに何が終わっていなければならないのか、ご説明ください。 

  また、現状が村長の言うお示しするタイミングではない場合、その逆算したスケジュールにおい

て原因が何なのか、示してください。 

  ５、油工場の建設に係る村長の発言とされるものの真意について。建屋内のデザインまで行った

上で頓挫している油工場建設事業ですが、この事業が進まないことに対して、本事業は前村長の政

策であって、村山村長が打ち出した政策ではないから関係ないという旨の発言がされたということ

が伝わってきました。私が直接聞いた発言ではないため、発言の有無を認識させていただきます。

その上で、発言があったならばどういった考えのものだったのか、ご説明ください。 

  ６、３Ｃ事業について。着工したばかりの擁壁工事ですが、現時点で多額の予算オーバーをして

いる本事業を、その他の予算についても青天井で進行される可能性が非常に高いと言わざるを得な

い状況です。予算内で収める努力が求められますが、見解を求めます。 

  ７、島外医療助成について。従前要望してまいりましたように、助成制度の拡充を求め、それに

関しての見解を求めます。 

  以上。 

〇議長（寺田 優君） それでは、１問ずつ答弁をお願いします。 

  はしけと海の広場の屋根の修理について、荻野産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  石野議員のご質問にお答えします。はしけと海の歴史広場の屋根の修理についてなのですけれど

も、前回の議会終了後に改めて現場を確認しました。５月ぐらいだったと思うのですけれども、担

当課のほうで該当箇所にブルーシートを張り、部分的な応急処置をしたところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） この間見てきたのですけれども、西側の棟のところが１メートルぐらい剥が

れているのですけれども、そこには何もやっていない。それで、前に中間のところには確かにブル

ーシートがやってありました。だけれども、棟のほうは全然やっていなく、何で棟のところはやら

なかったのか、ちょっと。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  実際にはしごを持って屋根に上りました、私が。なかなか屋根の角度がきつくて、上まで上ると

いうのがかなり危険を伴うということもありまして、そこから改めて今業者さんを探しております。

どの程度修繕するかなども含めて、今一応島外の事業者さんで確認は１度行きますよというような

声をかけていただいた事業者さんがいますので、その今日程調整をしているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 議場内モニター執行部側提出書類の表示要望について、榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。石野議員のご質問にお答えします。 

  議場内のモニターの執行部側の提出書類の表示要望についてでございますが、これ私が答えるべ

きところかどうかというところは、議会事務局長が答えるべきところかもしれないですけれども、

一応私のほうで答えさせていただきます。 

  村長の所信表明の骨子は、議場内のモニターには表示させていただいているところでございます。

一般質問の際は、その質問文について動画、ユーチューブですね、動画配信時に表示していること

となってございます。議長とお諮りの上、答弁骨子については議場内のモニターに表示する方向で

調整してまいります。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 
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〇４番（石野 治君） この答弁に関して、表示しない理由をお聞きしているのに対して理由を答弁

していないのですけれども、骨子文を議場内モニターに表示するとの答弁でありますが、議場内で

は議員に書面が求められて配付したのみで、モニターへの表示は全くなかったことが後日確認して

の質問であります。 

  表示の有無の答弁についても理解できるものではありませんが、質問はなぜ答弁骨子等を表示し

ないのかということで、その部分に関しても全く答えていません。以前から執行部は全力で答弁骨

子を作成している等の趣旨の発言がありますが、この回答からも誠意が全くもって感じることがで

きません。よくも悪くも定例議会に対する村内の関心が高まっているこの状況で、行政側自らが内

容を理解してもらう努力が必要であると考えます。 

  議場での書類非表示にとどまらず、直近では令和６年第１回定例議会の一般質問書答弁骨子、行

政報告のホームページのアップロードがありませんでした。議案書や予算書のみのアップであり、

遡ると令和５年度よりばらつきがあり、議案書だけは毎回アップされている状態です。このことか

ら、執行部側は見られてはまずいこと、文字が表記されたまま映し続けられることに対し、そこま

で抵抗する理由があるのか、傍聴人や視聴者は思い、感じるものであります。やましく後ろめたい

ことがあるのではないかと邪推されても仕方がないのではないでしょうか。そのようなことはなく、

傍聴人、視聴者の方々に理解しやすく、開かれた村政と豪語するのであれば、速やかにアップしな

い文書の対応やスクリーン表示の再開を今回よりの対応を求めます。 

  今回笹岡議員の質問に対し、一部においては議会と話し合う回答がありましたが、その話合いに

おいて前向きな方向に行けるよう意見を述べてまいりたいと思います。 

  では、次に行きます。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議会の表示については、すみませんが、執行部側でとやかく、ごめんなさい、言うところでもな

いのかなというように考えております。こちらについては議会の中でお諮りいただいて、議会事務

局のほうに表示、どういうふうに表示するのかといったのは議会内で決めていただければなという

ふうに考えてございます。 

  あと、答弁骨子の表示については、笹岡議員の一般質問の際にも答弁させていただきましたけれ

ども、そもそも答弁骨子については議会の議事進行を円滑に行うためというようなところも含めて、

ほかの自治体ではやっていないことを本村として実施して、議員のほうにお示ししているといった

ところでございまして、これは広く一般の皆さんにお示ししているところではないといったところ

で、ホームページへのアップというのですか、載せるのを行っていないといったところでございま

すので、そこについては執行部側でも検討はしてまいりますけれども、基本的には答弁骨子につい
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てアップしていかないといったところは統一している見解でございます。といったところでござい

ます。 

  ただ、議会中の答弁骨子が見れたほうがより分かりやすいのではないかというようなところがご

ざいますけれども、そこについては議会の終わった後に当然議事録の公開をしていますので、議事

録のほうを見ていただければなというふうに考えております。ですので、先ほど来申しているとお

り、画面にどういうものをどういうふうに表示したほうがいいのかとか、そういったものはあくま

でもこれは議会のご判断になるところもあると思いますので、答弁骨子以外の話です、はなると思

いますので、そこのほうは協議会、当然協議はしていく、執行部の当然協議の中には入っていきま

すけれども、まずは議会、議員の皆様の中でどういうふうに表示していったらいいのかとか、そう

いったのは議会も含めて、議員の皆様も含めてご検討いただければなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、トレーラーハウスの実証実験について、隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  まず、トレーラーハウス実証実験の実証結果の公表の件でございます。単身者１名の実証実験結

果としてですが、水循環システムについては現在の仕様で雨水及び循環水のみで、外部からの上水

等の給水なく、十分に賄える結果を得ているところでございます。 

  続いて、住宅への設備導入の検証結果でございます。現時点での仕様でございますが、実証条件

で設置している水循環システム一式の導入は考えておらず、飲料、キッチンに関わる部分は上水を、

それ以外の部分は水循環システムで賄う予定でおります。 

  続いて、将来的な水循環システムの運用についてでございます。現時点で一般住宅に適用する水

循環システムの仕様が決まっていないところでございまして、具体的な運用はお示しすることがで

きません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） １の質問ですが、まず今回のプロジェクトの目的が何であれ、その目的のた

めにデータを取り、目的が可能かということを下に検証を重ね、結果に至ったと思います。よって、

その検証結果と説明の公表を求めているのであります。 

  単身者１名分に対して、雨水の上水等の給水を必要とせず、十分賄える水量であることは答弁が

ありますが、実証実験では水量についてのみの実験であったのか。総合的にデータをどのように検

証し、今回のプロジェクト結果を検証し、検証から導き出された結果から、住宅建設等の導入の検

討へとつながり、結果を出すとしたものであります。経緯に対する説明が重要でありますが、新規
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建設住宅について水量の問題はなく、上水以外への導入を行うに当たり雨水で賄えるとしています

が、水量の確保についての根拠説明もありません。検証結果から引き出された理由と考えについて

質問しております。改めて質問を説明する必要はないはずです。 

  ３の質問について、導入することになった場合の長期的についての質問でありますが、答弁は水

循環システムの仕様が定まっていない中、具体の運用方法は示すことができない。住宅については

示せないと、水循環システムの繰り返しです。これは答弁ではありませんが、質問に対する回答が

なく、無意味な時間であります。あえて正確に答弁することを避けていると傍聴の方、視聴されて

いる方々はこのような理解をすることでしょう。 

  次に。次、焼却場だ。 

〇議長（寺田 優君） 焼却場建設について、前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現在実現可能な調達内容及び方法の検討を行うべく情報収集を行っており、その検討結果を踏ま

えて詳細が決定次第、お知らせしたいと考えております。したがって、そのめどが立ち次第予算計

上を行い、事業を推進していきたいと考えています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今回こちらが質問しているのは、実際にどのような動きをしているかではな

くて、今年度内に補正予算を組む場合を想定したスケジュールです。 

  事業計画を立てるに当たっては、ある程度のスケジュールを作成するはずです。それすらも示す

ことができない。失礼でありますが、読解力が欠如している、皆無としか言わざるを得ません。仕

事をする上でスケジュールを逆算することは当然のことで、情報の少なさに住民も不信感に近いも

のを感じている状態です。世の中の情勢も相まって、難しい状況にあることは理解しますし、その

中でも発信できる情報を提示していくことは求められています。 

  再調達に向けて取組中の本事業ですが、詳細は結構です。９月議会か12月議会に補正予算が組め

る状態ですか、今。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ９月、12月議会というところも含めて、そのめどが立ち次第、予算計上を行いたいと思いますの

で、今現在具体的には申し上げられません。 

  以上です。 
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〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） ３月議会頃には令和７年の予算として計上の予定はありますか。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  先ほどの繰り返しになってしまいますが、そのめどが立ち次第というところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 油工場の建設に係る村長の発言とされるものの真意について、村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほど笹岡議員の一般質問最後のほうにもお答えしたとおりで、そのような

趣旨の発言はしておりません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） そのような趣旨の発言ではないとありますが、火のないところに煙は立たな

いものです。 

  村長の意図がどうなのか誰にも分からずに、話した相手のあることであります。発言は答弁とし

て正式なものとなります。これは大変重要であります。ひとまず回答とします。しかし、このよう

な話が出ること自体が、椿生産者の心情を逆なですることになっているのだと考えます。農協職員

の方々も建設が頓挫し、先行き不透明の現状下においては、少しでも先の明るい製油の生産体制構

築に向けて苦慮なさっていると聞いております。焼却場同様、お示しできる段階でないだけでは納

得していただけない状況であることは踏まえた上で、建設計画の早急の提示、そして着工を求める

ものであります。 

  また、今回補正予算にて新清掃センター建設予定地の地質調査費用の計上がありますので、建設

につきましては補正予算にての質問といたします。 

  では、次に行きます。 

〇議長（寺田 優君） ３Ｃ事業について、隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  物価高騰の影響を受けて、東京都に申請を行った時点より事業費が増加している状況でございま

す。島内外の人材交流や子育て環境の整備の実現に向け、できる限り財源確保に努めながら事業を

推進していく予定でございます。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 極端に言えば、質問が予算内で収められる考えはないかとの問いであります。 

  物価高騰の影響を受け、事業費が膨らんでいるが、当初の計画の変更もなく推進する旨の答弁で

あります。完成までの総予算の予測がつくのであろうか。青天井状態と言えるよう、予算を上回る

分はどこが支払うのか、当村にしても、補助にしても、我々の税金であることは変わりません。数

億の予算規模でことが足りるとしていた焼却場も、今となっては20億円に届いてしまうのではない

だろうかという勢いで予算が膨れ上がっています。 

  ３Ｃ事業については、車も止められない土地の広さや高低差がネックとなる土地に無理に建てる

のではなくて、既存施設を増改築により活用し、ふだん無用の長物となっている現状を改善し、そ

の上で未来の憩いの場にしてもらう。そこに補助金が充てられればなお望ましいのではないでしょ

うか。村のど真ん中に造るということにとらわれ過ぎ。ばか高い、使いにくい施設が出来上がった

のでは、目も当てられません。現在の予定地は、擁壁までできているのですけれども、住宅建設に

切り替えれば済む話で、凝り固まらずに柔軟な思考の下に検討いただきたいと思います。 

  また、この建設は村長の支持者に対する公約と一定数の方々へのアンケート結果から建設となり

ました。ご回答された方々は、この先の建設費及び維持管理についてどのようにお考えになるのだ

ろうかと予算の説明もされぬまま、住民の要望であると建設を強行しています。要望した方々は、

ツケを払いながら利用することになるのですが、これが本当に幸せであると言えるのか、疑問であ

ります。アンケートの回答者の中にも否定的に意見を述べる方もありました。15の春を迎えるまで

の間、そして旅立った後に必要なものはそんな施設ではない。もっと切実であり、現実を見てほし

い。そう意見を寄せてくださる方がいました。その点について、もっともっとおもんぱかる必要が

あると考えます。完成後の運営計画、経費関連についても今後の検討なのか、検討すれどまたもや

全て秘密のお示しできない状態であります。これは、議会を開催する意味すら問われています。 

  再質問しても意味がないので、次に移ります。島外医療。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

  島外医療助成についてです。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  島外医療機関への交通費の補助についてでございます。５月の島外診療分から東海汽船の運賃の

値上げに合わせて補助額増額しているところでございます。また、行政報告でもお話ししましたと

おり、９月から島嶼会館の宿泊料金の値上げがございますので、この部分についても補助の増額を

する予定でございます。 



 - 77 -

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 質問を従前要望と表記して、あまりにも割愛し過ぎて答弁をいただけなかっ

たのでしょうかと思います。東海汽船及び島嶼会館の値上げに合わせ、補助額の増額をする旨のお

話ですが、これを拡充というのであろうか。宿泊料金及び交通費の値上げによる改正ではないか。

よって、質問の拡充を求めることに対しての見解を求める質問に対して答弁なさっていないと判断

せざるを得ないものであります。 

  以前より回数を多く通院する方は、難病指定の補助の活用をお話しされていますが、これは条件

が合致する方に適用すればいいことであります。難病を条件に適合すると医師が認め、通院せざる

を得ない方に対して、回数制限の撤廃が必要と要請しているのであります。また、欠航により離島

できない方に、宿泊助成を要請しています。船の便が不安定なこの島から島外医療機関を受診する

ことは、離島の住民個人にとって金銭的不安は大きなものであります。その住民の補助拡充に難色

を示し、答弁すらも対応くださらないことは残念です。住民も知る努力をした上で使えるものを使

っていく、必要なことだと思います。今後ぜひとも検討をお願いします。 

  これで終わりなのですけれども、今回の質問を終えまして一言申し上げます。私は、今回７項目

につきまして質問を通告し、本日答弁とするものをいただきましたが、１項目の質問に素直に真摯

に回答することはなく、項目によっては真意を欠いたものでもありました。このような議会運営で

あってはならないと思うものであります。このような議会運営であってはならなかったというもの

と思いますが、全て秘密。要請、要望はシャットアウト。やることについて故意的な村政です。私

の言うことについて故意ということです。誰のための村政なのか。どこに住民がいるのか。どこか

ら評価を求めているのか。これはどこからということは、ほかのところからです。もっと住民に目

を向けてくださるようお願いします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、石野議員の一般質問を終了いたします。 

  これで一般質問、全員議員の皆さんはされたということで、５分間休憩を取りたいと思います。 

          （休憩 午前１０時３１分） 

                                           

          （再開 午前１０時３９分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第４ 議案第２５号 専決処分の承認を求めることについて 

 



 - 78 -

〇議長（寺田 優君） 次は、議案の審議に移りたいと思います。 

  日程４、議案第25号 専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 報告第１号、議案第25号 専決処分の承認を求めることについて。 

  地方自治法第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によ

りこれを報告し、議会の承認を求める。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年６月11日提出。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  詳細に関しては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  専決処分の承認を求めることについてでございますが、こちらは提案理由としましては、村税の

条例の一部改正を求めるものでございましたが、地方税法等の一部を改正する法律、ごめんなさい。

４ページの提案理由のところをご説明申し上げますと、今年の３月28日に公布されたもので、４月

１日から施行するものについて、議会の招集する時間的余裕がなかったため、専決処分をさせてい

ただきました。 

  専決処分を行ったものは何かと申しますと、２ページ進んでいただいて６ページですか、６ペー

ジにございますけれども、利島村の村税条例等の一部を改正する条例をご審議いただきたいと考え

てございます。 

  ちょっと分かりにくいのですけれども、今回４月１日に改正しなければいけなかったところを、

議案の25号として専決させていただいて、26号では今後行わなければいけないところを分けて上程

させていただいてございます。まず、専決で行った部分のところですけれども、38ページを御覧く

ださい。概要でまずご説明しますと、何を今回改正したかといいますと、固定資産税に関わる部分

でございまして、新築住宅等に対する固定資産税の軽減を受けようとするものがすべき申告につい

てでございます。まず、前もって言っておくと、今回の固定資産税関係に対する改正によって利島

村の住民がどうかというところでいきますと、特に影響ございませんといったところになります。

改正の内容としては、認定の長期優良住宅、耐震性が優れているとか、熱効率がいいとか、そうい

ったところのエコな住宅とか、そういったものの住宅の特例として申告書を提出しない場合でも一

定要件に該当すると認められる場合は、特例を適用できることの規定を設けてございます。そちら
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が附則第10条の３項で改正しているところ。 

  あと、附則の第11条から15までで、固定資産税関係として、固定資産税の土地の調整措置等とい

ったところで、これ何かといいますと、急激に土地の価値とかが変動してしまった場合に、急に固

定資産税が高くなったり安くなったりというようなところがございますけれども、都市部において

そういうところがあったときに、段階的に措置ができるように、土地の価値が急激に高くなってし

まったときに、急に固定資産税が高くならないような措置ができるというようなところでございま

して、こちらも利島については土地、固定資産税の評価はある一定で今までも来ていますので、特

に影響ないといったところでございます。こちらのほう、大都市部における土地の乱高下している

ようなところが主に対象になってございます。そこが今回の住民税の概要になってございます。 

  あと、もう一つです。住民税関係の個人住民税の関係のところで39ページを御覧ください。昨今

ニュースでよくやられていると思います、デフレ脱却のため減税措置等をしまして、所得税１人当

たり３万円、個人住民税１万円の軽減を行っていくといったところでございます。こちらのほう、

住民税の軽減のほうですけれども、扶養親族１人当たり１万円、住民税軽減されてございます。通

常の特別徴収、会社から引き落とされる場合の方ですと６月分の住民税の引き落とし額がゼロ円と

いったところで、残りの部分、１万円引いたものの残り、11か月で割っているような形になってい

まして、給与明細等に定額減税分幾らというふうに明細に記載されているかと思います。 

  以上、大まかに分けて２点が改正と、残りのところは文言のちょっとした修正が入ってございま

す。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、特別な減税という単年度減税なのでしょうけれども、非常に話題に

なっている減税措置で、所得税が３万円の住民税が１万円ということで。これもまた複雑で、23年

度、前年度が中心なのです、基準が。所得の変更、例えば24年度になって、前年度は条例にあるよ

うに1,800万円以下の人たちが対象だぞよという一応そうなっているわけですけれども、低所得者の

場合、低所得者というか、所得がなくなった場合、今年度。24年度。これはこれでもって、当年度

の減税でなくて、本年度末になるのです、対象が。計算する算出基準が。そのことと関連、その金

は具体的にはどういうことなのだということと、それからもう一点は10万円の交付金があります。

それとの関連はどういう扱いになっているのか、それを伺いたいのです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 
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          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと前段の部分のお話というのは、質問の趣旨が理解できなかったところもあるのですけれ

ども、まず後段の部分の10万円の給付との兼ね合いのところでお話ししますと、基本的にはデフレ

脱却のための減税措置は、10万円給付しているのは前年度からずっと実施済みと、そこは住民税均

等割の非課税の方と、所得割も非課税の方というのについてはもう10万円給付していると。そこか

らこぼれてしまって課税されている方について、今回住民税の扶養親族１人当たり１万円減税しま

すよといったところで、そこは連動しているのかなと、政策として連動しているといったところと、

前段で言っている部分の年末でというところのくだりをもう一度ちょっと。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうだと思うのです。ちょっと複雑なのです。23年度、要するに昨年度の所

得が基準だよと。それに対して、一律に近いわけです、３万円と住民については１万円と。 

  もう一つ、この関係があるのです。24年度末に算定するというのは。というのは、ご案内のとお

り、例えば税額がゼロだったと、もともと23年度が。ゼロでなくてもいい、１万円でしたと、課税

額が。仮に本人がです。そうすると、減税額は３万円ですから、所得税でいうと。もともと所得税

を払っているのは課税対象者は、納税者は、１万円しか税金を払っていないわけです。所得がそれ

に相当するのは１万円だから。そこまではいいですね。そこまではいいと思うのです。ところが、

３万円、所得税は減額するのだと。そうすると、３万円納税している人、極端に言えば、この人は

ゼロになるのです。分かりやすく言えば。ところが、もともと１万円しか納税していないのだと、

納税額は。この人は３万円ではなくて１万円だと。ところが、それは給付することになるのでしょ

う、２万円は。減額の上に。その減額の上に給付するというのはいつ算定するのだと言えば24年度。

24年度に繰り越していくよと。複雑なのです、ちょっと確かに。 

  もっと簡単にお伺いしましょうか。どこまであれか分かりませんけれども、冒頭先ほど述べた、

もともと１万円の納税者だと、納税額が。この人が幾ら減額になるのですか。その辺から確認しま

す。１万円減額して、ゼロです。そうすると、その人には３万円とは言うけれども、１万円しか減

額していないわけだ。１万円減額すればゼロだから、それ以上の減額というのはできないわけです。

ところが、皆さんがご案内のとおり、普通の所得税で例えば源泉徴収なんか課税し過ぎていると、

納税し過ぎていると、既に。それを年末調整でやってみたらば、申告してみたらば、個人で。３月

に申告を仮にしたとしたら、納税額が多いとしたら還付されます。それともまた違うのです。もと

もとそれ税金を払い過ぎているということなのだから。その辺どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 
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〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  所得税の関係ですね、住民税ではなくて所得税ですね。所得税が仮に１万円であったとして、定

額減税で３万円控除されます。残り２万円に関しては、今年度中にその２万円分を対象者に給付す

る形になります。万が一24年度の所得税が１万円ではなくて5,000円でしたという場合は２万

5,000円給付に、本来だったらなるのですけれども、実際今年度中に２万円しか給付しない。5,000円、

給付の差金が出てしまいます。その場合は年度末の所得を計算して、それで足らない分はその

5,000円をさらに給付するような形になるかと思っています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決に移りたいと思います。 

  議案第25号 専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第25号 専決処分の承認を求めることについては原案のと

おり可決、承認することといたします。 

 

    ◎日程第５ 議案第２６号 利島村村税条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程５、議案第26号 利島村村税条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 40ページをお開きください。 

  議案第26号 利島村村税条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年６月11日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 
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  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 議案第26号のご説明を申し上げます。 

  提案理由でございますが、こちら先ほど25号の中でも述べさせていただいたとおり、地方税法等

税制改正に伴って、村税の条例を改正する必要がございますので、こちらのほう提案させていただ

いております。 

  主な改正点でございますが、45ページをお開きください。まず、個人住民税の寄附金税額の控除

の改正、第34条の７でございます。公益信託の制度の改正に伴って、所得税法の規定の見直し、整

備により、地方税法314条の７の第１項の規定が改正され、それにより個人住民税の寄附金税額控除

に係る条例の規定が改正されたため、改正を行ってございます。 

  また、その下、これが公益信託に関する法律の施行の日に属する年の翌年度の１月１日といった

ところ、これ実際にいつやるかといったところが示されていないといったところでございまして、

今のところ政令が出るのが令和８年の４月ではないかというようなところで、令和９年の１月から

施行するといったところで、ちょっとまだ日にちが未確定なところがございますけれども、一応そ

ういった改正でございます。 

  続きまして、令和７年４月１日、来年の４月１日から施行する部分でございますけれども、こち

らが私立学校法改正に伴う規定の整備でございますけれども、固定資産税の非課税措置のうち、学

校法人または私立学校法第64条の第４項の法人私立専修学校等に係る直接教育の用に供する固定資

産の非課税についてといったところ、利島村は私立学校等々ございませんので、関係ないのですけ

れども、こちらのほうが改正されているので、それに伴って改正を行ったところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終了いたします。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。ございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了し、討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行いたいと思います。 

  議案第26号 利島村村税条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 
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〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成でございますので、議案第26号 利島村村税条例の一部を改正する条例は

原案のとおり可決、承認することといたします。 

 

    ◎日程第６ 議案第２７号 利島村議会議員及び利島村長の選挙における選挙運 

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き日程６、議案第27号 利島村議会議員及び利島村長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 46ページをお開きください。 

  議案第27号 利島村議会議員及び利島村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年６月11日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 46ページでございます。こちらのほう、まず議会と村長選挙にお

ける公費負担に関する条例の一部改正といったところでございます。 

  公職選挙法施行令の改正により、国政選挙の基準の限度額が近年の物価変動を踏まえて引き上げ

られたことを鑑み、条例を改正する必要があるため、上程させていただいてございます。 

  中身につきましては、52ページを御覧ください。選挙運動に係る公費負担のところで、自動車の

借り入れ、現行が１日当たり１万5,800円だったのが１万6,100円になったよとか、燃料費１日当た

り7,560円だったのが7,700円になりましたよとか、あと選挙運動用のビラの作成について、現行１

枚当たり７円51銭だったのが７円73銭になりますとか、あとは選挙運動用のポスターの作成でござ

いますけれども、こちらが企画費として31万500円だったのが31万6,250円と、印刷費として１枚当

たり525円６銭だったのが541円31銭に、それぞれ物価高騰等により値上げさせていただくといった

条例にございます。 

  説明は以上となります。 
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〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終了いたします。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をしてください。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 質問というよりも訂正だろうと思うのですが、22円となっているところ、そ

れは単位が違うので、訂正されたほうがいいと思うのです。それはそういうことです。 

  聞きたいのは、ポスターの企画費ということで三十数万円という金額があるのですけれども、こ

の内訳といいますか、対象を聞きたい。ビラにはないのです、企画は。ビラは何や構わず１枚幾ら

ということですけれども、ポスターは枚数に関係なく、枚数は枚数で別にありますけれども、企画

費が１枚作ろうとも３枚作ろうとも36万円と費用がかかれば。仮に50万円かかったとしても36万円

という、37万か、幾らだったか、その金額だと。極端に言えば10万円でできれば10万だということ

だと思うのですけれども、どういうものが対象になるのか、本村の場合です。例えばポスターです

から写真撮りに行くと、東京へ。行くと船賃も対象になるのか、宿泊費も。あるいは、あくまでも

ポスターに係るいわゆる編集だのデザインだとか、そういうものの印刷、要するに作成業者に係る

費用に限るのか、あるいはそのための諸費用、諸経費、これも対象になるのか。本村の場合です。

よそでは船に乗ったり、飛行機に乗ったりということはあまりないと思うのだけれども、それをお

伺いします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  交通費、立候補者の要は交通費が対象になるかならないかというようなところが主なあれだと思

いますけれども、こちらのほうについてはすみません。私どももちょっと存じ上げないので、調べ

させていただいて、ご回答させていただきたいと思います。通常企画費としては、業者に委託等々

される方が多いと思うので、委託するときにはその委託の内容についてどこまでをどういうふうに

委託するのかというようなところで、通常の業務範囲内のお話をさせていただくと、当然写真を撮

るためにはそこまでの交通費が必要だよねというので、業者委託してしまえば企画費の中には当然

乗せてくると思いますし、また業者委託すれば本土から逆に業者の方がこっちに来てもらって、こ

っちで写真を撮るというようなことも考えられると思いますので、そこは企画費の中に乗ってくる

のかなというふうに思いますけれども、逆の場合です。本人が東京に行く場合とかといったところ

で、ちょっとどこまで経費として、企画費として認められるかというのはちょっと確認させていた

だきたいと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 実は、本村ではこの適用を受けた選挙というのは次の選挙が初めてだと思う

のですけれども、私どもの島、伊豆諸島ではこの間、新法律の下で選挙を何件もやっているわけで

すけれども、漏れ聞くと、悩みの種だというのは貸し衣装屋さん。そこの衣装を借りた借り賃はど

うなのかとか、そういうところまで、どこまでが、今総務課長がおっしゃるように、これどこの管

轄だか、選挙管理委員会だかどこだか分かりませんけれども、行政なのか分かりませんけれども、

その辺があいまいもこというか。背広買ったまで認めるかと。それは違うだろうというのはある。

男性で言えばです。そういう話まで飛び交うような状況なのだけれども、どこまでが、いわゆる具

体的に今言ったようなことをお調べいただいて、あれもこれも並べ立ててもしようがない、切りも

際限もないと思うのですけれども、本村で差し当たって対象になりそうなのは交通宿泊費、それか

ら衣装、写真屋で借りるかどうか、いろいろあると思うのです。写真屋にあるかどうかは別として。

だから、その辺もお調べいただきたいと思うのです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問というか、ご要望というところでございますけ

れども、調べて、どこまでが費用として認められるのかというところをお調べして、立候補者の候

補者の説明会のときでよろしいですか。そこまでにはお調べさせていただいて、その日にご説明で

きればと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  討論を行います。討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行いたいと思います。 

  議案第27号 利島村議会議員及び利島村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例を採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成でございますので、議案第27号 利島村議会議員及び利島村長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決、承認することと
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いたします。 

 

    ◎日程第７ 議案第２８号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第１号） 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程７、議案第28号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 53ページをお開きください。 

  議案第28号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第１号）。 

  令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,622万9,000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を24億4,531万3,000円とする。 

  令和６年６月11日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） それでは、令和６年度一般会計の第１号補正予算について、概要

をご説明申し上げます。 

  54ページをお開きください。まず、概要でございますけれども、歳入は国庫支出金に児童手当シ

ステム改修に係る補助金、都支出金に学校給食費負担軽減補助金、人権啓発活動補助金、また学校

授業改善推進拠点校補助金、諸収入にみどり東京・温暖化防止プロジェクト助成金を計上してござ

います。 

  歳出には、総務費では複合型サテライトオフィスの建設事業の母屋リノベーション工事に係る費

用、また地域おこし協力隊募集に係る費用、また民生費では児童手当システム改修委託費用、また

農林水産業費では新製油センターの建設予定地の地質調査費用、また教育費では学校施設の耐力度

調査委託費用の増額補正を行っているところでございます。 

  その下の一般会計補正予算でございますが、それぞれ歳入の補正と歳出の補正といったところで、

先ほど概要で述べさせていただいたとおり、金額のほうを補正しているところでございます。 

  続きまして、１ページおめくりください。55ページになりますか。歳出の予算の事業で主なもの

をまずご説明申し上げます。１番目として、複合型サテライトオフィスの建設支援・設計委託、総
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務費の総務課の所管でございますが、2,940万円の補正と。物価高騰の影響により、母屋のリノベー

ション工事に係る費用が増加となったため、増額補正を行ってございます。 

  ２番目でございます。地域おこし協力隊募集に係る費用、こちらも総務費のほうで総務課所管で

ございますが、300万円の増額となってございます。地域おこし協力隊の募集支援の委託及びイベン

ト出展に係る費用を計上してございます。 

  ３番目でございます。児童手当システムの改修委託費、民生費の中で住民課でございますけれど

も、こちら171万6,000円と。法改正によるシステム改修の仕様が定まり、費用の増額補正を行って

ございます。 

  ４番目でございます。新製油センターの建設予定地、建設候補地ですか、の地質調査についてで

ございます。農林水産業費で産業観光課の所管でございますが、776万6,000円と。こちらは、製油

センターの建設予定地の地質調査に係る委託経費を計上してございます。 

  また、最後、５番目でございますが、学校施設の耐力度調査委託、教育費の中で教育委員会所管

でございますが、216万8,000円、こちらのほう、今後の学校施設の在り方を検討する在り方として、

現在の学校施設の耐力度調査が必要となったため、計上させていただいています。 

  雑駁ではございますが、概要として以上になってございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をしてください。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） １番目は、笹岡議員が質問がさっき途中で途切れて、ここで質問すると言っ

ていましたので、私は２番目の地域おこし協力隊のことに関してちょっとお聞きしたいのですけれ

ども、募集をかけるということなのですけれども、まず住宅はない状況下で地域おこし協力隊を入

れるのかどうか、入れる予定があるのかどうか、その人たちの住まいはどうするのかというのがお

聞きしたい点なのですけれども。そこからお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 前田議員のご質問にお答えします。 

  住宅に関しては、現在空いている職員住宅に入れる見込みでございます。 

  以上です。 

          〔「予定人員は。採用予定」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 前田議員のご質問にお答えします。 

  現時点ではございますが、取りあえず１名です。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 地域おこし協力隊員の増員というのかな、国が増やそうと、今まで何千人か

知らないけれども、そこからさらに増やして協力隊員を全国的に振り分けていくのだというのをニ

ュースで見たような気がするのですけれども、その一環ではないですけれども、利島は利島として

独自に地域おこし協力隊員を募ると。それは分かるのですけれども、彼ら３年間でしたか、任期が。

手当の半分が国が負担して、半分が自治体が負担するということだと思うのです。よく聞く話が、

３年ぐらいでは何事もなし得ないと。四、五年かけて当初の契約、目的に沿った内容が完遂すると

いうのですか、そういうことをよく耳にするのですけれども、利島で地域おこし協力隊として何を

してもらうのか、その辺をお聞かせいただければと思います。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 前田議員のご質問にお答えします。 

  まず、国の補助というのかな、特別交付税で措置される額なのですけれども、一応３年間は全額

になります。今回継続していただいている部分も特交措置になる部分、特交の上限で今計上させて

いただいているのですけれども。 

  利島でどういったことをやるかという部分なのですけれども、今回募集を考えている人員に関し

ては漁業振興をメインにやっていただきたいなと考えております。おっしゃるとおり、３年という

任期が短いかなというのもあるのですけれども、募集の段階で今回の支援委託で長く定住いただけ

るような方向性も募集のタイミングで示して、３年といわず、長く住んでいただけるような方に来

ていただければなと考えているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私も今前田議員の、私の質問は一番さっきの仕掛品があるのですけれども、

それはちょっと今後回しにして、前田議員の関連で質問しようと思っていたことなのですけれども、

もうちょっと生臭い話になろうかと思うのですけれども、本村で現在元と言ったほうがいいのでし

ょうか、協力隊員、支援隊員というのですか、協力隊員で来られた方々がそれぞれ何人かいるわけ

ですけれども、その人たちが目的として向こうで選任された自治体が要望するのですね、システム

的には。自治体がこういう人を求めると。いきなり何だか知らないけれども、送り込んでくるとい

うことではないのですね。利島村なら利島村がこういう人をお願いしたい、総務省に。そういうこ
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とではないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  笹岡議員がおっしゃっているのがちょっと違うのかなと。まさに特別交付税措置をされると、費

用に関して。国としては費用を措置しますというだけで、このリストから利島に合う人を送ります

とか、そういうわけではなくて、利島村が独自に募集して、利島村の地域おこし協力隊としてこう

いう人が応募くださいというようなところです。募集から何から企画というのは全部利島村で実施

するというところでございますので、総務省から送られてくるとか、そういうわけでなくて、募集

するのは利島村が募集すると、利島村が選んで、その人に３年間協力隊として、３年間を上限とし

て来ていただく。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そういうことで、利島村や自治体がそれぞれこういうことを欲しいというこ

とで要請すると、それで対応されてきていると。私の言い方が悪かったのかもしれませんけれども、

そういうことを私も確認しただけなのです。 

  それを前提として、果たしてそれが先ほど生臭いと言った意味は、こういう人をということで要

請して、これならばこの人は、あの人はということが来ていると思うのです。そうすると、これま

での過去の経緯を見ると、多くの自治体ではそれなりにそこに居着いて貢献しているというか、住

民となって地域に貢献していると。一生懸命、３年間という任期を終えても。それで、本村でもそ

ういう人がいないわけではないのですけれども、しかしそれも役場の職員としてなっているとか、

あるいはどこかほかの組織の職員になっているとかいうことになっているわけです、実態は。それ

が前田議員の質問として関連しているというところでは、生かされているのかどうか。 

  生臭いということを言いますと、今一例を言えば、本人さんとも私も何回か話をお伺いしたりし

ているのですけれども、木工をやりますという方がいらっしゃるのです。それで、それの一定なり

の、国の補助なのか、自分で努力したのか、村の援助があったのか知りませんけれども、一定の場

所と、それから機械は設置されているわけです。設置されているのです。ところが、事業が進まな

い。なぜ進まないのだと。やっぱりそれで飯を食うためには作っていただけでは駄目なのです。幾

ら作っても、それでは飯が食えない。言うなら商品化して、売って初めて飯にありつけると。とこ

ろが、ここのところが事実上遮断されていると。だから、あの工場と言ったらいいのでしょうか、

ほとんど稼働していないです、現状は。機械もそのまま並びっ放しになって、ほこりはかぶらない

ようにシートカバーがかけてある機械もありますけれども、本当にこれは今言ったように、村がこ

ういう人を欲しいのだと、産業振興の一環として椿の廃材、その他の廃材、廃材と言ったらあれで
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すけれども、活用すると。それに望んで応募してきたと思うのですけれども、これは今どうなるの

だと。村はどういう認識で見ていますか、これを。もう切れるのです、任期は。もう切れると言っ

ていました、７月かな、８月かな。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今議員がおっしゃられた方というのは、もう既に地域おこし協力隊の制度は活用していない方で

す。なので、おっしゃるとおり、木材の加工ということで入ってきてもらっているという中で、な

かなか椿で加工品を作っている事例みたいのが全国的になかったりというのもありまして、簡単に

言うと、板にしたときに乾燥をどううまくできるかというのが、結構反りやすい性質があるみたい

なので、そういったのを実験的にやって、どれぐらいの厚みだったら板が曲がらないのかみたいな

のを、いろんな厚みで試しているというような状況もありまして、ただ例えばはしを作ったりだと

か、そういった小物類の制作みたいのは実験的に行っているところです。ただ、ご指摘のとおり、

販売までには正直至っていないという状況です。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員の一部、産業観光課長の補足というか、あれなのですけ

れども、地域おこし協力隊、そもそも募集するときに３年間で自立してくださいという制度の下、

村でも募集して行っていたと。ただ、諸事情により、議員のおっしゃっている方が一時的に製油工

場のお手伝いとかしていたというのもございまして、延長ではないですけれども、村のほうで集落

支援ですか、そちらのほうで活用して、地域おこし協力隊としての任期は終了したのですけれども、

その後やっていただいていたというような事情もございます。 

  ただ、村としてはやはりそこは村もバックアップはしますけれども、あくまでもそこは個人の力

量といいますか、自分で起業していただくとか、そういったところを地域おこし協力隊を募集する

のに当たって求めているところで、起業するか、あとは農協ですとか漁協ですとか、そういったと

ころで活躍していただくとか、役場で活躍していただくとか、いろいろな方法はあると思うのです

けれども、そういった形で道筋を立てた段階で最終的には３年後にはここで経験を積んでいただい

て、その経験を積んでいただいたことを生かしつつ、自分で起業していただくとか、所属を持って

いただいて、そこで活躍していただくというようなところで募集をかけてございますので、そこに

バックアップするのはあくまでも村なのですけれども、村が、では３年後こうしますとか、そうい

ったところというのは最初の募集の段階でそこまでその人の道筋を全部決めてというのは、正直募

集の段階で全部想定としてはこうですけれどもというような話では行きますけれども、３年後、そ

の方のいろいろとご事情等々もございますし、また途中で辞められる方等もいますけれども、定着
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率は今全国的に65％程度らしいのですけれども、利島村で大体50％ぐらいの定着率なのですけれど

も、そういった形でこの地域おこし協力隊等々につきましては成功しているのか、失敗しているの

かというか、検証等々も重ねながら、今回募集するに当たってはしっかりとした募集をかけるとき

に当たって必要な経費はかけていかなければいけないといったところで、増額の補正をさせていた

だいているといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何回も言うように生臭い話なので、あまり個人問題に立ち入るということも

避けたいと思いますので。 

  何回も話をお伺いしたりしていますけれども、要は結論で言いたいのは、せっかくのそういう人

材をどう育成、本村の産業振興の上で、あるいは文化構築の上で活用、貢献していただくのかとい

う、せっかくの国のそういう制度ですから、ご検討いただいて、長らく本村に貢献していただける

ような体制が必要かなと、そう思うだけです。そこまでしか今のところは申し上げることもできな

いと思っていますので、個々的には相談しながらやっていただきたいなと思います。 

  それで、本題ではない、私の質問ですけれども、サテライトオフィスでしたか、その件ですけれ

ども、先ほどですが、言ったのは簡単に言うと今後幾つかの棟ができると、３棟できると、合わせ

て。それで、2,940万ばかりかけて、補正かけて、母屋だけの改修、リノベーションというのですか、

できる。これも聞きたいのです。何をやるのですか。これも聞きたい。 

  それから、もう一つは他の２棟は、これも何をやるのか。従来説明はこういう構想で、子供の遊

び場だとか音楽室だとか何とかと、つかんで上ったり下りたりする何とかという、それをやるとか、

防音室を造ろうなんていう話も報告は聞いてはいるわけですけれども、具体的にどういうことをや

るのかと。それに対して例えばモニタリングではない、あれは何とかリングというのでしょう。何

というのだ、あれ。分からない。 

          〔「ボルダリング」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それなんか、インストラクターみたいな人も要るのか要らないのか、付き人

が。勝手に自分でやってくれということなのかどうか。細かいことをちょっと聞きたくているので

す。実態を明らかにしたいと、これは。だって、造ったはいいけれども、何やるか分からない、人

が何人かかるか、経費が何かかるか、これからだというのだから。 

          〔「分かりやすくどう説明するかということを相談したい」と言う 

            人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩するということ。 

          〔「暫時休憩」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、少し休憩を取ります。 
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          （休憩 午前１１時３３分） 

                                           

          （再開 午前１１時４４分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  執行部が説明をします。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現時点でのパース図になりまして、あくまでも完成予想図になりますが、母屋のリノベーション

に関しては今映っている外観、こんな形になりますと。中、どういったことをやるかに関しては、

こういった形でコワーキングスペース、業者の方々とか住民の方々がネット環境を利用して仕事が

できるスペースと、あと中にちょっとした事務所とキッチンを設けるというのが母屋のリフォーム

になります。 

  続いて、下の段の平家施設に関してですけれども、正面から見た感じなのですけれども、こうい

った形の平家施設を建設する予定でございまして、中身に関しては先ほどお話がありました、子供

たちがボルダリングで遊べるようなところと空中スイング系の遊具、あとボールプールを設置する

予定でございます。先ほどインストラクターが必要かどうかというお話もありましたのですけれど

も、高さがそこまで高くない、難易度もそこまで高くないボルダリングを設置しますので、特別な

インストラクターの設置は考えていないような状況でございます。 

  続いて、最後です。来年度建設予定なのですけれども、２階建ての子供たちが、乳幼児とかが遊

べる施設と、あと子供たちが集中して勉強できるような施設、こういった外観になっておりまして、

中は子供たちが受験勉強とか中間、期末考査の勉強をするような環境を整えようと考えているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 立派なものができそうだと、それは分かります。 

  授業としましても、今絵というのですか、設計図のうちなのでしょうけれども、大体合わせて説

明いただいたようなのですけれども、現実に例えば見た目でその絵でちょっと分かりにくい、より

生活実感的といったらいいのでしょうか、知るために図面があるのでしょうから、設計図面が。平

面図でもいいと思うのです。矩計（カナバカリ）でなくても。平面図だけでもいいと思うのですけ

れども、それがお示しできれば、議員の皆さん、私もですけれども、他の議員さんも欲しいのかな

と思いますし、頂ければと思うのです。 
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  具体的にお伺いしていきますけれども、母屋の改修費、今全部お示ししていただいたのですけれ

ども、今回補正に係るのは母屋ということで、単純にいけばもともとの設計予算額では2,940万引け

ば、これがもともとの予算だよということになると思うのですけれども、そういう認識でいいです

か。あくまでこれは単純な発想といいますか、見方なのですけれども。2,940万を引くのが当初予算

の額で、これでできるはずだったのだと。それ確認したいと思っているのです。後々の質問の都合

もあるので。単純に引いた額が当初予算にあったと、当初の計画にということですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当初予算に計上させていただいた4,760万円を当初見込んでいた状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それが、そのものを造る上でそのまま造ると、変更はないのだと、設計変更

はということなのですか。いやいや、当初の設計を変更したのだということですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当初予算で見込んでいた予算に対して、予算時点から設計の変更はございません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 僅か半年足らずの増額です、3,000万。ちょっとオーバーな言い方をさせても

らえば倍額です。四千五、六百万に対して約3,000万。 

  こういうご時世なのです、今。うかうか建築というのはなかなか安易には設定できないと、計画

できないと。幾らになるか分からぬと。設計変更していないのだから、同じものを造るのだから。

それを当初四千五、六百万で設計したと。それから数か月後には、約倍に近い、これも当てになら

ないと、完成するまでには。下手したら。それで、他の建物についてもまだ未熟というか、未設計

かもしれませんけれども、絵だけはあると。積算はまだしていないかもしれません。 

  そうすると、この施設一体が、あそこの地域というか、屋敷といいますか、一体が、皆さんが想

定する、設計している、完成するまでに幾らかかるか分からないと。ということは、既に東京都の

予算が１億円、補助金が。本村の一般会計からの持ち出しが２億6,000万、それが今度3,000万追加

になれば３億、そうすると合わせて４億の事業ですよ、既に。これが幾らなるか分からぬと。それ

で、財源補填といってもあれですけれども、財源の補助金を申請していくのだと。国は関係してい
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ないと思うのですけれども、東京都が宝島だか何だか知らないけれども、これが大体今の見通しで

既に４億と、総事業費です。しかも、これは用地買収費は入っていないと思うのだ。既に買収して

あったから。今から買収して、あの建物を建ててオープンするのだと言ったら５億先の話になりか

ねない。これはあくまでも想定です、私の個人的な。何を言いたいか。それでもやるのですかとい

うこと、引き続き。青天井ですよ、この予算は。事業は。これに限ったことではないかもしれぬ。

絵のとおり打ち立てていくと、やっていくと。設計変更しない。 

  ところが、１点ここで伺っておきますけれども、道路のところが広くなると言ったのだけれども、

どうも今の格好を見るとちっとも広くならないです。何となく。広くなったのですか、何か広場み

たいになると言ったけれども。車も止められないのでしょう、２台しか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  道路に広場を造るという発言はしていないかなと思っていて、現在の施工状況を見ていただけれ

ばどうなっているか分かるかなと思います。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） だから、道路でないというのは初めから聞いています。道路の脇が広場みた

いになると、そういう説明がされていたのです。間違いないでしょう、それは。 

          〔「そんな説明してない」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） していない。あそこ広くなると言ったのだ。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先ほどと同じなのですけれども、広場を造るという話は一切しておりません。道路の拡幅はちょ

っとお話ししたかと思いますので、現在の施工状況を見ていただければよろしいかなと思います。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、今道路脇に何かコンクリートだか、型枠がはまって段々みたいにな

った感じになっているけれども、あそこに何ができるのですか。簡単に言えば。何ができるのです

か。そこの前が、絵でも分かると思うのですけれども、そこの前が車がやっと２台入るぐらいのス

ペースがありますな、駐車場が。それは絵か何かに出ているのでしょう。 
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〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  どこの場所をお話ししているのか、ちょっとイメージがつかない状況ではございますが、現在建

てている擁壁の段ですか、今先ほどお話しした平家の施設が建つことになります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私何を聞きたいかというと、ならばずばっと聞いておきます。駐車は普通の

軽でもいいです。何台ぐらいの駐車できるスペースがあるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現時点ではございますが、軽自動車２台分を考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、改めて元に戻ります。要するに先ほど来質問しているのですけれど

も、この事業を進行していく上でどういう考えで取り組んでいくのですか。幾らになっても、幾ら

であってもつぎ込んでいくと。分かりませんと、今のところは。例えば予定では３棟建てるつもり

だったと。その計画をしたら、１億、２億、あるいは想定外の金額がかかってくると。乗りかかっ

た船なのだから、どこまでもやっていくのだと、村財政で。補助金の申請もあるでしょう。例えば

補助金がつかなければやらないとか。補助金がなければ、補助金の今現実に１億から増えるのです

か、増えているのですか、東京都の補助金は。この3,000万補正になりました。この3,000万のうち

の2,000万は、例えば都の補助金があるとか、そういうことになっているのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  東京都の３Ｃ補助に関しては、昨年度申請した額で確定しておりますので、増額というところは

ございません。 

〇議長（寺田 優君） ちょっと休憩しましょう。 

  ここで昼食の時間にしたいと思いますので、ここで休憩を取ります。 

          （休憩 正  午） 
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          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  一般会計の審議の途中でありましたので、そこから続けていきたいと思います。 

  笹岡議員、質問してください。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 先ほどの青天井かという話をさせてもらいましたけれども、これは村長に政

策というか、公約だという話もありましたので、お伺いしたほうがいいのかと思いますけれども、

職員には酷だと思いますけれども、これはたとえ今後、今後といっても将来も一緒ですけれども、

完成するまでにどのような金額が変化しようとも、例えば都の補助財政はないと、取れないと。今

のところはかれこれ４億ぐらいかかるわけですけれども、先ほどお伺いしたらば補助金ないという

ことなので、一般財源が３億ぐらいになると、概算で。これが将来、あと２年、再来年完成ですか、

実際には。それまでにどのくらいかかろうとも、仮に。これは財政の支援事業は要請はしていくと

はいうものの、例えば東京都の支援が得られなくても、絵図面のとおり、当初の構想どおりやり遂

げていくと、こういうお考えですか。それとも、予算の範囲内で対応すると、現在の計画の範囲内

で。それで駄目なこともあるでしょうと。例えばボルダリングならボルダリングという施設を、そ

れでは省こうかと、あるいは防音室を省こうかと、施設の短縮といいますか、そういう変更、そう

いうことは一切考えていかないということになるのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 正確に申し上げますと、まず公約としてというところでいいますと、この施

設を造りますという公約を掲げていたわけではなくて、子育てに特化した政策という大きな枠の中

での政策の一つであるということでございます。したがって、それだけでなくて、学校事業とか教

育委員会関係のことも含めて子育て、住みやすい、子供が帰ってきたい島にしていきたいのだとい

うような大きな計画目標がある中の一つということで整理させていただきたいなと思っておりま

す。 

  それから、予算に関してですが、これはこの施設に限ったことではなく、様々なハード整備にお

いて今調整、この場で答弁は控えさせていただきたいというところが繰り返されており、我々とし

ても何もやっていないではないかというふうに言われておりますが、非常に努力はしている中、示

せないという心苦しい状況であると。全てではないのですけれども、主立った理由としては、設計、

図面を書き、それに基づいて数量を拾い、設計会社さんが単価を入れ、それで設計上の金額、積算

と言われるものです。これが決まると。島ならではの様々な要件を考慮して、島しょの割増しとい

うようなこともしていただいて、それを当初予算として計上させていただいているところでありま
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すが、実際それをもってして業者さんに見積りをお願いするといったときに、やはりその部分で乖

離が出てくるといったことが繰り返されているといった中で、それをもってして今度設計会社さん

に、この設計の数値ではなかなか金額が合わないのですけれどもといったところで、なかなかそれ

は、設計上、これ以上なかなか見られるものではないのですよといったような事情があります。こ

れ全てではないのですけれども、主にそういったものがあると。これは利島だけでなく、ほかの島

でもそうだと思いますし、海上運賃や宿泊費、いろんなものが要因としてはかかってくると。 

  そういった中で、予定の金額、それと実際の金額というのはなるべく乖離がないように我々も努

力しているところですが、どうしても差が出てきてしまうといった中で、補正でそれを補うという

ような今までの流れになっているといった中で、先ほど笹岡議員が質問されていた中で、ではどこ

まででもいいのかといったところでいくと、それもないと。ただ、そのないと言った中で、それが

ない中で、では設計上以上は出せませんということでいくと、何もできなくなってしまうというこ

とも事実でございます。設計の範囲内でやるとなれば、アクロバティックに施設を２つあったのを

１つにするとか、そういったことをすれば結果的には収まるかもしれませんが、工事費だけでいっ

たら。ただ、それには当然いろんな付随する要件が出てくる。今回のサテライトオフィスと３Ｃの

事業でいったら、様々な要件をそろえた上で補助を申請していると。もっと言うと、もう一つの移

住、定住住宅の要件としてもサテライトオフィスの事業があるといったもので、様々なものが関連

して今の事業があるということで、これまで説明させてもらっていたところであります。 

  当然見積りのほうが上がってきて、いつだかの議会でもお話しさせていただきましたが、私それ

なりにそういった業界にも従事していた経験もありますので、私なりの精査もしながら、これはち

ょっと高いのではないの、これはどうなのというような当然調整、交渉はさせていただいておりま

す。本来村長がやるべきものでないとかというお話もありますが、ただそういった技術職がなかな

か不足しているといったこともあるので、そういったまさに全員野球で事業に取り組んでいるとい

ったところであります。 

  そのいろいろな要素の中で、例えばボルダリングを諦めるとか、そういったことも検討の候補と

しては上がっております。ただ、それによってそもそもの目的の機能が果たせなくなるということ

であれば、それはそれで金額にもよりますが、例えばちょっと縮小したりとか、そういったことも

踏まえて今調整、精査をしているといったところです。つまりどこまででもいいのかといって、そ

んなどこまででもいいわけではないと。だけれども、ある程度は見込まなければいけない。ただ、

見込む額として、ここまでではという金額の設定が明確にできない状況であると。なので、当然我

々自分たちの一般財源、全て投入できるとかという状況でもない中で、東京都さんとのお話にもな

ってくると思いますが、今決まっている補助に関しては、午前中の説明で主幹のほうであったと思

うのですけれども、補助額は決定していると、確定しているといった中で、さらにそれに関しては

現時点でなかなか難しいと思っております。ただ、そういったところで事後、東京都さんがお認め
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いただくものが部分的にあるかもしれませんが、現時点ではそれを基に事業を進めていくというよ

うなところがなかなか言い切れないと。非常に難しいところでありますが、そういったところでこ

の事業だけではなくて、様々な事業を進めているといった状況でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 長く説明いただきましたけれども、他の関連と、村の施設というのは全て関

連しているというのは、住民にとっては全部関連しているのです。学校もしかり、病院もしかり、

生活していく上で必要なものですから。それで、それぞれの建物を、製油工場もそうでしょうし、

焼却場もそうでしょうし、全部関連しているのです。それはそれとして十分認識していますけれど

も、具体的な話として伺っているのが、たまたまサテライトオフィスということで絞って伺ってい

るわけです。 

  それで、確かに私自身自ら問いかけたとしても、青天井で切りも際限もなくどこまでもいいとい

うことは、これは確かに言葉のあやになろうかと思いますけれども、物にはある程度常識があった

もので、お伺いしたいのは、これは未完成に計画どおり終わらないと、当初の予定どおり、構想ど

おり。構想は構想としてです。そういうこともあり得るのかということです、考えの中で。たしか

今言ったような、村長るる述べたように、あれもこれもなのだけれども、積算だか、設計だか、と

もかくとして、村には財源のある程度枠もあるわけ、制約もあるわけですから、その構えといいま

すか、青天井で幾らでも10億でも50億でも、そうなるとへ理屈になりますから。例えば許容範囲は

ある程度お示し、この程度まではと。先ほど私がいみじくもちょっと申し上げておきましたけれど

も、例えば５億円ぐらいまでは見込んでいるのだとか、それは公表すべきものではないです。５億

いいですよと。そういう点ではどうなのかという意味合いです。青天井だから言っている。切りも

際限もなく幾らでもいいとは私も言っているわけではないので。ある程度の金額というのは、構想

を描いていますかといって、その金額は私はあえて聞きませんけれども、そういうのはあるのです

か。ここまでだと、これで収まらなければ、例えばもう次の建物を切るとか、何々を落とすとかや

らないとか、当面。そういう意味で聞いているのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ここまでという明確な上振れといいますか、そういったところの上限を決め

ているのかというふうに伺って聞いている限りなのですけれども、上限というのはあくまでも予算

の範囲であるというところで考えております。仮に、今回もそうなのですけれども、上限を超えて

しまった場合は、新たにご説明をその都度していかなければいけないかなという中で、現在のとこ

ろ例えば何億とかというところを想定しているわけではありません。あくまで予算の中でというこ

とです。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは所管に聞いたほうがいいのかもしれませんけれども、例えば先ほども、

変な話ちょっと漏れ聞いた話なのですけれども、トイレというのは幾つぐらいあるのです。今度の

改修の中で。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  施設全体でというところでよろしいですか。 

          〔「いや、母屋っていうの」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 母屋だけでは１つです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 例えばの話です。これは変わらないのだと、設定変更しないのだと、仮の想

定の上でお伺いしているのだけれども、例えば何人いらっしゃるか分かりませんけれども、社会常

識的に公益施設として、トイレが１つというのは個人民家ならいざ知らず、これはどうかなという

感じがするわけです、男女いるわけでしょうし。そういう人間としての生理現象の場を、男女合わ

せて１個というのは。 

  何を言いたいかといいますと、例えばそれではもう一個トイレを増やしましょうと、男性用でも

女性用でもいいわけだけれども、あるいは子供用のもあるかもしれません。あるいは、多少障害者

のようなのもあるかもしれません。今駅でもどこでもそういう時代です。住民の、あるいはどこに

お客さんがいらっしゃるか分からない。そういうときのためにトイレが男女１個しかないと。これ

はあえてこだわるわけでもないかもしれませんけれども、例えばこれをやるために、それを今から

改装しましょうと、追加しようと、最低でも男女別。できれば障害者の方の使いやすいトイレ、あ

るいは子供さんをどうするとか。子供さんのおトイレなんかあるのです。おむつをどうするこうす

るなんていうのは。そういうことをやろうとすると、これは水回りですから相当な金かかると思う

のです。そうなったときに、また追加と。何かあのとき説明して、ですから私皆さんにさっき言っ

たのですけれども、私も図面なんか全然見ているわけではないので、分からないのですけれども、

図面をやっぱり公開されて、皆さんに、少なくとも議員ぐらいは渡したらどうなのかと思うのです。

さっき絵は見ましたけれども。そういう意味でも聞いているのです。何があるか、住民の前へオー

プンにしてみたら、トイレが１個、言うか言わないか知りません。私たまたま聞いた話で、えっ、

１個しかないのと、こういう感じです。だから、そういう意味でちょっと伺っています。設計変更

するとまた変わる。これまさに設計変更ですから。いかがですか。 
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〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 母屋の詳細な図面に関しましては、後の議案の、契約議案のほうでお配りし

ているものをご確認いただければなと思っております。 

  また、その中に午前中かな、午前中お見せした写真の施設のスケッチだと思うのですけれども、

それの平面図は載っておりますので、そちらで確認できるかなと思っております。また、トイレに

関しては、当然検討の段階で２つあったほうがいいのではないかとか、様々な機能をつけたほうが

いいのではないかとか、いろいろなもの、候補として当然検討は上がってきましたが、まさに予算

の関係等で母屋の施設のリフォームということで、ちょっと狭いというか、間取り的にも難しいと

ころがありつつも、現状の形を生かしたものになったということでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、村がそういう設計でやっていくということですから、私は言ったと

おり、先ほど述べたとおりで、トイレが１個というのは不便でしょうと、お客さんのそこの施設を

利用する側の人からすると。村はいいかもしれません。絵図面の上では結構かもしれませんけれど

も、施設利用者の立場からすると、誠に使いにくいトイレと。えげつない話に聞こえるかもしれぬ

けれども、あまりいつでもいいというわけにいかないのです、生理現象というのは。そういう意味

では、やっぱり工夫して、検討する。どうせ改修するのなら。そのままでいきますというのはいか

がかなと思うのです。あまりくどくは言いませんけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） まだ現在計画途中でお示しできる段階ではないので、今回後ほど上程させて

いただく図面、母屋の改修に関しては１か所で、それぞれ新築の施設が２か所予定されております。

後々お示しする段階で明らかになるかなと思いますが、トイレ等もそれなりに検討し、準備してい

く今方向で設計のほうを進めております。よろしくお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 製油センターの件でお伺いしますけれども、場所については先ほど総務課長

でしたか、産業観光課長でしたか、場所の話がありました。そうでもなかったか。していない。 

          〔「昨日です。昨日話した」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 昨日ね。そこということ、そこというか、今の施設の前、製油工場の斜め前

ぐらいになりますか、プラントの前ぐらいになるのかな。そういうところを想定しているのですね、

そこを。ということですね、さっきの昨日というか。それで、そこをボーリングすると、そしてそ
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こへ建てると。 

          〔「候補地です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 候補地ですか。それで…… 

          〔「そこをもう一回整理」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議案書のほうに予定地というふうに記入はされているのですけれども、これは誤りというか、候

補地です。なので、今回ボーリング調査の予算を上程させていただいていまして、可決されればボ

ーリング調査を行った上で、その結果を踏まえて建設に問題ないというような結果が出れば、そこ

を予定地として進めていくということになります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、その場所をどのくらい地主がいるか分かりませんけれども、それを買

収すること自体は、確保すること自体は結構なことだと思うのです。 

  ただ、これは製油工場というのは30年近い課題なのです、実を言うと。皆さんも聞いていると思

うのですけれども。なぜかと言えば、御覧のとおり、何回も議会で話をされていますけれども、な

ぜ別にそう大して修理しなくてもいいような時代から課題になっているのです。近い将来は移設す

べきだという。それはご承知のとおり、周辺にコンクリート、セメントは舞うわ、砂ぼこりは舞う

わというところで、今の近代的な、近代的というのは、これだけ衛生関係がうるさい、うるさいと

言うとあれですけれども、厳しいとき、厳しいと言うのも同じか。ときに、よその人たちも民の造

ることだろうと、油を絞りさえすればいいのだということではなくて、周辺の環境が好ましくない

と。だから、移設、移転すべきだというのはもう30年前から出ているのです。 

  だから、そういう意味で、そこは私は製油所としては不適切だと。用地を買うことは無駄ではな

いと思います。というのは、これは私の思案ですけれども、焼却場なら構わないわけです。少なく

とも下の焼却場に村はこだわっていますけれども、確定したのごとしに。あそこはあそこでやっぱ

り玄関口だし、もうちょっとスマートというか、こぎれいな場所にしておきたいと。それで、焼却

場を今候補地としてボーリングしようという用地をごみ焼却場に限らず、処理場、一連のごみの処

理、今はしけと広場のところで処理している、ああいうことも踏まえて。それだけの面積があるか

どうか分かりませんけれども。そういうところに活用したらどうかなと。 

  製油工場については、もっと誰が見ても周辺の環境もいい。具体的に言うと何か問題が出そうな

ので、どことはここでは言いませんけれども。用地を買収することは、私は地主さんが対応してい

ただけるなら、それはそれで誠に結構だと思うのです。ただ、製油工場としてはやはり積年の課題
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という点からすると、またもやプラントの前に造るというのには甚だ疑問があると、将来。といっ

て、駄目なら引っ越すというわけにはいかないわけだから。やっぱりここは再検討されたい、求め

ておきたいと思うのです。いかがですか。これは村長でしょう。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 焼却施設予定地と変えたほうがいいのではないかと、交換したほうがいいの

ではないかというご提案かなと伺っております。 

  検討の項目には加えさせていただきたいかなと思っておりますが、ただ基本的にいろいろなもの

のメリット、デメリットがありまして、現在至っているといった状況で、これまた全てをお示しす

ることはなかなか難しいのですが、それぞれにいい部分、悪い部分があって、いろいろな制約、こ

こしかできないとか、この道幅ですとか、そういったものがあって用地の選定、候補地の選定に至

ったというところであります。 

  これまでも製油センターに関しましては様々な土地を調査し、いろいろなライフラインとか、イ

ンフラ関係の整備に関してどれぐらいかかるのだろうとか、また現在の施設の中でも中の一部を移

設しなければいけないといった制約がある中で、当然今の日立小浜線沿いが好ましいであろうとい

うところで、そこから用地の選定等も進めてきたというところもあります。そういった中で、現在

候補地として挙げさせていただいているところが、当然そこがベストというか、そこしかないとい

うわけではなく、いろいろな取捨選択をしていく中でベター、この中では最適であろうと、今のと

ころ。ということで挙げさせていただいております。ただ、そこで、繰り返しになりますが、決定

ではないと。地質調査や様々な法的な規制等あった中で、そこではかなわないとなる場合もありま

す。ただ、現在のところ少し前にという一つで補正としてボーリング、地質調査をさせていただく

というところでご理解ください。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 結論から言うと了解します。というのは、ボーリングなり必要な調査をする

ことに全く異論はありませんので。 

  私が焼却場と言ったのは、隣はもともと焼却場の発祥の地なのです。残骸が今でも残っている。

もうないかな。そういう点では、村長が今決定ではないと。ぜひ具体的にいざ製油所だよと。ボー

リングすることは、結構構築物をするのには、どんな構築物を造るにしても必要なことで、ボーリ

ングしてみたら下が泥みたいになっていて、とてもではないけれども、柔軟化していて造れないと、

建物は不適当だというなら、それはまた違った話でしょうけれども。基本的には大体大丈夫だろう

と。近くにはすごい建物がちゃんとありますから、鉄筋の。そういう意味では、そんなに問題はな

いのだろうと。構築物を造るのに不適当だという場所ではないと思うのです。これは私の勝手な推
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測ですけれども。そういうところ、製油工場についてはやっぱり再検討いただければと。村長もそ

う言っていますから、決定ではないのだということで。ぜひとも今後の課題の中でお互いに検討し

合って、探し合っていきたいなと思うのです。 

  以上で私の議案に対する質問は終わります。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私のほうから１問ちょっと質問させていただきます。 

  というのは、地域おこし協力隊を募集するときに、今利島村では炭焼き小屋、これがもう炭を焼

く人がいなくて遊んでいる状態です。それで、そういった関係の人を募集できたらなというふうに

私は思っているのですけれども、それが今年とかいうわけではなくて、来年あたり募集するのであ

れば、そういった人を募集して、炭焼き小屋を再生していただければなと思っております。その辺

いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  ご指摘のとおり、炭焼きの施設というのは数年前からちょっと運用ができなくなっているような、

焼く方がなかなかいないというような状況になっておりまして、今後の運用、施設の維持も含めて、

今後検討していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） できる限り前向きに取り組んでいただければと思います。 

  もしどうしてもそういった人が見つからない、いないということであれば、あそこをまた別の形

でも利用できるのではないかと思っています。というのは、炭焼きのあそこも大分ある程度の面積

がありますので、他の事業にも使えるのではないかとは思います。そういった点で、あそこをとに

かく再利用するのが先決だろうと。それで、どうしてもなければ、そういった他の事業に切り替え

ていく。そういったことも考えられると思いますので、行政のほうのお考えをお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  炭焼き小屋の再利用というか、再開発をといったようなことでございますが、ほかの施設も含め

て管理がなされていないと、笹岡議員のご質問のときでしたか、ちょっと申し述べさせていただき
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ましたけれども、今までずっとつくり続けてきたけれども、ここでちょっと見直しが必要ではない

かといったところもございますので、そこは一つの検討課題には挙げさせていただきたいとは思い

ますけれども、いかんせん水道が引かれていないと、水道を引くためには水道管から布設しなけれ

ばいけないというところもございますので、何かしらに使うというのもなかなか厳しい場所である

といったところは私どもも認識しておりますので、今後検討していきたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、いつものとおりで、原案には反対をいたします。 

  理由については、１点は当初予算から変わっていないと、基本的に。上積みになっていると。そ

れから、先ほど来質問させていただきましたけれども、村長のお考えも分かりました。その上での

反対ですが、特にサテライトオフィス、この問題は一般質問でも住民の声を述べつつ指摘させてい

ただきましたけれども、やはり何なのだと、これは。時期尚早だということと、要するにほかにや

ることがあるだろうと。ところが、先ほどの私の質問に対して、優先順位が低いということは生産

者会議でもるる述べてきているというのですけれども、優先順位はここが優先だとは思えないとい

うのが住民の声なのです。必要かもしれないけれども、今やることかと。ほかのこれだけの大きな

住民の生活に密接な関係ある製油工場、あるいは焼却場、これが先だろうと。村が幾らでも金があ

って、いつでもどうぞとスタートできるなら別としても、それを超えて、今これかと。これが私の

認識している今の住民の声です。あまり進めるべきだと、その上にもってまた3,000万近い金を投入

して、今補正で計上していくということでるる質問でもお伺いしまして、村長の考えも分かりまし

たけれども、青天井でもないのだということも分かりましたけれども、ちょっとそういう意味から

して、いかんせん賛成しかねると。 

  それから、一般質問でも述べてお願いしている住民の声が依然としてそのままだということで、

なおサテライトにしてみれば、もちろん建築費が幾らかかっていくのかというのも当面最大の課題

です。それ以上に懸念するのは、将来オープンしたときの、将来に向けて半永久的に、これから。

維持運営です。この費用がどのくらい村の財政に食い込んでいくのだと。これが全く示されない。

これはむしろ100％恐らく村の財政の中から仮に1,500であろうと2,000であろうと、そんな300や

500の金で動いていくとは思えない。それらを考えて、といって無人にするわけにもいかぬと、交流

会館みたいに。そういうところからして、何となくもう突っ走ってしまったなと。まず建物から始

めてしまったという勇み足的な感じを受けるわけです、正直言って。そういう意味で、ちょっと賛
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成をいたしかねるということで反対をいたします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私は、原案に賛成いたします。 

  というのは、やっぱり住民の中には反対する声もありますし、また早くやってほしいという声も

あります。これが現実です。そういった点で村の行政、担当者も頑張ってやってくれています。そ

ういった点からも、やっぱり待っている人が大分いるので、またそういった人たちの子供たちのた

めにも、早く出来上がればいいなと逆に思っています。原案には賛成いたします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 私は、一般質問でも質問しているのですけれども、反対の意見なのですけれ

ども、これサテライトオフィスはどれぐらいこれから金がかかるかも分からないということなので、

一般質問でも反対しているので、この予算に関しては反対します。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、討論を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第28号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第28号 令和６年

度東京都利島村一般会計補正予算（第１号）は可決、承認することといたします。 

 

    ◎日程第８ 議案第３０号 令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業（空 

き家を活用した島内外の人材交流拠点整備事業）母 

屋改修工事請負契約について 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程８、議案第30号 令和６年度複合型サテライトオフィス建設

事業（空き家を活用した島内外の人材交流拠点整備事業）母屋改修工事請負契約についてを議題と
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いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 79ページをお開きください。ちょっと飛びますけれども、よろしいでしょう

か。 

  議案第30号 令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業（空き家を活用した島内外の人材交

流拠点整備事業）母屋改修工事請負契約について。 

  地方自治法第96条第１項第５号の規定に基づき、令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業

（空き家を活用した島内外の人材交流拠点整備事業）母屋改修工事請負契約について、下記のとお

り請負契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２

条の規定により、議会の議決を求める。 

  １、契約の目的、令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業（空き家を活用した島内外の人

材交流拠点整備事業）母屋改修工事。 

  ２、契約の方法、特命随意契約。 

  ３、契約金額、税込み7,700万円。 

  ４、契約の相手、利島・頸城建設共同企業体。 

  令和６年６月11日提出。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 説明させていただきます。 

  議案書の80ページを御覧ください。敷地全体の図面になりますが、今回空き家を改修する部分が

赤斜線で記されています。こちらの部分をリフォームということで工事を行いたいと思っています。 

  次の81ページです。こちらが図面になりまして、島内外の人材が交流できる場所という施設と、

あとコワーキングスペースを兼ね備えた施設。中には事務所も建設しつつ、リフォームを行ってい

きたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明は終わります。 

  これより質疑を行います。質問ございますか。ございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） なければ、質疑を終了いたします。 
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  これより討論を行います。討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は予算に反対している関係上、担保はないわけで、契約そのもの自体に特

段の異議はないのですけれども、しかし担保する予算がないわけですから、そういう意味では契約

については反対せざるを得ないと。自動的と言ったほうがいいかもしれません。必然的と言ったほ

うがいいかもしれませんけれども。やむなく反対をいたします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 私も予算に反対した手前、これにも反対します。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 先ほども賛成しております。この原案についても賛成いたします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、討論を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第30号 令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業（空き家を活用した島内外の人材交

流拠点整備事業）母屋改修工事請負契約についてを採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票が終了いたしました。 

  賛成が２、反対が２ということでありますので、同数でありますので、議長の判断により、議案

第30号 令和６年度複合型サテライトオフィス建設事業（空き家を活用した島内外の人材交流拠点

整備事業）母屋改修工事請負契約については原案のとおり可決、承認することといたします。 

 

    ◎日程第９ 議案第２９号 利島村利島港地先利島港港湾区域内公有水面埋立に 

ついて 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程９、議案第29号 利島村利島港地先利島港港湾区域内公有水

面埋立についてを議題といたします。 
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  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほどの議案から少し戻りまして、73ページをお開きください。 

  議案第29号 利島村利島港地先利島港港湾区域内公有水面埋立について。 

  異議のない旨を東京都知事に答申する。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年６月11日提出。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 提案理由ですけれども、利島港港湾区域内の公有水面の埋立て免許

の出願に係る意見として都知事に答申する必要があります。それに先立って議会の議決が必要とな

るため、上程させていただいております。 

  議案書の78ページを御覧ください。今後港の強靱化などが予定されている中で、コンクリートブ

ロックや消波ブロックの製作が増えていくということになっていて、それに伴って製作ヤードの拡

張をするために今回埋立てのための免許出願ということになっております。場所は御覧のとおりで

す。西岸壁根本の西側となります。今回それに伴い公有水面の埋立てを行うため、都知事の免許を

受けることが必要とされていて、その前に公衆への公示、縦覧など、意見聴取をして、議会を経て、

意見書答申を提出することとなっております。 

  説明は以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、先般支庁の港湾の方からも説明いただいている工事で図面だろうと

思うのですが、西桟橋の根っこの部分が、私は当時何かちょこっと埋めるのかなと思ったら、えら

い面積です。100メーターぐらいの相当の広さでしょう。西の桟橋の青で囲った赤いところ。 

          〔「今現状は陸地です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここを埋め立てるということではないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  埋立ての予定の場所というのは赤いところです。赤い場所が埋め立てる場所です。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） ごめんなさい。埋立てと書いてしまってあるので、なかなか現状

とちょっと違うのではないかというところで、海を埋め立てるわけではなくて、ここ今は玉石とか

砂がもう堆積していて、陸地部分にほぼほぼなっていると。 

          〔「磯みたいになっている」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） もう完全に磯です。この部分についてはちょっと色を塗ってしま

ってあるので、なかなか分かりにくいのですけれども、現状見ていただくと、もう消波ブロックが

置いてあって、現状ほぼほぼもう砂が埋まっていまして、海の水面を埋め立てるというよりは、陸

地の部分をコンクリートで固めるというイメージで。 

〇議長（寺田 優君） ほかにありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  討論を行います。討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行います。 

  議案第29号 利島村利島港地先利島港港湾区域内公有水面埋立についてを採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成４、全員の賛成でございますので、議案第29号 利島村利島港地先利島港港湾

区域内公有水面埋立については原案のとおり可決、承認することといたします。 

  以上をもちまして、本定例会に付された議案については全て終了いたしました。 

 

    ◎閉会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） ここでお諮りいたします。 

  終了してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、ここにて終了いたします。 
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  ご苦労さまでございました。 

                                   （午後 １時５３分） 
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